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東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉱床 学 教室 内 
日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 


会 報 


日 本 載 五 鉱物 鉱床 学会 30 周年 記念 会 , 総会 池 び に 合同 学術 講演 会 
下記 次 第 に より 記念 会 , 総会 並び に 学術 講演 会 を 開催 し ます 。 な お 総会 , BAR LF 
の 出欠 を 二 誌 挿入 は が き (必要 事項 記入 の 上 ) に て 9 月 30 日 まで に 必着 する よう 御 通 
知 願い ます 。 
時 昭和 34 年 11 月 7,8,9 日 
場 所 東北 大 学 
第 1 日 (11 月 7 日 ) (+88) 
総 4 (9.00~9.30) 記念 会 (9.30~10.00) 
記念 講演 (10.00~12.00) 記念 撮影 (記念 講演 終了 後 ) 
堂 術 講演 (13.00~17.00) 
32 38 & (17.30) 
SE 500 円 (当日 受付 に 持参 ) 
( 穏 親 会 場 は 当日 総会 々 場 に 掲示 致し ます ) 
第 2 日 (11 月 8 日 ) (ae) 
党 術 講演 (9.00~13.00) 
見 学 族 行 出発 (14.00) 
#638 (11 398) (Bes) 


2S A— (HELI ARIA) 


見 * 8 所 WB LEAR, SRE, 瀬 見 ドレ ライ ト 等 希 
Bic EY nS 
eR バス 和 賃 (仙台 往復 を 含む ), 瀬 見 温泉 泊 , 1,300 円 (当日 
受付 に 持参 ) 
人 AB 申込 み 順 で 人 員 和 制限 (50 名 ) 
RAS TAKE - Wesel - MRK 
詳細 は 総会 当日 会 場 に 告示 し ます 。 
術 講演 , ARGS, ARTES, 日 本 舗 物 学 会 並び に 日 本 鉱山 地質 学会 
CAT ET 


+ aK HK 


aE 


個人 講演 の 申込 み は 8 月 31 日 まで 必着 する よう 申込 み 願い ます 。 


会 典 納 入 の 件 本 年 度 会 費 500 円 を 本 会 GMINA 8825 番 ) 宛 至急 お 納め 下さ い 。 


AAAS BBL ELD, 特に 多 和 額 に 滞納 され て いる 方 は , 至急 お 納め 下さ 
ら な いと , 会 誌 の 発行 が 停止 され ます の で 御 注 意 下 さい 。 


ma 1% Be OC 


< 会 幹事 高橋 純一 先生 に は , 去る 7 月 9 日 , RRARMILK ADB SK CAM 
HSN ELK RAMA, MIHROBY CHYVET 

先生 は 二 会 創立 以来 幹事 と し て 直接 その 運営 に あたら れ , 二 会 の 発展 に 御 尽 力 せ ら 
れ ま し た 。 特 に 戦後 は 戦時 中 休刊 と な つて いた を 会誌 の 復刊 に 際 し て , 当時 の 経済 的 困 
難 と た ・ ゝ かい ながら , み づ か ら 先 頭 に た ゝ * れ て 努力 も られ , 本 会 の 名 声 と 本 誌 の 価値 
を 学界 に 宣 揚 を せら れ , SAOMBORMt Ben st Lk. 今年 11 月 開催 予定 の 本 会 30 
周年 記念 祝賀 会 を 前 に し た 矢先 , 先生 の 篠 他 界 は 本 会 と し て 最も 痛 惜 に 面 え な いと こ 
DACHYV ET. 
先生 は 大 正 10 年 第 四 高 等 学校 より 東北 帝国 大 学 助教 授 と し て 赴任 せら れ , KIE 
11 年 に は 石油 の 成因 に 関し , 次 泥 説 を 提出 し て 理学 博士 を 授与 せら れ , 同年 米国 及 
び フ ラン ス に 留学 , 石油 鉱床 学 及び 水 成 岩 に つい て 研究 され まし た 。 昭和 2 年 , 本 邦 
理学 部 に 於 ける 唯一 の 石 湯 鉄 床 学 講座 の 新設 に 伴い 担任 教授 と な り , 昭和 9 年 に は 再 
び ベ ルギー, ポー ラン ド に 外 浴 , 更に 昭和 16 年 油田 機構 学 講座 が 新設 され る に 及び 
これ を 兼 担 さあ られ , その 後 地 理学 講座 を も 兼 担 され まし た 。 昭和 21 年 に は 終戦 後 初 
代 の 理学 部 長 の 要職 に つか れ 24 年 御 退 官 , 東北 大 学名 人 准 教 授 と な られ , 引 続 い て 信 
州 天 学 学長 と な つて 学校 行政 に た づ さ わら れ ま し じ し た 。 COR 30 有余 年 の 長き に 二 つ 
て 研究 , 及び 後進 学生 の 指導 に 当ら れ , 150 編 以 上 も の 論文 報告 を 発表 され , 偉大 な 
る 研究 業 中 を の こさ れ ま し な た 。 

私 共 は 先生 の 学 徳 を 追 左 する と 共に , 益々 研 鑑 を 積み , 二 会 今後 の 発展 の 族 に 新た 
に 真剣 な る 努力 を 加え る こと が , 先生 の 寺 を 慰め 得 ? 最 上 の 道 と 信ずる も の で あり きま 
to 
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西 中 国 の 第 三 紀 深成岩 類 * 


Tertiary plutonic rocks in western Chigoku 
村 上 gt, # (Nobuhide Murakami) ** 


Abstract : The four areas of Miocene age are distributed in western © 
San-in ; namely, in Kawato, Hamada, Masuda, and Susa district, from 
east to west. The lower parts of these Tertiary formations are composed 
of andesites, liparites, and plutonic rocks (dioritic and granitic rocks), 
which are considered of Oligocene age, by the field evidence and by the 
zircon method. In this paper, the petrographic features of these plutonic 
rocks are discussed briefly. 


1. if =| 


Bei 2 CU ARAL MS b BRR EC BH BAL BbnS 深成岩 類 の DAT 
る 事 を 報告 し た り 。 その 後 研究 が 進み ,- 課 査 区 域 が 広まる に つれ , この 考え は 大 体 正 し い 
事 が 判 つ た が , その 時 代 及 び 分 布 に つい て は 多少 訂正 すべ き 点 る 見 出さ れ て いる 。 RHE 
地域 も 以前 と 比べ 相当 に 広大 と な つて いる し , 岩石 学 的 維 料 も 増加 し て いる の で , ここ に 
従来 の 研究 結果 を と り ま と め て 発表 する 事 と する 。 


2. 第 三 紀 常 の 地質 の あら まし 


中 国 西 部 に お ける 第 三 紀 帯 は , 地質 図 に 見 られ る 通り 山陰 域 に の みあ り , 何れ も る 大 きい 
BARERML ToS. 即ち REY 川戸 地区 ・ 浜 田地 区 ・ 益 田地 区 ・ 佐 佐 地 区 の 順に 烈 な 
り , 旧 期 の 岩層 程 内 陸 部 に , 新 期 の 岩層 程 海 賠 部 に 分 布 し て いる 。 

構成 する 火成岩 は 第 1 表 に 示す 通り で , AEMOVD LGD CEL Tr So Bb By 
岩 , 流 紋 岩 よ りな る 旧 期 の 火山 岩 類 及び これ ら を 紹 く 深 成 岩 類 に 始ま り , 国府 層 和 群 中 の 実 
Ws, 流 示 岩 の 活動 が これ に 続き , 高山 斑 煽 岩 及 び 種 々 の 塩基 性 岩 脈 の 綱 入 が 更に その 後 
に 行わ れ て いる 。 た だ 高山 玄武 岩 *) の 時 代 は 現在 朋 ら か で な い 。 以上 以 の 中 , BAER 
に つい て は 今村 BUBB iO Cl, ARMY の 研究 が あり , 然 も その 時 代 る も 比 

* 1957 年 10 月 日 本 地質 学会 西日本 支部 例会 講演 内 容 の 一 部 に 如 香 
** OA a eS 
1) APE : Bor, 37, 223, 1953. 


2) 野島 Re: UAB, 1H 1, 14, 1941. — 
3) Imamura, S. : Jour. Sci. Hiroshima Univ., Ser. C, 2, 53, 1957. 


4) % (@—- AMIE : 九 大 理研 報 , 地質 1, 59, 1944. 
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第 1 図 中 国 西 部 第 三 紀 帯 の 地質 図 。 

1: 第 4 紀 層 2: 第 4 紀 火 山 岩 類 3: 高 
UBER: 4: 銀 佐 ・ 益 田 ・ 唐 鐘 ・ 玉 造 ・ 大 
ae Jere 5: 国府 層 群 6: (GAR 7: 
PARE 8: 流 紋 岩 類 9: 安山岩 類 10: 
自 和 亜紀 第 3 期 火 成 岩 類 11: FIBRO 2 LK 
Rue «12: Ama Mme 1S: Be 
門 層 群 14: HeeRS Maas 
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幸 的 は つき り し て いる の で , 此処 で は 主として | 


日 期 の 火山 岩 , 深成岩 類 に つい て 述べ る 。 


3. 第 三 紀 旧 期 火 山 岩 類 


安山岩 類 と これ を 買 き , RITA 5 MMSMt OMS. 何れ も 第 三 紀 湾 入部 の 最 奥 部 を 
BO, 彰 楼 山脈 直下 に 及 ん で いる も の も ある 。 
安山岩 類 : 輝石 安山岩 , 変質 安山岩 , ABREARUS, BRERA L I 


な り , OUR Bak, 宇 留 野 り が 記載 し た 男鹿 半島 の 赤 島 
BASWA : ARG, MA, REED. 角 図 石 を 主 成分 と 


~hyalo-ophitic M@tAT HERS 
長石 は An30-80 の 成分 で , FRAO 
成分 は 第 2 図 に 示す 通り CHS. UY 
4 VBE EOD % OV GHAR ORAL 
HSN COR. ANAL BAe 
ffl, B=1.686~1.691, 2Vx= 
82°~84°, Z=green, の 光学 的 性 質 
を 示す が , 2 O fhic BRARZDIAO 
(8=1.660, 2Vx=81°~85°) が ある 。 
PREBRUE : KILOS 
24D, 


PSE LIL TW BZERCHA SO 
MV hyalopilitic 


Ls 


#28 Ble hoORMAod RA 


[ca 


Wa 


Me 


Fe 


BERIO RIED: RIAA - RBH. 斜 長石 の ソー ジュ ライ ト 化 等 が 著 し 


Wo MR ASE Aas A An33-80 で , GEE hyalo-ophitic か , 変質 し て microfelsitic 


様 構 造 と な つて いる 。 
BBKAARWA : 


1~10cm KD 


DDS. REPOS: 7) RAZOR RS ¢ 


周辺 岩 体 の FRE EA, AAV EIREED JERE L Te 


認め られ る 。 そ の 産 状 と 併せ , 


安山岩 類 の 貧 入 時 に 爆砕 的 活動 が 行わ れ た も の と 考え られ る 。 安山岩 類 中 , 比較 的 後期 の 


BAKCH 4. BALE 
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第 3 図 Tims RUEME POD Y 
右 の 光学 的 性 質 


IK 


10 2Vx 30 50 
〇 : 流 紋 岩 @ : 花 賠 岩 


1) 


70° 


宮城 一 男 ・ 宇 留 野 勝敏 : 地質 , 62, 


261, 


用 著しく , 有色 鉱物 は 全く 残存 し な い 。 石 基 も microfelsitic 様 構 
隆 で An9 へ ~44 の 成分 で ある 。 


IK  BIKRBES : 浜田 南部 の 
一 少 区 域 に 認め ちら れる の み で , BU 
に 挟ま れ て いる 。 

流 紋 岩 類 : 班 品 の 大 い ネ バダ イト 
ADO, 斑 品 の 細い リ ソ イ ダイ ト 質 
の も の , 流 理 構 造 の 著しい も の , 不明 
瞭 の も の 等 種々 の 外観 の も の が あぁ あり, 
それ 等 は お 所 に 移り 変る 様 で ある 。 LM 
周辺 岩 体 の 破片 を 多く 含む 角 和 春 状 岩 体 
が 可 成 り 広 い 分 布 を 占め る 事 も ある 。 
ZNSE FTED OD 1 DRE LC BHD 


1956. 
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BAL #ibnNS. RARRMBAOIOL, カリ 長石 ・ 酸 性 斜 長石 を 含む 酸性 流 紋 岩 と 
が ある が , MEO 関係 は 不明 で ある 。 班 品 は 和 倖 長石 ・ カ リ 長 石 ・ 石 英 ・ 黒 雲母 より 成る 
が , BESS (REALL TS. AAI An 4 へ ~23 の 著しく 酸性 の も の と , An 
18~44 の や ゃ や 塩基 性 の も の MRM) と あぁ る 。 カ リ 長 石 は 酸性 の 岩 体 に 多い が; 
第 3 図 の 様 に 何れ る も 正 長 石 系 の も の で , サ ニ = ディ シー アノ ソ ク レ ー ス 系 の も の は 未だ 認め 
られ な い 。 こ の 岩石 は 白 己 紀 の 流 紋 岩 ・ 石 英 夷 岩 類 と 極め て 類似 し , 両者 が 接し て いる 場 
合 に は 度々 区 別 が つけ 難い 。 人 然し その 合 有 ジル コン の 色 は 明らか に 第 三 紀 の 特徴 を 示し , 
RL—-MOERBIRE RVC, BEPEBIROMD COO) AeA LBOCW So 


4. 第 三 紀 旧 期 深成岩 類 


前 期 の 隊 緑 岩 を 主体 と する 岩 体 と , 後期 の 花 賠 岩 を 主体 と する 岩 体 と より 成る 。 何れ も 
RUBE BD, 流 紋 岩 に は 逆 に 綿 か れる 事 も あり , ARAB. Ont HR 
LKEEHIDBALBAbNSo 

Pes : 一 般 に 小 規 模 の 岩 株 , 岩 脈 で ある が , 浜田 南部 , 江津 南部 , 益田 西部 の 様 
vers 6-8km に 及ぶ る も の も ある 。 そ の 分 布 は 第 三 紀 帯 及び その 周辺 地域 に 多い が が, a2» 
南方 の 背 稼 山脈 域 に も 点 在 する 。 線 合 し て 次 の 様 な 性 質 を 有 し て いる 。 

1. —fRICBERRREE BL, 右 基 は 微 文 象 損 の 事 が 多い 。 

2. — KA CALE - PREM UEOALRB Lo MBP BA Se bE 
岩 体 に いた る いく つか の 継続 貫入 体 よ り 成 る も の も 多い 。 

3. 岩 体 は 熱 水 変質 を 著しく うけ , 有色 久 物 の 全く 留め られ な いも の る も 多い 。 

4. 周辺 岩 体 に 対し て は 小 規模 の 熱 水 変質 を 及ば ぽ し て いる の み で , BRU C HV0 

この 様 な 性 状 か ら 見 て , これ 等 の 岩 体 は 減 所 寿 入 体 で 第 三 期 グリ ー ン ・ タ フ 地 域 の 塩基 
性 深成岩 類 に よく 似 て いる 。 組成 鉄 物量 比 は 第 4 図 に 示す 通り CHS. MH, 第 三 紀 帯 に 分 
布 す る も の に は 塩基 性 の も の が 多く , 屋 々 交 石 が 含ま れる 。 こ れ に 反し 南部 (山口 県 阿武 
ARES BAR ER) CAAT SBE ENC BBL EIS CBIR BE SEL CC, 
第 5 CANT) BREA T SBA BAS 形成 する 事 が ある 。 SHRAD 成分 は 
第 6 図 に 示す 通り で, PERERA CIEE BAC, AEMOLOL BBO 


第 4 図 隊 緑 岩 類 の 組成 鉄 物量 比 
Pp P18 


kF Q kF+Q M+Ac 
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第 5 図 隊 緑 岩 質 複 合 岩 脈 の 性 状 
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Gp: 花 賠 琉 岩 質 部 
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Gphb : WeRPIZe 76 eB 


て いる 。 MARIA: BER OIZIVEE 
質 も 第 7 図 ・ 第 8 図 に と り ま と め な た 。 
代表 的 岩石 の 光学 的 性 質 は 第 2 表 に 基 
す 通 り で ある 。 

Teka - TERS: 山口 県 小川 , 
Gtk, 島根 県 中 西 , 岡見 , 井野 , 雲 城 , 
柚 根 , BE BLS LAL, 
BRABUS IDRC 見 出さ れ な 
い 。 こ の 中 岡見 岩 体 は 濡 木 り に よる 研 
究 の 通り 塩基 性 包 有 物 多 く , TERA 
と 図 緑 岩 類 及び 安山岩 類 と の 間 に お け 


る 可 成 り 閉 し い 混 成 作 用 (より 深 処 に お ける ) を 示し て いて , CORMOGAELROT 
いる 。 そ の 他 の 岩 体 で は 線 合 し て 次 の 様 な 性 状 を 有 有 し て いる 。 I, 成分 銚 物量 比 及び 代表 


1) 漏 木 交 一 : 地質 , 63, 35, 1957. 


ett 
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第 2 表 Bite a HPO 


BER Re 


島根 県 美川 


EAR a 


B—1.690~1.695 
2V7z=51°~53° 


B=1.€93~1.695 
2Vz=50°~53° 


B=1.693~1.694 
2Vz=50°~52° 


none 


vst. 7il-w1.715 
2Vx=50°~52° 


none 


B=1.677~1.679 
2Vx=70°~72° 


B=1.664~1.666 
2Vx=74°~ 76° 


pg=1.667~1.670 
2Vx=79°~ 80° 


X=KS X=KH Z= 洪 玲 客 緑 
Y = 58 jie Y=si B=1.661 
ZS Eas: ZS JE ais 2Vxー70 
= ie 
| y=1.650~1.652 | y=1.654 y=1.628 
a = LH! La 5 Z=KG 
黒雲 母 及 緑 泥 石 | fF a Ba AS de RR 
Z 一 赤 福 | 
g@ £ | AnzZ~6l An 20~70 | An 23~70 
x7 リ £& & | 2Vx=58°~59° n.d. | QVx=67° 
第 3 表 7h me - TE me BES 
岩 型 | BERRA Cea 黒雲 母 花 賠 岩 DER RSE Ea 
pe 地 | 島根 県 雲 城 島根 県 中 西 BRR AB 
角 Ba Ay none none none 
yal. .636~1.639 | y=1.629~1.631 | y—1.634~1.636 
ee TASEL =r ante Z= iy aha L= 4 ARS 
RB BRRER | 1.617 y=1.618 
Z— Yee | Zeist 
baat” 2 BER, An 15~35 | ze HER, An 13~38 
% 6! Fe an 18~26 An 21~43 Git Av 13 へ 27 
2) VERS 2Vx=61°~ 64° 2Vx=62°~ 68° 
Be Y=1.526~1.528 | y=1.5265 =1.527 


—————eoeeeeeeeeeeeeeeee 
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hm Ot Wee 
axe | FH BRAG 7embiees =| ECR 
島根 県 東 仙 道 | 島根 県 二条 | BARES 山県 弥富 | 山口 県 弥 宮 
none | none none nore none 
| | 
none | none | none none none 
p=1.656~ 1.658 | B=1.694~1.696 | @=1.665~1.669 
2Vx=72°~ 73° | ia | DVewte eis |\2Vx=72°~ 73° | SONS 
XB | ra eee 
VoKGE | | B=1.69601.698 VY = 
一 黄 緑 | 2Vx=65~69° |Z 一 帯 視線 
2Z 三 濃緑 
| B=1.666 | 
2Vx=72° | 
| L=L KR | 
| y=1.661~ | y==1.636 y=1.647 y=1.638 
te 1.663 | Z=YS Z=648 Lag: 
l= MS [ | y=1.634 
| 2B 
An27~70 | An 8~43 | An 22~64 An 22~50 An 7.87 
none 2Vx= 71°~74°| 2Vx=72° 2Vx=52°~54° [2Vx=72°~75° 
HORMOLHS WHA 
会 ae | EA tr ey Lb Mz EL ty 
senmeereme | BEARERS. | mapmreiines | sR TebiH 
山口 県 小川 島根 県 市 山 | 島根 県 井野 。 | 島根 県 佐野 
p—1.642~1.651 | 
2Vx—=—73°~76° | 
none | X 三 淡 黄 | none none 
| Ya Bega | 
| Z = Rik | | 
y=1.612 y—1.631~1.633 | y—1.655~1.657| y=1.632 
7k ZL= ate Z= int Z= ty ahs 
PRR sa ; y=1.619 
| | Z 一 淡 緑 
Bs, An 13~89 eS, An 14.48 se G, An 17~38 | HG, An 12-38 
eh ‘An 13~26 | Fie An 14~36 ee An 16~27| Gee An 13~31 
2Vx=52°~56° | 2Vx—51°~54° NE EN 
=1.526 76 ey ee ol best Be 
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第 6 図 西 中 国 深 成 岩 類 中 の 輝石 の 成分 
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第 9 図 Teh. ERB AO AM RoR Le 


x > ABC Bes O : PIERS 

的 岩 右 中 の 鉱物 の 光学 性 を 第 IRRUESRICRT o 

1. 一 般 に 可 成 り 著 し い 斑 状 構造 を 呈し , 石 基 部 は 粒状 ~ 微 文人 象 質 で ある 。 

2. 周縁 は 多く 花 得 斑 岩 に 攻 移 し , 井野 ・ 雲 城 で は 更に 石英 班 岩 に 海 移 する 。 

3. HGUSRADAC, 石英 ・ カ リ 長 石 は 石 基 部 に の み 伴 われ る 。 従 つ て 第 9 図 の 道 
) AEA G BER AIKCIEL PRE CH So 

4. アプ ライ ト は 時 に 多い が , ATVI PABA FRED. REBMERHE - 
糧 夷 岩 等 の 塩基 性 岩 脈 る 全く 伴わ れ な い 。 

5. 所 調 dark xenolith は 一 般 に 少く , FET SBA REO 組織 が 良く 残っ つ 
TwBo 


10 岩 中 斜 長石 の 光学 性 PU Tea Teese POR 
ais ke) ce AAO sae 


vl 
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1680 
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1.640 
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6. 周辺 岩 体 に 対す る 変質 は 極め て 弱い 。 
又 含有 鉄 物 に つい て は 次 の 様 な 性 質 が 認め ちら れる 。 
1. Ses An 13 へ ~43 の 成分 で , ABATE CABAAV 

2. 終 長 右 の 外縁 部 の み に つ いて 測定 し た 結果 で は , 高温 ・ 低 温 両 型 の 海 移 型 の も の が 
多い 様 で ある (第 10 図 ) 。 M 光 軸 角 の みよ ょ より で は ある が , 内 核 部 も 同様 の 性 状 と 考え 
られ る s。 

3. カリ 長石 は 何れ も 正 長 右 (B30) で 微 斜 長石 は 見 当ら な い - FORMAT AE 
花 賠 岩 に 比 し 小さ い 傾 向 が ある (第 12 図 )。 ペ パー サイ ト 構造 は 余り 認め ち れ な い s 

4. 有色 鉄 物 は 主 に 黒雲 母 で , BCAA 

第 12 図 花 賜 岩 中 の カリ 長 32, 一 般 に 熟 水 変質 を 著しく うけ , 緑 泥 石化 し 
右 の 光 軸 角 いる 

5. 新鮮 な 黒 圭 母 は 帯 赤褐色 で 屈折 率 が 著しく 

> 低い 。 GRAPE HTD UK, RVEROR 

i HRY ARCH So LNB LERGORR 

i な た め (Fe 少く Mg 多い ) と 見 られ る が が, 酸性 

RT a es OER BRA BY CLLR BIRD ZBBL WO 

SA AACE Sea えよ う 。 第 11 MOB) HEMRBERE LCA 

Wes B= ATES CROW So 
5. 第 三 紀 旧 期 火 成 岩 類 の 時 代 

穫 者 が 以上 の 火山 岩 ・ 深 成 岩 類 を 第 三 紀 と 考え て いる の は , 圭 に 次 の 理由 に よる る の で 
HS: 

1. (AMORWUAR LAH AS - RSS: A RACH CT, ARO ARE - 
tpi PRAGA COFo 第 三 紀 流 紋 岩 類 も 同様 の 関係 に ある 。 

2. 地質 図 に 見 られ る 通り , 旧 期 岩 体 の 分 布 は 新 第 三 紀 湾 入 部 内 に の みあ り , 他 の 域 に 
は 見 られ な い 。 

3. 火山 岩 ・ 深 成 岩 中 の ジル コン リリ は 赤色 味 を 帯び た 第 三 紀 特有 の 色調 を 有 し , Seek 
の も の と は 明 瞳 に 相違 し て いる 。 

次 に これ ら 大 成 岩 類 の 時 代 を 更に 細く 決め る 事 は 現在 の 所 可 成り 困難 で あぁ る 。 SLR 
TH”) は 旧 期 岩 体 を 英 う 国府 層 群 の 時 代 を 初期 ~ 初 中 期中 新 志 と し て いる の で , これ 
より 古 期 の も の な る 事 は 確か で あぁ る 。 又 山 口 県 北西 部 の 芦屋 層 群 中 に は , 今村 , MB? に 
より 見 出さ れ た 数 百 米 に 及ぶ 厚い 安山岩 , 流 紋 岩 質 凝 灰 岩 層 が ある 。 こ の 芦屋 層 群 の 時 代 
は 含有 化石 か ら , 今村 , 岡本 , 遠藤 に より 溢 新 世 と 考え られ て いる 。 HOTZOKIUR 
の 源 は 君 谷 , 国府 火山 岩 類 より る も 古 期 の 火山 活動 に よる も の で , 目 期 の 火山 活動 に 対比 す 
る 事 も 可能 で ある 。 筆者 は 以上 の 理由 か ら 目 期 火 成 岩 類 の 時 代 を 一 応 海 新 世 と 考え 度 い 。 
又 ジ ルコ ン の 色 か ら こ の 様 に 考え た 方 が 都合 が 良い 。 着 , これ ら の 岩 体 は その 分 布 , 層 位 
関係 等 か ら グ リー ンタ フ 央 成 活動 の 最 古 期 を 示す も の と いえ ょ よう 。 

論文 を 終る に 当り , ジル コン の 鑑定 を し て いた だ き , 其他 多く の 御 指 導 を いた だ いた 九 
州 大 冨田 達 教授 ・ 唐 木田 芳文 学士 , この 地域 の 地質 に つい て 種々 御 助 言 を いた だ いな た 山 ロ 
大 高橋 英太郎 教授 に 深い 謝意 を 表す る 。 

1) BE, 国府 火山 岩 中 の ジル コン る も 申 同 様 の 色 絆 で , 両者 は 度々 区 絢 し 難い 。 
2) Imamura, S. : AfHt, 1957. 

3) 今村 外 治 ・ 和 田 健 : 日 本 地質 学会 西日本 支部 会 報 , 14, 7, 1954. 

4) 今村 外 治 ・ 岡 本 和夫 ・ 人 遠藤 誠道 : 1957 年 12 月 日 本 地質 学会 西日本 支部 例会 講演 
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Actinolite in the eastern part of the Kanto Mountains 


Ea 陽 太郎 (Y6tar6 Seki)* 


Abstract : Glaucophanitic regional metamorphic terrain in the eastern 
part of the Kanto Mountains can be divided into the following two parts; 
pale coloured actinolite zone and greenish blue actinolite zone. Though the 
greenish blue actinolite is only found in the highest grade part of the 
terrain; “‘spotted schist zone”, pale coloured actinolites are chiefly distr- 
ibuted in the non-spotted schists, phyllites or weakly metamorphosed 
Paleozoic formation. These two kinds of actinolite can be easily discri- 


minated to each other by their optical properties (Figure 1). 
Chemical, optical and X-ray data of these two actinolites are also 


given in this paper. 


1. 緒 = 
1938 4, 堀越 が 発表 し た 四国 別 子 地方 の 三波 川 変成 岩 類 の 中 に ある 角 関 石 族 の 研究 


は , 当時 の 三波 川 変成 帯 研究 に と つて 新しい 方 法 で あり , 叉 , 注目 すべ き 結 果 で あつ た 。 
ELT, 三波 路 変成 岩 の 造 岩 鉄 物 の 研究 と し て , この 堀越 の 研究 に 十分 肩 を 並べ うる も の 
Vk, それ 以後 1957 年 頃 ま で 報告 され た こと が な い 。 筆者 は , 関東 山地 東部 の 三波 川 春 成 
岩 類 の 岩石 学 的 研究 を 進め る 過程 で , これ ら の 変成 岩 類 の 中 の mafic 火山 噴出 岩 お よび 
貫 入 岩 を 源 岩 と する 緑色 変成 岩 に , DO CHINA SN SRA (actinolite) の 光 
学 的 ・ 化 学 的 性 質 と 産 状 と に 注目 し た 。 そ の 結果 は , 上 に あげ た 堀越 の 四国 の 三波 川 緒 品 
片岩 で 出し た 結果 お よび 彼 が その 論文 中 で 関東 山地 の 三波 川 変成 岩 中 の mPa BVT 
述べ た こと に , ほ ば 近い も の で あぁ つた 。 関東 山地 の 三波 川 変成 岩 類 の 中 に は , mafic 7k 
山 噴 出 物 また は 貫入 岩 の , KREME CO, 福 色 ~ 福 緑色 ~ 緑 色 の 普通 ARYA (horn- 
blende) が 残 品 と し て し ば ぼ ば し ば 見 出さ れる が , 変成 作用 に と も な つて 出来 た 角 関 石 と し 
て は 普通 角 関 石 と 考え られ る も の は な い 。 も つと る も 屈折 率 の 高い も の で も, 後に 述べ る 刀 
く , 緑 図 石 と 称 さ る べき も の で ある 。 HAAN AER AH SNKIOL MARV 
この 研究 で は , BRK AAAS LURRMIP RD 5, 有益 な 助言 を 得 た 。X- 線 粉 
末 デ ー タ を うる に あぁ た つて は , RBEMFREMCC, 東京 大 学 理学 部 地質 学 教室 岩石 学研 
究 室 より 多く の 援助 を 得 た 。 以 上 の 各氏 に ふか さく 感謝 する 。 
2. 経 関 互 の 分 布 と 鉱 牧 組 合せ 


関東 山地 に 於 ける 三波 川 変成 岩 類 の 中 で の 緑 図 石 の 分 布 範囲 の 層 序 的 な 上 限 は , 前 に 述 


+ 埼玉 大 学 文 理 学部 地学 教 補 
1) 堀越 義一 : 地質 , 45, 290~301, 1938. 
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べた リー ベ カ イト また は マグ ネ シ オ リー ベ カ イト 成分 に 富む アル カリ 角 了 図 石 の それ リ に 
VIDE, BARALBEO “チャ ー ト 及び 砕 層 岩 層 ” の 中 部 又は 上 部 で あぁ る (文献 1) 
の 第 1 図 参 照 ) BASH, この 地域 の 最 下 部 層 で ある 点 紋 片岩 層 に まで の 問 の , 
mafic 7 kK UHM LUBABROBRAOR 広く 分 布 す る 。 この よう な 緑 因 石 を 
鏡 下 で 見 る 時 , これ ら の 緑 隊 石 が 層 序 的 な 上 下 に よ つ て , ほぼ 二 種 に わけ られ うる こと に 
気付 く 。 そ れ ば , 点 紋 片岩 層 内 の 緑色 片岩 に 限ら れ て 見 出さ れる 比較 的 濃い 青 緑色 の 多 色 
性 を 示す も の と , 無 点 紋 片岩 層 お よび それ 以上 の 層 塗 の 緑色 変成 岩 類 の 中 に ある MAR 
ik, 淡 緑 ・ 淡 黄 緑 色 の 多 色 性 の も の と で ある 。 両 種 の 緑 隊 石 の 分 布 の 境 は , 決し て 確 然 た 
SOCAL, RM, EORRAM : RAMOK BBOR (CNSKLT-VDE EO 
た 面 で 表わさ れ う る も の で は な い が ) に 常に 一 致す る も の で も な い 。 例え ば 寄居 町 西部 で 
は , 淡 緑 色 緑 図 石 が 無 点 紋 片 岩層 の 下限 より 点 紋 片岩 層 の 中 に まで 広く 見 出さ れ て いる 。 
LOL, AMA Be PRECDSREARRBORKAGEL LC. 青 緑色 緑 図 石 で あり , 
叉 , 青 緑色 緑 隊 石 は , 点 紋 片岩 層 の 中 で の み 安定 に 見 出さ れる ( 副 変 成 古 生 層 の な か の 
mafic な 貫入 岩 で , MAMAN t HAC 青 緑色 緑 関 石 の 出来 て いる こと が あぁ る けれ 
ども , これ ら の 緑 図 石 は 常に , 無色 な いし 淡 緑 色 の 緑 図 石 に よ つ て 囲ま れ て いる )。 こ 
DbORNAD I >, 青 緑色 緑 隊 石 は 緑 泥 石 ・ チ タナ イト ・ ス ティ ルプ ノ メ レ ー ン ・ 百 雲 


(a) 関東 山地 東部 の 変成 岩 中 の 緑 関 石 の 光 軸 角 と B と の 関係 
O°: 点 紋 結晶 片岩 層 の 緑 関 石 
@: 無 点 紋 片岩 層 お よび それ 以上 の 層 準 の 関 緑 大 
(b) 青海 地方 の 結晶 片岩 中 の 緑 隊 石 の 光 軸 角 と B と の 関係 
O : REBT OROBREOR AV BDO 
@ : REA OROBMEDU ( DORRIT 


OO: REO RE APA 
(ハッ チ し た 部 分 は , 阿武 隅 山 地 の 角 関 岩 ン ェ ビ ド ー ト 角 図 器 
POMS AAD7 4—-V EY PRT) 


1) BS 陽太 郎 : 4k, 42, 128.135, 1958. 
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母 ・ エ ビ ピ ド ー ト ・ 石 英 ・ 草 長石 ・ 稀 に ザク ロ 石 と 安定 に 共存 する 。 無色 へ ~ 淡 色 緑 関 石 は , 
EE RENE ST =A EE OE 
英 ・ 草 長石 ・ 稀 に ロー ソン 石 と 安定 に 共存 する 。 これ ら の 緑 図 石 と アル カリ 角 関 石 と の 
関係 は , すでに 報告 し た 通り CHSY BR. その 中 , 点 示 片 岩層 に ある アル カリ 角 関 石 ( リ 
ー ベ カイ ト 又 は マグ ネ シ オ リー ベ カ イト 成分 に 富む ) は , 常に 不安 定 な 形 で 青 緑色 緑 関 石 
WODENCWHAW LIEB TNXBECH SO 


3. 光学 憶 数 に つい て 


上 に 述べ た よう な 分 布 を 示す 緑 隊 石 の 8 と 2V。 を 幾つ か 測定 し て , それ ら の 値 を , 
それ ぞ れ 横 , 縦 両 軸 と する 図 に プロ ッ ト す る と 第 1 図 (3) の よう に な つた 。 即ち も 先 に 無色 
な いし 淡色 緑 隊 石 と 呼ん だ も の と , 青 緑色 と 呼ん だ も の と は , 光学 的 性 質 に よ つ て 相当 は 
つき り 区 別 さ れ う る 。 Zk, 先 に あげ た 堀越 の デー タ と 比較 する と , 堀越 が 四国 別 子 地方 
で green schist と 呼ん だ も の 中 の 緑 関 石 が , 関東 山地 で の 青 緑色 緑 関 石 に , CCH 
越 が green phyllite と 呼ん だ も の の 中 の 緑 隊 石 が 関東 山地 で の 無色 ~ 淡 色 緑 関 石 に ほ 
ぽ 相 当 す る も の で ある らし い 。 多 色 性 も それ ぞ れ 極め て よく 一 致す る し , 叉 ) この 論文 の 
第 1 図 は 堀越 の 論文 の 第 7 図 (HRI BC, BER LICKS Nop(=7) を は か つ 
Jens) Gk ti Bo 

この よう な 区 別 は , 上 に 述べ た よう に 四国 の 三波 川 変成 岩 類 に も 通用 する らし い が , # 
に 他 の 広域 変 成 域 の 変成 度 へ の 分 帯 に も 用 いら れ う る らし い 。 MIRE, 筆者 が 調べ た 限り 
Cli, 青海 地方 の 結晶 片岩 地域 で 坂野 が 緑 泥 石 帯 と よん だ も の は , 第 1 図 の B の フィ 
ー ル ド に 入る 光学 的 性 質 の 緑 隊 石 を も つ 緑色 片 娠 が ある 部 分 と , A の フィ 一 ルド に 入る 
緑 関 石 で 特徴 づけ られ る 緑色 片岩 を も つ 部 分 と に 二分 され 得る (第 1 (b) 図 ) 。 前 者 は , 
坂野 の 黒雲 母 帯 に 移 化し , 坂野 に よる と その 中 に 藍 関 石 片岩 が な い が , 後者 に は , BMA 
片岩 を 介在 する feel Dire 


BAC OE ae, 

第 1 図 の A, BD2Z20OD74 ーー ルド に 落ち る 光学 的 性 質 を 持つ 緑 図 石 を と それぞれ 1 つっ 
づつ , 緑色 片岩 か ら ア イソ ダイ ナミ ッ ク セ パパ レー ター と クレ リ シ 液 を 用 いて 分 離し た 。 不 
純 物 と し て ご く 僅 か の チタ ナイ ト が 入 つ て 居る の を 除い て は , 分 離 結果 は ほぼ 満足 すべ き 
も の で あぁ つた 。 そ れ ら の サン プル の 化学 組成 は 第 1 表 に 示さ れ て 居る 通り で ある (光学 的 
性 質 も 付記 し た ) 。 

第 1 表 か ら 青 緑色 緑 関 石 (II) は 無色 緑 図 石 (I) に 較べ て Fe’/Mg 上 比 が 大 きく , A 
つっ Al の 多い こと が わか る 。 こ の こと は , それ ら の 光学 的 性 質 か ら る も 大 体 推定 され 得る こ 
と で あり , 2, 再 結 品 の 程度 その 他 の 点 34) より 考え て , 青 緑色 緑 関 石 で 特徴 づけ られ る 
AMEE, 緑 図 石 で 特徴 づけ られ る 無 点 紋 片 岩層 お よび それ 以上 の 層 塗 の 部 分 より 
る , お そら くく 変成 度 が 高い (少く と も より 高温 で 変成 され た ) で あろ うと 思わ れる 事 と よ 
く 一 致す る 。 


BS 陽太 郎 : 前 出 , 1958. 
Banno, S. : Jap. Jour. Geol. Geogr. (in press) 


BY BBAAG - meee : Bok, 43, 57-63, 1959. 
Miyashiro, A. and Seki, Y. : Am. Jour. Sci., 256, 423~430, 1958. 


Pon — 
ミン ペン ニン < 


182 岩石 鉱物 鉱床 学会 誌 
第 1 表 関東 山地 東部 の 緑 関 石 の 化学 成分 と 光学 人 的 性 質 
I II | I II 
SiO, 56.06 _ | 50.55 «| O i ole93 23 
| a 403 7.42 
TiO, n.d. n.d | Si 4 8.c0 8.00 
Al,O, 2.14 6.51 re 0.07 ( 0.58 
Fe,0; 2.22 | 5.40 | 0.28 | 0.54 ) 
FeO 8.97 | 11.58 | Fe” 0.24 0.60 
MnO 0.23 0.32 | Fe” 1.06 \5.01) 1.42 \4.94 
MgO 16.11 10.72 | Mn 0.03 0.04 
CaO 10.28 | 9.77 Mg 3.40 2.34 
Na,O 1.36 | 1.46 Ca 1.55 1.54 
K,0 0.00 : 0.18 | Na 0.37 1.92) 0.41 31.98 
H,O+ 2.42 2.807 ae oe ta = | 70208 
H,O- 0.17 0.31 | H,O | 1.14 |; S145 
Total 99.96 99.69 | 
I II 1: 緑 岡 石 ・ エ ピ ド ー ト ・ 緑 泥 石 ・ 
= = ee Et 
i ed POD ERDCH Sem 
8 1.634 | «0.002 | 1.661 » 10.C02 a ae, . 
y 1.640 1.€69 0 が ae 
y-« | 0.014 0.021 ve ae el Came 
(—)2V | 76°-80° 61°-68° Se (00a Be Ts 
(average 78°) (average 65°) Il Shs See — ee 
ne | | 30" FIFA) - HERE AFA WV 
x | colourless ele Bg es TDP Vay eee Sea 
pale yellow pale bluish 岩 中 の TA ERAS (埼玉 県 
green 東 秩父 村 大 内 沢 ) , 原子 比 は , 
Z pale brownish | pale greenish HO を 除い た 時 に O=23 と 
i | yellow yellow し て 計算 され た 。 (ae BB 
orientation b=Y bs 加藤 千 昔 ) 。 
5. X- 線 解析 値 


Philips ガイ ガー 計数 管 X-kR diffractometer (Cu-Ka) を 


3 いて 得 ら れ た デー タ を 


も と に し て , これ ら の 緑 較 石 の 格子 恒 数 を 算出 し 指数 化 を 試み た 結果 は , 第 2 表 に 示さ れ 
て 居る 。 こ れ ら 2 種 の 緑 隊 石 に は , 前 に 述べ た よう な , 化学 組成 上 の 差 が ある に も か ・ ゝ か わ 
ら ず , 格子 恒 数 な ど に 関し て は , 両者 の 間 に 全 く と いつ て ょ よい 程 差 が な い 。 


単 斜 角 隊 石 の X- 線 デー タ に よる 指数 化 は , 


1954 年 に 。 A TAMA OMT 


Comefero と Kohn と に よ ょ っ つて 発表 され て お り D, 第 2 事 の 値 は , Comefero ら に よる 


1) Comefero, J.E. and Kohn, J. A. 


: Am.Min., 39, 5387~548, 1954. 


nish Sidi 
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第 2 表 PRU MORNAD X- 線 デー タ と 格子 恒 数 (CuKe) 


I, II は , 第 1 表 の I エ , II に それ ぞ れ 対応 する 
i dm he i RR a eee 


I II 
Indices 
20 Intensity 20 Intensity 
020 9.7 15 9.7 9 
110 10.4 100 10.4 100 
130 17.38 14 17.39 9 
Lil 18.07 19 17.99 15 
XO Vail | Le 2 fee 18.69 8 
040 19.57 23 19.61 16 
220 21.02 9 21.02 9 
131 22.83 15 22.80 10 
131 
{ Odi 26.24 40 26.24 30 
240 27.12 40 27.16 46 
310 28.69 80 28.72 80 
221 
isi} 30.30 36 30.32 20 
330 31.83 16 31.86 17 
331 32.70 22 32.69 24 
151 33.01 73 33.00 70 
06) 34.52 19 34.48 29 
203 35.32 23 35.29 23 
350 37.63 15 37.65 10 
351 38.40 29 38.41 40 
312 39.56 10 39.56 5 
261 41.63 22 41.62 10 
202 44,26 9 44.16 8 
S57 ul 44.80 13 44.85 9 
461 55.53 17 55.53 14 
9.86 A 9.86 A 
b 18.13 A 18.10 A 
c 5.28 A 5.31 A 
B 75° 20/ 75° 20’ 
る の に よく 一 致す る 。 
6. af 論 


この 論文 お よび 筆者 に よる 関東 山地 の 三波 川 変成 岩 類 に 関す る 今 迄 の 一 連 の 論文 つや 273)4) 
か ら , 関東 山地 で は , 不変 成 な いし 副 変 成 古 生 層 より 点 紋 結晶 片岩 層 ま で の 問 に , 全体 と 
LT, 一 連 の 増進 変成 作用 が あつ た と 容易 に 結論 され 得る 。 そ し て , 関東 山地 に 於 ける 増 
進 変成 作用 の 最高 度 の 部 分 を 示す と 思わ れる 所 に 第 1 表 I エ に あげ た 青 緑色 緑 隊 石 が 出来 
た の で あぁ る 。 


1) BY BBKEB : 4k, 41, 155~163, 1957. 
Pi) th >: gr, 41, 227~235, 1957. 
) > ANH, 1998. 

4) BS 陽太 郎 ・ 加 藤 千草 : ATH, 1958. 
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堀越 が 四国 別 子 地方 の 三波 川 変成 岩 中 の 角 阿 石 の 研究 の 結果 を 報告 し た 時 に , 次 の よう 
な 注目 すべ さこ と を 述べ て いる の を こ ・ ゝ で 想起 し な く て は な ら な い 。 “関東 山地 の 結 量 語 
RRP, 別 子 附近 で 筆者 が 含 黒 雲母 ある い は 含 ザ クロ 石 片岩 帯 と せる 部 に 相当 する 
岩石 は 見 当ら な い 。 岩石 の 見 掛け も, BRADHERS, 関東 山地 の 大 部 分 の 結晶 片岩 は , 
別 子 附近 の 岩 右 と 較べ る と , 一 般 的 用 語 を 用 うる な ら ば , その 座 質 度 の 低 き 部 に 相当 する 
と 考え られ る "”。 堀越 の 推論 を その ま ゝ 考え る と , 関東 山地 の 最高 変成 度 を 示す と 思わ れ 
る 点 紋 岩層 より 更に 変成 度 の 高い 部 分 が も し あぁ つた と すれ ば , それ は , 別 子 附 近 の 頁岩 ・ 
砂 過 源 の 結晶 片岩 の 中 に BBEEO 出来 て いる こと で 特徴 づけ られ る 堀越 の 信 黒 雲母 片岩 
帯 又 は 最近 の 坂野 の 研究 に よる 黒雲 母 整 の で な く て は な ら な い 。 RM 坂野 に よ つ て 研究 さ 
れ た 青海 地域 の 黒 圭 母 帯 に 対応 する も の で ある か る も 知れ な い 。 前 に この 論文 の 中 で 述 
べた よう に , 緑 図 石 の 光学 的 性 質 か ら す る と 関東 山地 の 点 紋 片岩 帯 と それ 以上 の 層 準 の 部 
分 と は , 青海 に 於 ける 緑 泥 石 帯 の 変成 度 の た か い 部 分 と , それ より 低 族 成 度 の 部 分 と に , 
それ ぞ れ 対応 する 。 MM, 筆者 の 調べ た 範囲 で は , 青海 で 坂野 が 黒雲 母 帯 と し た , Be Pp 
岩 源 の 結晶 片岩 に 黒雲 母 が 普遍 的 に 見 られ る 部 分 に 介在 する 緑色 族 成 岩 (エビ ドー ト 角 内 
岩 と 言う べき も の で あろ 3 う ) の 中 の 角 関 石 は , 関東 山地 の 緑色 片岩 の 中 に は まだ 見 出さ れ 
た こと が な い , いわ ゆる 普通 角 関 石 と 言う べき も の で あり , 第 1 図 C 部 分 に 入る 光学 的 
性 質 を も つ ( 第 1 (b) 図 ) 。 叉 , 前 に あげ た 別 子 地方 の , 含 黒 雲母 片岩 帯 の 中 に あり , 堀越 
» “spotted hornblende schist” と し た 岩石 の な か の 普通 角 関 石 の 光学 的 性 損 は , 上 

述べ た 青海 の 黒雲 母 整 の 中 の 緑色 岩 の な か の 普通 角 関 石 の 光学 的 性 質 と 類似 する 。 

TOES A. AROUND, RIM We. HFO=MROMUE FeBESE 
質 の 広域 変成 作用 の 間 に 第 3 表 の よう な 変成 度 の 対比 が 可能 で は な いか と 思わ れる 。 


第 3 表 関東 山地 東部 , 青海 地方 , お よび 別 子 地方 の , 変成 度 の 概略 の 対比 
関東 山地 東部 | 青海 地方 | 別 子 地 方 
1) 2) = | 4) 
緑 ie ts RES THe | AR | te Gs KREG AE | Ye | green-phyllite | A I 
VE VE 石 | ve 
Ai Ai ir 石 
tw | 青 緑 色 緑 因 石 帯 | 帯 | 青 緑色 緑 図 石 帯 ie green-schist 帯 II 
beg Sa Ree oa iss a の 
: ra spotted zB 
RR 除 a £ i oe hornblende III 
= schist 
1) 本 論文 2) S. Banno, 前 出 , 1958 3) 堀越 義一 , ATH, 1938 


4) Miyashiro, A. & Banno, S. 前 出 , 1958 


勿論 , 筆者 は , 堀越 が か つて 述べ た よう に , “ 角 関 石 の みか ら か ゝ る 結論 を 下す こと は , 
CLAM CH SM, "結晶 片岩 中 に 広く 分 布 す る 角 関 石 が 重要 な 意義 を 有する 事 は 確か 
で ある” と る も 考え る の で , あえ て , IK, 箇 者 の 考え を 提 し た 次 第 で ある 。 


1) Miyashiro, A. and Banno, S. : Am. Jour. Sci., 前 出 , 1958. 
2) Banno, S. : Jap. Jour. Geol. Geogr., AijHt. 
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Potash felspars in some metamorphic rocks 
& Yt 光 夫 (Mitsuo Shimazu)* 


Abstract : Potash felspars in the Akka metamorphics (contact meta- 
morphic rocks), several other metamorphics and granites are studied 
optically and by «the x-ray powder method. Triclinicity values (4) in 
potash felspars of the Akka metamorphics show monoclinic symmetry, not 
only in orthoclase zone (higher part of amphibolite facies), but also in 
cordierite zone. Potash felspars in hornfelses close to granite mass seem to 
show diffuse reflection and large optic angle. 

In other metamorphic terrains, potash felspars show extremely low 
triclinicty values, while those in the Hida gneiss, as well as the Hida 
granite, show large triclinicity values. From these results, the relations 
between symmetry change of potash felspar and metamorphism are 
discussed. From the albite molecular percent in some alkali felspars, 
the temperature of potash felspar formation is determined by the Barth’s 
method. 


ot Si YAS = ks} 

BEKBAOAYV RAO AMAA CLEARS (=A), BASH B LUA 
ホル ン フ ェ ル ス 相 で は 正 長石 ( 単 斜 ) が 安定 で ある と 言わ れ て きた HB, 具体 的 に 両者 の 
安定 関係 に つい て 研究 し た 例 は 従来 非常 た 少な か つた 。 最近 , Heir) ボノ ー ル ウェ エー の 
ZERO CHL, また わが 国 で は , RE? が 勿来 の 変成 岩 に つい て 報告 し て いる 。 
両 地 方 で の カリ 長石 の 安定 関係 と 変成 作用 と の 関係 に は 若干 の ひら き が ある が , どちら 
も 興味 の ある 結果 を 報告 し て いる 。 変成 岩 中 の カリ 長石 の 研究 に は , その 他 に る も , BR 
AY の 日 立 , 丹沢 の 変成 岩 , 山田 5) の 飛 弾 の 片 麻 岩 に つい て の も の が ある 。 著者 は , 北 
EHO RRE RE! の 研究 を 進め て 来 た が , この 変成 岩 は 非常 に カリ 長石 に 富ん だ ホホ 
ルン フェ ルス で ある 。 こ の カリ 長石 の 性 質 を 調べ , それ に よ つ て 変成 岩 の 性 質 を 明らか に 
し た いと 考え て , この 研究 を 初め た 。 そ の 1 つの 目的 は , さき に 述べ た 草 青 石 帯 と 正 長石 
HEDARIC, カリ 長石 の 対称 の 変化 が 認め ちら れ な いか と いう こと で あつ た 。 しかし, COR 


* 地質 調査 所 
) Ramberg, H : Univ. Chicago Press. 1952. 
2) Heir, K.S. : Jour. Geol., 65, 468~479, 1957. 

3) Shido, F. : Jour. Fac. Sci., Univ. Tokyo. Sec. II, 11, 131~217, 
1958. 

4) Kuroda, Y.: Sci. Rep. Tokyo Kyoiku Daigaku Sec. C, 52, 117~ 
125, 1958. 

5) 山田 敬一 : ひだ 研究 連絡 誌 . 

6) 島津 光夫 : 地質 , 64, 109~124, 1958. 
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に 関し て は , この 地域 の 変成 岸 中 の カリ 長石 は , すべ て 正 長石 (MASH) で 差異 は 認め 
る こと が で き な か つた 。 UML, 変成 岩 ど くに ホル マフ ェ ル ズ 中 の カリ 長 右 の 盗 料 は 少な 
い の で , この 地域 の も の に つい て 報告 し て お く の る も 無 意 味 と は 思わ れ な い の で , 今 光 で の 
研究 結果 を 報告 する 。 な お , 他 の 地域 の 二 , 三 の 変成 岩 お よび 花 同 岩 に つい て る も 予察 的 に 
4JOTROE, PMASILWTSo 

2 研究 の 方 法 

最近 , 岩石 中 の カリ 長石 に 多く の 関心 が 持た れる よう に な つた 根底 に は , 系 統 的 に 進 
られ て 来 た Goldsmith, Laves!)®) の 研究 が ある 。 彼 等 は , Bowen?) ら が 4 i 
異 像 を 設け る の に 対立 し て , カリ 長石 の 同質 異 像 と し て , 単 斜 対称 の ハリ 長石 と 三 斜 対称 
の 徴 斜 長石 の 2 型 を 認め , 両者 の 間 に 構 造 的 に 中 間 の 型 の も の を 考え て いる 。 こ の 対称 の 
違い で は , Si と Al の 秩序 (order), 無秩序 (disorder) の 度合 に よる も の で , ハリ 長石 は 
無秩序 で , 高温 型 , 微 斜 長石 は 秩序 で 低温 型 で ある と 述べ て いる 。 そして, AL Si の 
秩序 度 と 温度 の 関係 を 概念 図 で 表現 し , 正 長 右 は ハリ 長 右 が 部 分 的 に 徴 斜 長 右 に 近 ず いた 
不 究 定 な も の と し て と り 扱 つて いる 。 こ の よう な , 彼 等 の 考え 方 に よる と , カリ 長石 の 対 
称 関 係 は 一 応 地 質 温 度 計 と し て 用 いる こと が で きる こと に な る が , 問題 は 残る ( 正 長 石 が 
RREIGLTNIE)o し か し Heir” 首 紫 藤 "の 結果 は 地質 温度 赴 と し て で 十分 使え る ここ と 
を 示し て いる 。 Laves) ら は , 対称 の 度合 を 測る 物差し と し て , ZAHA” (triclinicity) 
を 用 いて いる 。 これ は , 次 の 式 で 表わさ れる も の で ある 。 

A=12.5 (di31) — dag1)) 

カリ 長石 に 関す る 知識 は , さら に 集積 され つ ゝ ある が , ここ で は 必要 な こと だ け に 正 め 
THE, 次 に この よう な 基礎 に た つて , 著者 が 実際 に 行 つ た 測定 の 方 法 を 列記 する 。 

(1) X 線 粉 末法 に より , (131), (131) の d の 値 か ら , 人 へ の 値 を 求め て 比較 し た 。 

ni. 2Y-SED AMR. 100—150mech MehcaBs 4 Vas so ZL 
—F—CBMEL RR, 重 液 (ヨード メ チレ ン ) を 用 いて 選別 し た 。 

(2) 2aXN-YNUMAF-VYEAWT, 2V OB’HEFORKS 

(3) 分離 の ほとん ど 完 全 と 思わ れる も の (X 線 粉末 法 に より 検討 し た ) に つい て , 
flame photometer に より , KK20, Na。0 の 量 を 分 析 し た 。 

(2), (3) に つい て は 後 で 説明 する 。 

な お , 初め に 基礎 試料 と し て , ペグ マタ イト その 他 か ら 採 集 し た 次 の よう な 結 品 を 用 い 
た 。 1) 水 長 石 … 岡 山県 三吉 鉄山 産 の 熱 水性 脈 。 2) ERG RRRVY 72 VRAERC 
ベ ペグ マタ イト 。 3) 役 鋼 長 石 … 岐 阜 県 苗木 産 ベ グマ タイ ト 。 4) ハリ 長石 … 和 和歌山 県 本 斉 
郡 産 過 品 質 流 紋 岩 や 。 

Goldsmith, J.R. & Laves, F.: Geoch. Cosmoch. Acta. 5, 1~19, 1954. 


Goldsmith, J.R. & Laves, F. : Geoch. Cosmoch. Acta. 6,100~ 
1954. 


Bowen, N.L. & Tuttle, O.F. : Jour. Geol., 58, 489~511, 1950. 
Heir WES 7 capac, ZT 

Shido, F. : fH, 1958. 

Goldsmith, J.R. & Laves, F. : 前 出 , 1954. 

a, 7 が 90° 2s BARE Z tke 

BAH-TVI7A BSE. 

村山 正 郎 : 新宮 , PYAR S 万 分 の 1 地質 図 幅 お よび 説明 書 ) 1954. 
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Table 1. 


of some patash felspars. 
SS a ei eer sy st Peeks ees 


Powder diffraction datas and some other properties 


A dularia Orthoclase Orthoclase Microcline Sanidine | 
dO CA a d (Ae BI iad a CA I 
6.48 m 6.48 m 6.50 m SE sai 020 
4223 Wm 4.24 m 423° per 4.24 m PNOA/ Gan 201 
3.99 m 7 an 
3:05 Main: |" <3.96°* tel) 3.96. - um { Sect eee SO we Mi 
3.78 s 3.79 s 3.79 s { boa tS 3.77. $s |- 130 
=6 maw 3 3.63 Ww S260) = ow S262 aye 131 
3.54 w SEO Om OW, 3.58 w | 221 
3.47 s 3.49 s 3.48 s 3.49 s 3.46 m | 112 
| 220 
3.32 s 3.27 s 3.32 s 3.32 Soe 8328 Ss 202 
3.24 vs Ouae Bey IG NS S22 MNS wae Oac6 Ss 040 
3.19 S- | S59" Sir ET 3.19 S 3.20 s 3.20, avs) ||) 002 
| | S03 Bas | 
2.99 s 3.10 s | 2.99 s { eae 2.98 s 131 
DO Sima |). gO eae wy 2.94 w | 5222 
2.90 m | 2.91 5 2.91 5s 2.91 m | 2.91 m | 041 
2.89 w | 022 
Dl we クス DAI iy MN Ded EE 132 
2.61 w | DeG2 mw | 312 
25S) a Pettey inn) 2.58, | 10 ss / Ww DR OL 241 
219) aw | 2 0 151 
Dey, s Nie Wf Ss | 2.16 s 2'.46 SAU ech toe OBO 
1.80 1.80 s | 1.80 Ss 1.80 Ss RO | wae | 204 
に : J ie 3 
50 50 | 7 80 35 ve 
OrggAby | OgAbge | OrgAbgr | OrzgAbeg OrrsADes i 
Vein, | Pegmatite, | Banded Pegmatite, | Persemic len 
Miyoshi, Akka, gneiss, Naegi Gifu thyolite, le 
Okayama Iwate Akka, Iwate Muro, locas 
Wakayama Tite, 


Ca/Ni, 8-1-4, 1/2°/lmin., 35kv, 15mA. 


それ ら の d Off, 2V fh, Ab 分 子 の 量 は 第 1 表 に 示し た 。 


3. 安 家 変 成 声 中 の カリ 長 互 


Bees ys ECON Cid, GOCICRMEY LOG, ご > で は 必要 と 思わ れる ご さと だ け を 


要約 し て 述べ る 。 こ の 変成 岩 は , 北部 北上 山地 , 田野 畑 花 答 岩 の 接触 変成 岩 の 一 部 で , 岩 
体 の 北部 の 安 察 附近 に 発達 し て いる 。 両側 の 接触 帯 と , ルー フ ペ ンダ ント より な つて い 


Bo ルー フ ペ ンダ ント を 橋 成 する の は , ホル ンプ フェル ス お よび 片 麻 岩 で , 和 
な つて いる (第 1 図 )。 その 一 般 的 な 特徴 は , BART (& SIT 


少な い 。 し た が つて , ABEL ERAORKE 


1) 現在 さら に 検討 を 加え て いる 。 


E 々 の 岩 相 より 


A, 片 理 を も つ ) , FAZER, 
HEE AEA, GEBLULRYAZEOW) RARUSEORES. BRA, MEAS 
ん で いる こと で ある 。 こ れ に 対し , HMO BMO VY 7 = VA (IAB) 1k, 黒雲 母 , 


HE, SEA, BHO, SE CHG (一 部 東 線 石 ) を 含み , カリ 長石 が 極め て 


関係 か ら , 前 者 を 正 長石 帯 , 後者 を 草 青 石 帯 に 


i 
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+ ナナ + ナナ + キキ + be ait 

‘ fs oN +f pins 

Prtteteeal PJ epee? 

キナ キナ ナナ キキ キア Tamagawa 
キオ + ナナ トキ トナ ++ ¥ oY 

キナ キナ キナ ナナ キヤ ‘ 


+ ォ ナ イィ oe 4, ++++ 
+ キナ キキ A +/mMoit++ 4X: 
Nt Tt + + JOla44+44+4+44+444 + 
HF Het e tet tttrey 


(A) massive hornfels (B) sandstone hornfels (C) laminated hornfels 
(D) banded hornfels (E) banded gneiss (F) laminated hornfels(cordierite) 
(G) fine grained hornfels (H) hornfels (outer aureale) (I) limestone 
(J) Tanohata granite (K) Tamagawa formation 


Table 2. Properties of potash felspars in the Akka metamophics. 


No. Rock type A 2Va Comments Size (mm), 
il: a a 0 moire extinction CS 

2. Hornfels b 0.12 72 78 \somewhat moire extinction! 

3. Massive hornfels 0 73 75 somewhat moire extinction) O22 

4. Sandstone hornfels 0.12 66 somewhat moire extinction, O25; One 


partly microcline crossha-| 
tching, perthitic | 


me somewhat moire extinction, 
5. Laminated hornfels a! 0 50 perthitic One 


Laminated hornfels b| 0 52 56 |somewhat moire extinction 0.2 
Banded hornfels a | 0.12 53 61 (somewhat moire extinction! 0.3 


shies: くま 
Banded gneiss a 0 56 58 weit er SE TNE 
Banded gneiss b 0.15 [oe rapa moe extinction, Carlsbad ys 


11. Banded gneiss c 0 72 partly moire extinction 0.4 


RR 


6 
7 
8. Banded hornfels b | 0 55 64 72 somewhat moire extinction) 0.3, 
9 
0 
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WALK O> Ch, BI MCS UML CRLLARBOSHHDD, それ ぞ れ 1l~ 
2 箇 の 試料 を と り だ し , その 中 の カリ 長石 を 上 述 の 方 法 で 調べ た 。 その 結果 は , 第 2 表 に 
示し た 。 (131), (131) の ビ ピーク の 様子 は , 第 2 図 に 示し た 。 へ 信 値 , 2V 値 の 他 に , 対 称 の 変 


化 が 1 つの 結晶 内 で , 一 様 で な く , 
MONK BARA BERIT BS 
も ある の で , MFM, Moire 
extinction の 有無 , AFB 
Lio Ev, RE” 2 HLT 
WA & 5 7% SLBA (bemiorthodome 
parting) が か な り 広 く 認 め ら れ 
る の で , その 有無 を 調べ た が 大 部 
分 の も の に 認め られ た 。 

以上 の 結果 , KREBS Ces, 
BHORVY 7 =z VACH, ルー 
LAS PTLR ORV = NVA 
ARB Cd, 0.15 DED=RAE 
(A) を 示す も る の が みとめ られ な 
Wo DTA diffuse し た る の 
(人 へ :0.12>0.15) は , 7EREKE 
EGS, PMA, カリ 長石 の 
量 の 多い も の に 限ら れる 。 そ の 他 
は , BI 図 に 示し た 各 岩 相 の 間 に 
は 変化 が 認め ちら れず , F~ THA 
の 対称 (ERA) を 示し て いる 。 
2V の 値 は , 50°~82° MORRc# 
化す る が , TERA YT Sik” 
CHSo 72° 以上 の 値 を 示す も の 
は , ERB DO JIAO 
ルフ フェルス, ER ORBIRE FRE, 
肉 串 の 塊状 ポル ンジ フェ VA) で , 
ホル ン フ ェ ル ス の 場合 は , へ 値 よ 
り 2V の 値 の 方 が 細か な 変化 を 
基 必 で いる よう に 選 わ れる 。 2V 
の 値 は , 1 つの 薄 片 内 で も 差 が あ 
り , また 1 結 唱 個体 内 で も , 変化 


Fig. 2 131 and 131 reflectior in diffraction 
patterns of potash felspars in the Akka 
metamorphics. 


Homfels a 


Laminated 
hornfels b 


Sandstone 
hornfels 


Banded 
hornfels 


Banded 
gneiss b 


EE 
28Gk 29° 30" Silk 


P : peak of plagioclase 


の ある も の が わずか に 認め られ る 。 しかし, 勿来 の 変成 岩 の よ うな 頭 著 な 昧 帯 構造 を 示し 
て いる も の は み ら れ な い 。 また, perthite も , 双 上 品 も 極め て 少な い 。 一 般 に moire 


1) Kuroda, Y. : 前 出 , 1958. 
2) Tuttle の ダイ アグ ラム に よる 。 
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extinction を 示す が , 典型 的 な 格子 双 卓 を 示す も の は ほとん ど な い so 

上 の よう な 測定 お よび 観察 の 結果 , この 地域 の 変成 岩 は , ほとん ど 単 斜 対称 の カリ 長石 
(ERA) を 含み , 先 た わけ た 墓 青 石 帯 , 正 長 石 帯 と も に 単 斜 カリ 長石 が 安定 で ある 。 す 
な わ ち , この 地域 で は , 三 斜 カリ 長石 は , さら に 低い 温度 (低い 変成 度 ) で 安定 な も の と 
考え られ る 。 た だ し , その よう な 談 成 岩 に は カリ 長石 が 認め られ な い の で , 関係 を 確か め 
る こと が で き な い 。 HB, OTH diffuse L, 2V fPSKAWAV HRA, ERB 
接する 部 分 の 変成 岩 中 に 認め られ る 。 こ の 談 成 岩 は , 後退 変成 を 受け , ZR ERAD 
ABEL? > BLU SO, カリ 長石 の 変化 も る やはり 後退 変成 に よる も の で は な いか と 
考え られ る 。 


4. その 他 の 変成 域 中 の カリ 長石 


=, 2O7) RAK BAREMBOW TC, 雪 愛 変 成 賑 と 同様 な 測 室 方 潜 に よる っ て, 
カリ 長石 の 性 質 を 調べ て みた 。 次 料 が 少な いい ので , 変成 作用 の 性 質 を 述べ る こと は 無理 で 
ある が , 大 体 の 傾向 は 示す こと が で きる 。 AH, 2V 値 等 を 第 3 表 に 示し た 。 そ れ に ょ よる 
と , BAY, 広田 の ホル シン フェ ルス は , 単 斜 カリ 長石 で , RRRVY 72 VACEULT 
いる 。 FRAME Clk, 片 状 ホル ンマ フェ ルス , SORA RS と も に 単 斜 の 対 和 誰 を 未 し て い 
So 筑波 お よび 阿武 隈 の 纏 状 片 麻 岩 も 単 斜 対称 を 示し て いる 。 

勿来 附近 の 阿武 隈 変成 岩 で は , RRP iv kot., BOHR ( 角 関 岩 相 の 中 頃 よ り 下 
DF) で 対称 の 変化 が 認め ちら れ て いる 。 そし て , 紫 藤 は カリ 長石 の 転移 点 を 基 に し て , 勿 
来 地方 の 変成 岩 で は , SMAREORHD, Heir) の 研究 し た ノー ルウ ツェー の 談 成 岩 よ り 
高い 温度 で 始ま つて いる と 述べ , 阿武 隈 秦 成 岩 の 特徴 を 指摘 し て いる 。 


Table 3. Triclinicity and 2V values of potash feldspars in 
some metamophics. 


Rock type Locality | a | 2Va 
Hornfels Okita, aureole of the Semmaya granite | 0 | 63~71 
Heme ORS of the Hirota quartz 0 | 
Schistose hornfels | Dando, Rydke zone 0 | 80~82 
Banded gneiss Dando, Rydke zone 0 | 
Banded gneiss Ina, Rydke zone 0 “84-063 
Banded gneiss Ina, Ryoke zone | 0 56.~57 
Banded gneiss Hirasawa, Tsukuba 0 58~62 
Banded gneiss Hirasawa, Tsukuba 0 53~54 
Banded gneiss Abukuma | 0 55~57 
Banded gneiss Hida 0.63 | 62~63 
Banded gneiss Hida 0.83 | 73~77 


1) 長谷川 修三 : Bek, 39, 184.203, 1955. 
2) Shido, F. : AfHt, 1958. 
3) Heir, K.S. : apt, 1957. 


oo 
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し か し , BAO RORY?) で は , 勿来 の 場合 と ち が つ て , ABEHOLOA CHD TH 
リ 長 石 を 卓 出 し , し か も そこ で は 単 健 カ リ 長 石 が 安定 で ある の で , 転移 関係 を 求め る こと 
は 難 か し い 。 令 察 変成 岩 に ついては, 試み た わずか の デー ター か ら は , 片 状 ホ ルン フェ ル 
Ate CHS CHSM, 今後 十分 の 検討 を 必要 と する 。 飛 弾 変成 岩 わ が 中 の カリ 長石 は , & 
KE RR Clk, A が 0.6, 0.8 "の 値 を 示す 徴 斜 長石 で , 格子 双 上 品 る 顕著 で あぁ る 。 (131), 
(131) の ピー ク は 極め て broad で , 一 ろ の 骨 石 中 に へ 値 の ちがう も の が 混在 し て いる こ 
と を 示し て いる も の と 考え られ る 。2V 値 は , それ ぞ れ , 62 へ 63, 73~77 で , 他 の 地域 


の 場合 より も へ と 2V が 対応 し 
て いる よう に 思わ れる 。 RRER 
岩 な ど で は , 2V が 60° 以上 の 
値 を 示す に る も 拘ら ず , ayo, + 
な わ ち 単 斜 対称 を 示す 場合 が あ 
る 。 こ れ は , 測定 個数 が 少な いた 
め な の か , も つと 本 質 的 な 原因 な 
の か 明らか で な い 。 カ リ 長 石 の 測 
定 の 際 , 今後 十分 検討 し て か ゝ る 
必要 が ある と 考え て いる 。 

FR Rae HOA) fed, fe 
津 花 賠 岩 中 の も の と 類似 し た 性 質 
を 持ち , 人 へ か ら は , 著者 が と り 扱 
つた 変成 岸 中 で 唯一 の 微 斜 長石 で 
Ho EN5O (131), (131) 
の ピー ク の 様子 を 典型 的 な 氷 長 
石 , 微 斜 長石 (マグ マタ イト 産 ) 
と 比較 し て 第 3 図 に 示し た 。 

5. 7EREOAYER 

(EMe AOD) RAO Ee 
構造 運動 と 結び つけ て 考察 し た 研 
FR, Bit Marmo®)) yo 
報告 され て いる 。 著者 も 変成 岩 中 
の ヵ リ 長石 と 同様 に た いく つか の 
試料 に つい て PF BWI RAT 
(854) 0 。 そ の 結果 前 述 の 船津 花 


Fig. 3 131 and 131 reflection in powder 
diffraction patterns of potash felspars. 
having different occurences. 

a 


Adularia 
Miyoshi (vein) 


Microcline 
Hida (gneiss) 


Microcline 


Funatsu (granite) 


Microcline 


Naegi (pegmatite) 


Het, LUGAR HO-MrRW Ts, ほとん ど が 単 斜 カリ 長石 (ERA) CHK 


1) 島津 光夫 : ATHY, 1958. 


A SEI Sci.. Rep. Saitama Univ., Ser. B, II, 307~361, 1957. 
3) 大木 靖 衛 ': 地質 , 64, 1~12, 1958. 

4) OR BR 保 : 船津 5 万 分 の 1 地質 図 幅 お よび 説明 書 ) 1957. 

5) Marmo, V. : Am. Jour. Sci., 256, .360~364, 1958. 
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Table 4. Potash felspars in some granites. 


ーー 


Rock name Locality < 2V 
Quartz monzonite Orikabe, Kitakami 0 | 51.52 
Quartz monzonite Hirota, Kitakami 0 60~62 
Granodiorite Takekoma, Kitakami 0.14 | 59~65 
Granodiorite Akka, Kitakami | 0 67 
Granodiorite Yokamachi, Kitakami | 0 | 64~65 
Granodiorite Ishikawa, Abukuma 0 | 
Granodiorite Sori, Ashio |o |58~81 
Granodiorite | Funatsu, Hida 0.7 | 81~82 
Granodiorite Shibisan, Kagoshima | 0 
Granite, Sanyo type Okayama | 0 | 64~ 66 
Granite, Sanyo type Okavama 0.12. 
Granite (cee ero) | | : 

graphic) | Nace tN 0.53 82 
Druse pegmatite | 0.75 80 


苗木 花 賠 岩 の 場合 も マグ マタ イト に 近い 部 分 の も の で ある 。 BAERS. PREBLE 
HME, と ころ どこ ろ に 品詞 ペグ マタ イト を 産 し て いる 。 この BMD SME LY EW 
て , 数 cm 程度 の 文 象 組織 を 示す 岩 相 が ぶ が あ る が , この 部 分 と , 細 灯 想 お よび ペグ マタ イト 
の 三 つ の 部 分 の カリ 長石 を 調べ た 。 そ の 結果 , RAIMA (A=0), ペグ マタ イト は へ ム 
が 0.75, 文 象 相 は それ より や ・ ゝ > 小さい 0.53 の 値 を 示す 役 斜 長石 で ある こと が が 確 め られ た 。 
METER SI へ 値 が 0.7 で ある 。 花 賠 岩 中 の カリ 長石 も 今後 さら に 研究 を 進め た な ら 花 
賠 岩 の 形成 に つい て 興味 ある 事実 が 得 ら れる か る も 知れ な い 。 


6. カリ 長石 の Na 含量 に つい て 


変成 岩 お よび 花 韻 岩 中 の カリ 長石 も か な り の Ab 分 子 を 含み , これ ら が 冷却 の 過程 で 
離 深 に より 析出 され , perthite を 作る こと は 衆 知 の こと で あぁ ある 。Barth は , この Ab 分 
子 の 量 は 温度 の 画数 で , 地質 温度 計 と し て 用 いる こと が で きる と 述べ て いる 。 Barth は 
初め り HAAR (solvus) を 用 いて 温度 を 推定 し た が , BE ヵ み リ 長石 お よび それ 
と 共存 する 倖 長石 中 の Ab 分 子 の 量 の 比 (分 配 率 ) か ら 温 度 を 求め る こと を 試み て いる 。 
これ は Eugster3) の 実験 結果 か ら 類 推し た も の で ある 。 

HBL, 分 離 の ほとん ど 完 全 と 思わ れる も の (10 ヶ の ヵ カリ 長石 ) の KO, NagO の 分 


1) Barth, T.F.W. : Neues Jahrb. Min., Abh,, 82, 143~154, 1951. 

2) Barth, T.F.W : Skr. Vidensk. Akad. Oslo, 1. Math. Naturv. KI, 
no. 1, 1956. 

3) Eugster, H.P.: Ann. Rpt. of the Geophysical Laboratory. Carnegie 
Inst. Year Book 54, 112~113, 1954. 
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Table 5. Ab per cent in some patash felspars and felspar 
crystallization temperatures by Barth’s method. 
NN 


] mol. prop. ° 

K,0 Na,O |"6. PAs ey PCC) 
Sandstone hornfels (4) 16.58 1.80] 87 13 0.20 480 
Banded hornfels C2) 10.94 1.68] 81 19 0.28 560 
Banded gneiss (11) 14,362.52) 79 21 0.31 580 
Banded gneiss, Hida 14.03 1.61) 86 14 0.21 490 
Gneissose granite, Hida 11.20 1.67 | 83 17 0.24 520 
Quartz monzonite, Orikabe 11.40 2.31] 78 22 0.26 630 
Pegmatite (durse), Naegi 13.16 2.93 | 76 24 0.26 550 
Pegmatite (dyke), Akka 14°07 (2.885) 78. > 22 0.24 520 
Vein, Miyoshi ; 14.46 0.53] 96 4 | <350 
Rhyolite, Muro 12,92 3.07 | 75 2 0.40 €70 


i —_mol fraction of ab in alkali felspar 
~ mol fraction of ab in plagioclase 


MME? D5, 不純 物 を 含ま な いも の と し て , カリ 長石 中 の Ab 分 子 の 量 を 計算 し , Barth 
の 方 法 に より 形成 温度 の 推定 を 試み た その 結果 は 第 5 表 に 一 括 し て 示し た 。 

それ に よる と , ルー フ ペ ン ダン ト の 安 察 変成 岩 で は , 周縁 部 の 花 則 岩 に 近接 する も の が 
560°~580° で , 中 心 部 の も の の 480° よ ょ り 高 い 温度 で 形成 され た こと に な る 。 しかる, 
Affi, 2V 値 は , 周縁 部 の も の の 方 が 大 きい 。 こ の こと は , や は り 先 に 述べ た よう に , EB 
退 変 成 に よ つ て 説 朋 され る こと を 裏書 き し て いる も の と 思わ れる 。 BE (Em re 
ペグ マタ イト る も 520° で 変成 岩 に 近い 値 と な つて いる 。 FRR RCA LAE, ど 
ちら る も 500° 前 後 で , Barth の 調べ た ノー ルウ ツェー の Anatexe granite, Diapirite 
granite の 形成 温度 に 近い 値 を 示し , POEMS (Barth の 例 で は 600°+, 折 壁 石 
英 モ ン ゾ = 岩 は , 630°) より 低い 値 と な つて いる 。 

この 研究 に あ た つ て , 助言 を 頂い た 和牛 来 正夫 氏 , RBNLTR, 分 析 を し て 項 い た 倉沢 一 
氏 , 薄 片 を 貸し て 頂い た 村山 正 郎 , 野沢 保 の 両氏 , 試料 を 頂い た 多く の 諸氏 , 文献 を 貸し 
て 頂い た 鈴木 激 夫 氏 , 実験 に 御 協力 を 頂い た 島崎 吉彦 , 磯 河 司 朗 の 両氏 に 厚く 感謝 の 意 を 
あぁ あら わす 次 第 で ある 。 


1) CaO の 量 は , 一 般 に 少 い の で 無視 し た 。 
2) この 方 法 は 土 +50° の 誤差 を みこ ん で いる 。 
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集 片 双 晶 に お ける 逆 格子 主軸 安定 の 問題 


The problem of the stability of reciprocal main axis 
in polysynthetic twin 


野 幸 # (Yukio Takano)* 
g 2 代 (Kotoyo Takano)** 


uo ath 


Abstract : In the course of the crystal analyses of autunite and 
xanthophyllite several common crystallographical properties, in particular, 
constancy of reciprocal main axes observed across the stage of crystal 
transition were found. Similar character were also observed in silicate mi- 
nerals such as quartz, feldspars and pyroxenes, and in sulfide minerals 
such as digenite and sphalerite. 

Writers discusscd also the relation between twinning axis and reciprocal 
main axis, and proposed to introduce a conception of reciprocal lattice for 
clear and accurate descriptions of twinning, especially for those of mon- 
oclinic or triclinic crystals. 


1. 擬 対 称 の 結 品 形態 


結晶 と いう も の は 一 般 に は その 結 品 構造 に ふさ わし い 結 品 形態 を な し て 成立 し て いる 
も の で ある 。 つ まり 結晶 構造 の 所 属す る 裕章 群 は , 外形 の 属す る 点 群 すなわち 品 族 の 中 の 
一 員 で ある は ず で ある 。 と ころ が 天然 に 産出 する 鉱物 の 中 に は , その 結 品 構造 の 所 属し な 
い 唱 族 の 対称 を も つた 形態 で 産出 する も の が 非常 に 多く 存在 する 。 し か る 一般 に は 形態 の 
Prat Sane, 構造 の 属す る 品 族 と は 異な る 結 品 系 に 属す る こと が 多く , また 形態 の 対 
称 の 方 が 構造 の 対称 より 高い こと が 多い 。 こ の よう な 現象 を 擬 対 称 と いう 。 た と えば 黄 錦 
鉱 ・ ペ ロフ ス 石 ・ ル ソン 鋼鉄 及び 灰 十字 沸 石 は 擬 等 軸 , ソー ダ 沸 石 ・ ト ム ソ マン 漠 石 は 擬 正 
方 , MA BE 7 VIVA - RU RBARAD, 斜 長石 類 は 擬 単 斜 の 形態 を 
な し て 産出 する り 。 これ ら は 結 品 の 転移 に よる 同質 仮 品 と 差 えら れる も の が 多く , た と え 
LAMA 265°C 以上 で は 等 軸 結 晶 で ある が , この 温度 で 転移 し て 和 倖 方 唱 系 の 低温 型 に 
な つた 後 も , 複雑 な 双 唱 作用 に よ ょ つて 高温 型 の 外形 が 維持 され て いる )。 

この 双 品 作用 の 週 期 が 非常 に 細かく な つて , 単位 胞 の 数 倍 程 度 の 規則 的 な 繰り 返 え し と 
TRAE, ※X 線 に 対し て も 協 連 性 と な り , 超 格 子 を も つた いわ ゆる 多 型 と し て 観測 され る 。 
と ころ が X 双 上 唱 作 用 の 週 期 が それ 程 細 か く な く , し か る も 低 対称 の 分 域 の ーー つっ ーー つ を 分 離し て 
測定 を 行う の に は 小さ すぎ る と いう 中 間 の 段 陀 も か な り 存 在 す る こと が 充分 に 予想 され 


* 東京 大 学 教養 学部 地学 教 密 

tk 東京 大 学 理学 部 鉄 物 学 教 密 

1) 原田 準 平 : 鉱物 概論 (岩波 全書 ) , 41 へ ~57, 160~194, 1958. 

2) Ito, T., Morimoto,N. and Sadanaga, R. : Acta Cryst. 4, 310~316, 
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第 1 図 六角 板 状 ザン ソフ ィ ラ イト の フワ ィ セ ンベルグ 写真 (c 軸 回 転 0 層 線 ) 


2 ARR YY 74 FAO Y 2 リン evs YER (c Hh He vee ) 


Bo “DEDRBMC I, 規則 的 な 双 上 品 作 用 が 高 対 称 の 輪 廊 の 中 で 繰り 返 え され て いる た 
DL, 一 ラー つの 分 域 の 構造 の 高 対称 の も の か ら の ずれ る も 非常 に 小さ いため に , EOE 
構造 を 高 対 称 の も の と 認定 し た 例 も る ある と 思わ れる 。 光学 異常 と いう 未 解 決 の 問題 も , 
の こと と 大 き な 関 係 を も つて いる と も 思わ れる が , 最近 の X 線 に よる 結 品 解析 技術 の 進 
A CE ia) Va) ROMY 74 Nee leo, 


Kay, H.F. and Bailey, P:C. : Acta Cryst. 10, 219~226, 1957. 
桐山 良一 ・ 安 積 政 昭 : BY, 3, 418~423, 1958. 
Ueda, I. = Mem. Coll. Sci. Untv. Kyoto, B23, 297~304, 1956. 
EREPSERE - SEVER : GH, 3, 674~692, 1958. 
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第 3 図 TEWMURBIRY D> BOT Vey a vy BE (c 軸 基準 ) 


(a) 0 層 線 (b) 第 1 層 線 (c) 第 2 層 線 


これ ら の 関係 が 少し ずつ 明らか に さき 
DZLIUROCKo HME L 
結晶 構造 の 関係 に つい て は , 筆者 等 
DENCE STORY OG, SZ 
は 深く 触れ な いこ と に する 。 
SEGAL EE BK FV BRU 
ン ソ フィ ライ ト の 結 品 構造 解析 を 行 
つて いる が , 一 見 な ん の 関係 も る なさ 
そう な この 両 鉄 物 に 数 多く の 結晶 学 
的 な 共通 性 が 存在 する こと が つぎ つ 
ぎ に 発 見 され た 。 すなわち 前 者 は 四 
角 板 状 , 後者 は 六角 板 状 の いずれ る も 
ARKO RMA E L CHAT SP, これ ら の 底面 に 垂直 な 薄 片 を と る と , いずれ る も 多角 形 の 
各 頂 点 よ り 中 心 に 向う 対角線 に よ つ て いく つか の 分 域 に 分 た れ , その 分 域 の ー つ ラー つが 周 
縁 の 秋 と 関係 を も つも の で あぁ ある こと が 分 つた 。 この こと か ら CNEOMMS 高温 の 沙 融 
状態 か ら , は じ め は 高温 型 の 結晶 構造 と それ に ふさ わし い 外 形 を も つて 生れ た も の が, 周 
HO AIF AAE OTTO, 外側 の 輪 廊 を ほとん ど そ の ま ょ ゝ に 残し た ます , 主として 多角 形 
の 周縁 部 より 内 側 に 向け て その 結 品 構造 が 低温 安定 型 に 転移 し た も の で あろ うと 推論 し 
た 。 こ の こと か ら こ の よう な 転移 が それ ほど 顕著 で な い 他 の 多く の 伝 物 で は , 内 部 の 結 品 
構造 も 低温 安定 型 の 分 域 の 集合 か ら 成 り 立 つて いる に も か か わら ず , これ ら が も と の 高 対 
BRO Ht EBD HP CHEF SAL TW DPW, 分 域 の 一 つつ が 低 対称 の も の より な る こと に 気 


1) 高野 幸雄 ・ 高 野 厄 代 : 地質 , 65, 237 へ 248, 1959. 


a 報 浴 詩 197 


B27 RD OBBW VDL EDNS. HRA BUS PBAAY Ze. この ょ よ 
うな 性 格 が 頭 著 に あら われ た も の と る も 考え られ る 。 こと に 最近 Kay Hick VORA 
構造 が 明らか に され た ペロ フス 石 2 は , この よう な も の の 典型 的 な 例 と 言え る で あろ う 。 
この よう に 考え て 来る と 転移 の 前 後に お ける 結 品 方 位 が どの よう な 関係 に な つて いる か と 
いう こと が 大 き な 問 題 と し て 起 つ て 来る 。 現在 筆者 等 が 実験 を FOTWZRRVIVA 
及び ザン ソフ ィ ライ ト に お いて は , 太 た る 層 構 造 を も つ 平 面 に 垂直 な 方 向 , すなわち この 
平面 に 関す る 逆 格 子 軸 が は ぽ 共 有 有 され る と いう 結果 が 得 ら れ た 。 舎 方 晶 系 より 高 対称 の 
結晶 系 で は 逆 格子 軸 は 結晶 軸 と 一 致す る が , MAGLADL TE Cis Sd bet 
し も 一 致し な い 。 そ こ で 転移 の 前 後 を 通じ て 共通 な 方 向 を 指示 する た め に , この よう な 方 
向 を 逆 格 子 主軸 と 呼び , 本 実験 を 中 心 と し て 他 の 鉄 物 に も 適用 され る か どう か を 探究 し て 
見 た いと 思う 。 


2. ザン ソフ ィ ラ イト の 集 片 双 品 


ザン ソフ ィ ラ イト の 分 域 の 構造 と その 外形 と の 関係 に つい て は , 箇 者 等 は すでに 詳し い 
RESTON). し た が つて ここ で は 主として 転移 前 後に お ける 結晶 方 位 の 関係 に つい て 
だ り け 述べ よう 。 第 1 回 は 秩父 鉱山 石灰 沢 産 ザ ン ソ フィ ライ ト の 去 角 板 状 の も の に つい て の 
c BHO 層 綿 の ワイ セン ベル グ 写 真 で ある 。 こ の も の は 人 各 個体 が 120° ご と に 輪転 双 品 を 
な し て いて , MEAD BEF RARE IER NGIOTC, あたかも 六方 品 系 の 対称 を もつ 
た 単体 で ある よう な 観 を 呈し て いる 。 この 関係 を さら に 分 り 易 くす る た め に BIN 
じ も の の < 軸 基 準 の ノン スク リー ン ・ プ リセ ショ ン 写 真 を 示し た 。 この 写真 で は 明らか 
に < 軸 の 方 向 に 3 回 対称 軸 を も つよ うに 見 える 。 し か し この 試料 に つい て 高 次 の 層 線 の 
写真 を 撮影 する と , 各回 折 斑 点 が 3 つ ず つ に 増え , また @ 軸 基 準 の 写真 を と る と 各回 折 
斑点 が 主として < 軸 の 方 向 に 拡散 する の で , この 試料 が 輪転 双 品 より な る こと が わか る 。 

筆者 等 は さき に ザン ソフ ィ ライ トト は SiO。 四 面体 の 2 重層 を ずら し て RRM ci 
移し て 生じ た も の で あろ うと 述べ た が , も し この よう な 転移 が 六角 柱 の 輪 廊 の 中 で 行わ れ 
TE TM, 2 重層 に 垂直 な 方 位 , 換言 すれ ぽ 六 角柱 の 母線 の 方 向 は ,* 六 方 唱 系 の も の か 
ら 単 斜 品 系 の 結 品 に 転移 し た 後に も 全く その まま に 保存 され る こと に な る 。 WY DAME 
46 面 に 垂直 な 方 向 す な わ ち ct 還 方 向 は 転移 前 の 六方 卓 系 の 結晶 の 場合 も , 転移 後 い く 
つか の 分 域 に 分 れ た 単 斜 唱 系 の 個体 の いずれ に る も 共通 な 方 位 で ある と いう こと に より , HB 

1 図 及 び 第 2 図 の 写真 に お いて 逆 格 子 点 が 凝 六 方 に 分 布 す る と いう 謎 は 解 か れる わけ で 
So HPBBORKAEC KC) BRPMOMHO?R MIC, 集 片 双 品 を な す 個 体 の 中 に は 窒 
ん だ 方 位 を も つも の る も る 多く, これ が ザン ソフ ィ ライ ト の 回 折 夷 点 が 拡散 する 原因 で ある ろう 
と 考え られ る 。 し た が つて 実際 の 集 片 双 品 に お ける of 軸 の 分 布 は ) も と の c* He uty 
と し て あぁ る 角 範 囲 の 倒立 円 氏 型 の 中 に な る も の と 思わ れる 。 

秩父 産 の ザン ソフ ィ ライ ト は ab 面 内 に 含ま れる 結晶 軸 すなわち a 軸 及 び 6 軸 の 方 
位 に る も 個体 相互 に 簡単 な 関係 に あつ た が , Crestmore 産 の ザン ソフ ィ ライ ト や セイ バー 
タイ ト ・ ク リン トナ イト の いわ ゆる 峰 圭 母 族 鉄 物 は , 線 デ ィ フラ クト メー ター を 用 い 


1) 琴 井 誠太郎 : 岩石 学 , 1, (岩波 全書 ), 191~192, 1939. 
2 aE and: Bailey, RC Ni 1957, 
3) 高野 幸雄 ・ 高 野 座 代 : ATH, 1957. 
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た X 線 粉末 回 折 像 は 秩父 産 の も の に 近似 し て いる が , £OBBHOT UV evs ン 写 真 及 
び ワ イセ ン ペ ル グ 写 真 は 非常 に 多数 の 回 折 斑 点 を も ち BAO WHE LDS Wo これ 
ら の 久 物 の 外形 は 秩父 産 の も の の ょ うに 正六 角 板 状 の 輪 廊 を し め さ ず に 不 規則 形状 を 星 し 
て いる の で , 転移 の 際 に 薄 層 ご と に 独立 の 方 位 を も ち , 鱗 雲 母 の よ ょ うに 簡単 な 関係 に な い 
分 域 の 集合 と な つた も の と 考え られ る 。 し か し これ ら の も の の < 軸 基 準 の プリ セション 
写真 を 撮影 する と , c* 軸 だ け は 秩父 産 の も の と 同じ く ほぼ 共通 の 方 位 を も つこ と が わか 
る 。 


3. BRYOFVYEORAMES 


Daybreak BORER Y 7 v FIZEIBRR DS ORAM, 人 形 峠 産 の も の は ほとん さ ど 
正方 形 に 近い 板 状 で 産出 する 。 この 正方 形 板 状 の 結晶 の <c 軸 基 準 プ リセ ショ ン 写 真 を 第 
3 図 に し めし た 。 BRY Fy BOZARt I 4/mmm の 体 心 格子 で ある の で , h+k+1 
=2n 以外 の 逆 格 子 点 は 出現 し な い は ず で ある 。 し た が つて 第 3 図 (a) の O 層 線 及 び (c) 
の 第 2 層 線 で は h+k=2n+1 RL, 同 図 (b) の 第 1 層 線 で は h+k=—2n は 消 減 
する こと に な る 。 と ころ が 同 図 の 写真 で は , ARMOR TC LOWRANCE T SRS 
AOL, この 傾向 は と くに 高 次 の 層 線 に お いて 頭 凌 に 認め られ る 。 こ の こと は 次 灰 ツ 
ラン 石 が 体 心 格 子 で は な く て 単純 格子 で ある こと を 思わ せる 。 

し か し この 正方 形 板 状 結晶 を 偏光 顕微 鏡 下 で 観察 する と , 第 4 図 (3) に し めす よう に 
2 つの 面 対角線 に よ つ て 僅か ずつ 傾き の 異な る 分 域 に 分 れ て いる こと が 認め られ る 。 ま だ た 
この 分 域 の 1 ODO ※ 線 写 真 を 撮影 する と 四角 板 状 の も の より ずつ と 鮮明 な 斑 点 を 
も つた 写真 が 得 ら れる 。 これら の こと か らき さきほど の 中 角 板 状 の も の は , 第 4 図 (b) に 
し めす よう に 僅か ずつ 傾き の 異な つた 結晶 の 輪転 及び 集 片 双 品 か ら 成り 立つ て いる と 推 
出す る こと が 出来 る 。 BRU FVYACE co が いち じ る し く 犬 きく も な だ が つて で て co* H 
いち じ る し さく 短 いた め に , 僅か ずつ 傾き の 異な つた 結 品 体 の 集合 で あつ て る も , 周縁 部 で は 
他 の 個体 の 第 1 層 線 の 逆 格 子 点 が , 基準 の 個体 の 〇 層 線 の 写真 の 上 に の る も の と 考え ら 
れる 。 プリ セション カメ ラ は ワイ セン マッ ベルグ カメ ラ に 比 し て スク リー シ ス リッ ト の 幅 状 
か な り 広 い の も この 原因 と 考え られ る 。 こ れ が 単純 格子 で は な く 体 心 格 子 で ある こと は , 


SARL (a) 正方 形 板 状 鱗 灰 ウ ラン 石 の 分 域 構造 (c 軸 に 垂直 ) 
(b) EATRRAKY 7 v BKB SRA RROD LL 


0 tb) 


a, 
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EC URRDO BRO PREP ZAP SUF AA hd, また 周縁 部 の 
BLM ROMP RED, PERRO M4 AOR ICIEBIT Sx Lb ee 
SNEED. PRY FV BORAIKITIER IC RUKL BOM, この 四角 板 状 の 結晶 に お いて 
も , 周囲 の 乾燥 の た め に 板 の 周縁 部 に お いて だ け 層 問 の 結合 水 が 去 つた た め に , 中 心 部 に 
向け て 僅か 盛り 上 つた な 四角 鈴 状 の 分 域 に 分 れ た と も る 導 え られ る 。 これ ら の こと を 確認 す 
る た め に 如 熱 装置 の つい た 偏光 頭 微 鏡 り と 加熱 し た 試料 に つい て の KX RRS FOTO 
So SKATBKIVA YA I が 単純 格子 と され て いる の る も , 今 述 べた こと と る 関係 が 深 
WOT, 併せ て 吟味 を 行 つ て 行く 予定 で ある 。 し か し いか な る 形 の 転移 で ある に せよ , B 
灰 ウ ラン 石 に お いて は , 第 4 図 (b) CLOTTED MBF EM ce* 軸 は 倒立 円 鑑 内 に 分 
布 す る こと に だ な る 8 


4. 水晶 お よび digenite の 分 域 構造 


SC, ここ で 今 ま で に 報告 され た 鉄 物 の 転移 に お ける 結晶 軸 の 関係 に つい て 考察 し て 見 
まう る 

TKERD F 74 ネ 双 品 に つい て は , か つて 神津 依 施 等 に より 実験 に よる 転移 の 結果 が 報告 
され て いる 9)。 神津 等 が 加熱 実験 を 繰り 返 え し 検討 し た 結果 に よれ ぼ ド フィ RMI 
573°C 以下 で の み 観 察 さ れる 。 そ し て ド フ ィ ADD 細 小 個体 で 密 に 発達 する と , その 
ラウ ェ エ 斑 点 は 六方 対称 を し めし , 理論 上 は 三方 対称 を し めす は ず で ある に も か か わら すず, 
外観 上 は これ を 区 別 す る こと は 出来 な い 。 し か し 双 品 上 相対 する 個体 の 重量 を 不平 均 な 
らし め る と , ラウ ツェ エ 斑 点 の 濃度 か ら 容易 に 三方 対称 性 を 認め る こと が 出来 る と 報じ て い 
る 。 低温 型 分 域 集合 体 の ラウ ェ 斑 点 の も つ 淫 六方 性 は , さき に 述べ た ザン ソフ ィ ライ ト の 
場合 と 酷似 し て いる が , 水上 唱 の 場合 は 転移 の 際 の 和志 り 面 や 歪み な どの 生成 が 造 か に 少 い の 
で , これ ら の 逆 格 子 主軸 c* 軸 は 倒立 円 鑑 型 と いう より る ゃ 誤差 の 範囲 内 で , CORMOFH 
向 す な わ ち も と の < 軸 の 方 向 を 指向 する も の と 思わ れる 。 紫水 上 晶 の 転移 に ] レ つい て は , す 
で に 筆者 等 が ザン ソフ ィ ライ ト の 転移 に 関係 させ て 論じ た が , ド フ ィ ネ 双 卓 の 場合 より は 
か な り 広 い 範 囲 に 豆 る 累 帯 構造 の 分 域 が 発達 し て いる の で , 倒立 円 鑑 内 に 各 分 域 の * ith 
が 存在 する こと に な ろう 。 

最近 Donnay 等 は digenite の 構造 解析 を 行 つ て , 今 ま で 考え られ て いな た W=5.54A 
の 単位 胞 に 代え て , BEMLO Sf すなわち a=27.71A の 超 格 子 構造 の も の で あぁ ろう 
と 結論 し た や 。 こ の 構造 解析 は 一 応 妥 当 の よう に も 思え る が , も し 本 当 に 正しい 超 格 子 構 
造 の も の で ある な ら ば , 彼 等 の し めし た プリ セション 写真 の 解説 図 (Am. Min., 43, 第 
5M) DL OTESKBBOMMRFOMOHI, 新 称 (111) ょ より (444) に 至る 16 fy 
DUKBFAROIS, 少く と も いく つか は 出現 し な けれ ば ぼ ば ならない 。 と ころ が 実際 の プリ セ 
ショ ン 写 真 (Am. Min., 43, 第 2 図 ) で は これ に 相当 する 部 分 に は スト リー ク の 外 は 科 
格子 班 点 は 全く 認め られ な い 。 僅か に (444) と 覚 し き 点 の 近辺 に 小さ な 斑点 ちら し いも の 


1) 柚木 高明 ・ 西 尾 RE SHA: 鉄山 地質 , 5, 9~15, 1955. 

2) PREGA - WEDS : Gk, 17, 167~175, 1937. 

3) ANVIL - POARDKAI - 4995 Bh: Hk, 18, 103~137, 1937. 

4) Donnay, G., Donnay, J.D.H. and Kullerud, G. : Am. Min. 43, 
230~242, 1958. 
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が 認め ちら れる に 過ぎ な い 。 Led BOM Ofte BW TH (932) - (443) に 相当 
する 逆 格 子 点 な ど が 規則 的 に 消滅 し て いる 。 し か ら ば 今 ま で 筆者 等 が 他 の 鉱物 に つい て 
BATKIE FUC 5.54A の 格子 の 数 多 の 分 域 の 双 品 作用 に よる と 考え た 場合 は どう で あ 
ろう か 。 こ れ に は いろ いろ の 場合 が 考え られ る が , その 一 つの 例 は 第 5 図 に し めし た よう 
に 少し ずつ 傾き の 異な る 分 域 の 集合 体 で ある る た め に , BBRNS 分 割 さ れ た 超 格 子 構造 の 
よう な 様相 を 呈し て いる と 考え る こと が 出来 る 。 た だ この 際 本 当 の 超 格 子 と 異な る と ころ 
は , も と の (111) より 内 側 の 逆 格 子 点 は 1 つ 位 し か 認め らち ら れず, また 革 形 欄 の 外側 に も 
プリ で セション" スクリーン が 傾斜 し た 個体 の WARFARE DS 閉ざす ブライ ンド デア デア リア 
が 出来 る こと が 予想 され る が ご れ ら の こと も Donnay 等 の プリ セション 写真 と よい = 
致 を し めし , 彼 等 の 解釈 より は る か に 妥当 の よう に も 思え る 。 た だ 逆 格子 点 間 が 丁 度 5 等 
分 され て いる こと に 問題 は 残る が , 複雑 な 双 品 作用 を な す 数 多く の 試料 か ら 回 転写 真 渋 に 
よっ つて 美しい 層 線 を も つも の だ けが 抽出 され て 本 格 的 な 実験 に 供 さ れる こと が 多い の で , 
各層 線 と も 極端 に 反射 点 が 欠け て いる 回 転写 真 (Am. Min., 43, 人 第 3 図 ) が そもそも 双 
aOR TERCERA ES 倍 の 層 線 間隔 に な つた と 解釈 する こと る も 出来 る 。 前 に し め 
し た 炎 灰 ウラ ン 石 の 場合 と 同じ く と くに 双 唱 の 場合 の プリ セ シ ョ ン 写 真 の 解釈 は 困 雑 な の 
で いずれ と る も 決定 する こと は 出来 な い 。 彼 等 は ツィ セン ベル グ 写 真 の 結果 に つい て は 深く 
触れ て いな い 。 し か し 筆者 等 が 第 5 図 に し めし た よう な MAE LOCH RAN TW 
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る も の と すれ ば , MORMMNCBE 7% WAS Fa Ors O BYTOM RICH BAN Sr Lich 
り , digenite の 結 品 の 生成 か ら 現 在 に 至る まで の 履歴 を 物語 つて いる も の と 言え よう 。 
また Donnay 等 の 解 犠 が 正しい 場合 に お いて も , こう いう 層 の つみ 重なり の 週 期 が 非常 
に 短 か く 規則 的 で ある と ころ の 多 型 と 差 える こと が 出来 る の で , こう いう 積み 重なり 方 に 
つい て 同じ こと が 言え る で あろ う 。 た だ し この 瘍 合 に は , 他 の 等 輔 品 系 の 多く の せ の に 見 
られ る よう に , 前 後に お ける 共通 な 逆 格子 主軸 の 方 向 を (111) と 壮 え た 方 が 妥当 で ある 
か る も 知れ な い s。 

転移 に お ける 共通 な 逆 格 子 主軸 を (111) と 考え た 方 が 適当 と 思わ れる 例 は 等 軸 品 系 の 
も の に 多く 見 られ る 。 足尾 産 の 阿 和 亜鉛 鍼 の 中 に は ウッ ルツ 鉄 の 仮 像 を な し て 産出 する も の が 
HOM, これ は 六角 柱状 の ウル ツ 鉄 の < 軸 を , 等 軸 結 品 の (111) 品 帯 の 方 向 と し た 選 平 
な 個体 の 双 品 が 価 度 る 繰り 返さ れ て いる リリ 。 柄 極 石 に つい て る 光学 異常 を 呈す る も の が , 
低 対称 の 低温 安定 型 の も て の で ある と する な ら ば , これ まで の 光学 性 の 研究 か ら は (110) 
また は (111) を 転移 前 後に お ける 共通 な 四方 向 と 考え た 方 が よい よう で ある 。 PEK 
も その 結 品 構造 は 明確 に され て お ら な い が , 葵 形 柱 の 庶 面 が 陥没 し て いる も の の 多い 9) 
こと な どか ら , 転移 に よる 分 域 の 不 規則 集合 体 で ある と も 考え られ る が , この 場合 も 各 分 
ROWEF EMO SR RMOEACHAALBASNZOC, (2 Ch MKF 
は 倒立 円 氏 状 に 共有 され て いる と いえ よう 。 


5. 双 品 面 ・ 双 品 軸 と いう 考え 方 

これ まで 双 品 を 形 熊 的 に 記載 する 方 法 と し て 双 品 面 ・ 双 上 品 軸 と いう 術語 が 広く 使わ れ 
て 来 た 。 い ずれ る も 簡単 な 指 炒 で し ゅ され る の が 普通 で , RMACHEATAZHtTNA. 共通 
する 軸 ぁ る い は 稼 の 方 向 を 双 唱 軸 と 呼ん で いた や 。 し か し これ ら は あく まで る も 鉱物 の 記載 
の 中 心 が 形 態 に あつ た 時 の 呼称 で あぁ つて, 厳密 に は その よう な 結 卓 数 学 的 な 関係 に な い 全 
る 数 多く 報告 され る よう に な つて 来 だ た 現在, この よう な 術語 に つい て る も 再 検 討 を 要する の 
で は な いか と る も 思わ れる 。 こ と に 双 卓 軸 と いう 表 現 潜 は 単 斜 品 系 以下 に お いて は 軸 角 が 直 
角 で な いも の を 含む か ら 逆 格子 軸 と は 必ず し ゃ も 一致 せ ず , し た が つて 結 品 幾何 学 的 な 意義 
も 薄弱 と な る こと が 多い 。 すなわち これ まで の 記載 で は 一 般 に は 双 卓 面 ・ 双 上 唱 軸 の る 2 つの 
術語 が 併用 され て いる が , と くに 低 対 称 の 双 品 様式 の 理解 に 困難 な も の に 限 つ て 双 唱 軸 と 
いう 術語 に よる 記載 が 少く な る 所 以 で ある 。 結 品 構 造 が 中 心 の 記載 に な つた 現在 これ ら 
DEC h THE FORMS BAT NIE, 転移 前 後に お ける 高 対称 の も の と 低 対 称 の も の に 
も 共通 な 軸 を 考え る こと が 出来 る と と も に , 単 斜 品 系 以下 の これ まで 双 品 面 か 双 品 軸 か の 
一 方 で し か 表現 出来 な か つた 双 品 の 記載 に も , Meh L & Hic MH (101)* と いう よう 
な 明確 な 表現 を 用 いら れる こと が 期待 され る 。 形態 的 な 双 上 唱 面 ・ 双 上 唱 軸 と 逆 格 子 の 関係 , 
さら に は 多 型 ・ 多 形 と の 関係 に つい て 一 般 的 に 論ずる た め に は . さら に 多く の 紙 数 を 要 す 
る の で 稿 を 改め て 論じ た いと 思う 。 

6. ii 議 


1) PREAH : 日 本 鉱物 次 料 , 続 1, 24.26, 1935. 
2) yeWes : Bek, 19, 818~327, 1938. 
3) RYE : Skea, (岩波 全書 ), 41.57, 160-194, 1958. 
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最近 Hellner は 硫化 鉄 物 の 結晶 構造 に よる 詳細 な 分 類 を 確立 し た !。 これ は 方 鈴 鉱 弄 
を 基準 と し て 数 多く の 複雑 な 構造 型 ま で も 導き 出せ る こと を し めし て いる が , と くに S 原 
FORARUEH EF ORF RINE LC 分 類 が 行わ れ て いる 。 か つて 筆者 等 は 
黄 鉄 鉄 に つい て S 原子 の 配列 が 成因 的 及び 形態 的 に 重要 な 役割 を 演じ た で あろ うこ と を 
ere 7) WB, ID Hellner の 線 説 は この よう な 考え 方 を 硫化 鉱物 全般 に 普遍 化し た も 
の と る 言え よう 。 WRC BULRM HRI OW CRED BU (IEC POPH LWIA 
RA, 繰り 返 え し の 周期 の 単位 の と り 方 に 相 直 が ある と は いえ , CNECM~< TCR 
こと と 雪 裏 の 関係 に ある と 言え よう 。 すなわち これ ら 硫 化 鉱物 が 最初 に 品 出 し た 時 に は 。, 
高温 高圧 状態 に お ける 原子 の 熟 振動 に より 放 容 範囲 が 大 きい た め に , 六方 また は 等 軸 品 の 
よう な 単純 な 構造 及び 形態 と し て 成立 し た も の が , 環境 の 変化 に 伴 つ て 低温 低圧 状態 に な 
る と この よう な 許容 が 許さ れ な く な り , 僅か ずつ の 成分 比 の 違い で ・ で も それ に 応じ て 基本 の 
構造 か ら 僅 か ずつ 変形 し た 構造 と な つた も の と 思わ れる 。 た だ これ ら は いずれ る も 不透明 
鉄 物 で ある の で , 針 下 な ど で 簡 単に 単体 で ある か 分 域 構造 を も つた も の で あぁ る か を 明確 に 
THIEME Lee MOCHA digenite COW CBRL ERI, CNS5O 
繰り 返 え し の 週 期 が ずつ と 大 き な も の , Fh bRMACMAOTADNTCHS4SOd EHD 
る か る も 知れ な い 。 こ れ に つけ て も マイ クロ ・ ビ ー ム 線 の 普遍 化 が 待た れる わけ で あぁ ある 。 

こう いう 意味 か ら は MBER Cld 古く より か な り 明 上 典 に され た も の が 多い 。 FRA 
等 は 月 長石 の 6 REESE CL, 工 片 構造 を な す 3 つの 個体 の a* 。* 面 が 完全 に 重 な つ 
て いる こと か ら , % 軸 の み が 数 個 の 個体 に 共通 な も の で ある こと を 指摘 し た や の を 始め , 
交 石 類 な ど 多 く の 斑 酸 塩 鉄 物 に も 同様 の 現象 か 認め られ る 。 bDbZAL ICDA 
ど に つい て 論議 され て 来 た よう に 多 型 の 問題 と 交錯 する も の も 多い が , 巨視 的 な 結 り 
返 え し の も の に あつ て は , 0 HAMA OME CHAOS O* 軸 と 一 致す る こ 
と に な る 。 

また 生成 後に 離 糖 の 行わ れ た と 思わ れる 鉱物 の 中 に も , それ ら の 異な つた 種類 の 構成 讐 
物 が た が い に 主 要 な 逆 格子 軸 を 共通 に する も の が 多い と 思わ れる 。 と くに 繰り 返 え し の 周 
期 が ド フ ィ ネ 双 品 の よう に 細か い 場 合 に は , これ ら 主 要 な 軸 が 共通 で ある た め に , 一 つの 
個体 相 と 誤認 され る 可能 性 も 強い と 思わ れる の で , 綿密 な 検討 が 望ま ほれ る 。 ‘ 

本 稿 を 終え る に あたり , た え ず 種々 有益 な 御 教示 を 賜り 筆者 等 に 本 問題 を 探究 する 契機 
を 人 与え て 下さ れ た , 東大 理学 部 地質 学 教 室 渡 辺 武 男 教授 及び 都城 秋穂 助教 授 等 に 対し 深い 
MEAT So さら に 筆者 等 に 加 熟 頭 徴 鏡 を 使用 させ て 下さ れ な た RATES 
今井 秀喜 助 数 授 に 対し , また 火 灰 ウラ ン 石 に つい て いろ いろ と 論 識 を 賜り 実験 試料 を 提供 
し て 下さ れ た , 岡山 大 学 逸 見 吉之助 助教 授 及 び 地 質 調査 所 河田 町 分 窒 佐 藤 良 昭 技 官 に 厚 い 
謝意 を 表す る 。 本 研究 は 東大 教 状 学 部 地学 教室 片山 信夫 教授 及び 岩 生 周一 教授 以下 護 先 
電 ・ 同 僚 の あぁ た ゝ か い 御 援助 に より 遂行 され て いる も の で あり , これ ら の 方 々 に 対し 深く 
感謝 する 次 第 で ある 。 


Hellner, E. : Jour. Geol. 66, 503~525, 1958. 
高野 幸雄 ・ 高 野 座 代 : ek, 40, 57.64, 1956. 
GUAT RB : XBR 4, 165~173, 1942. 
PFPA : 地質 , 41, 604.627, 1934. 
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酸素 製鋼 時 の 平 炉 廃 煙 中 の マグ ヘマ イト * 


On the maghemite in the effluent fume from the 
open-hearth furnace 


伊 藤 % = (Kenzo Ito)** 


Abstract : The red iron oxide fume given off by the open-hearth 
furnace in which pure oxygen was injected into the molten iron to speed 
up the steel-making reactions was studied mineralogically. 

This fume is mainly composed of maghemite, which has a=8.362 A 


and transforms to hematite at certain temperature between 200°C and 
500°C. 


1. td.. LD ds. & 


酸素 製鋼 時 に 平 訪 か ら 多 量 に 発生 する 赤 礼 色 の 廃 煙 に つい て は , これ まで に る 除塵 の 目 
的 で 種々 調査 され て いる が が, その 組成 に つい て は , 単に 化学 分 析 値 や 色彩 か ら 酸 化 第 2 鉄 
を 主体 と する も の と 言わ れ て いる に すぎ ず , 録 物 学 的 な 検討 は 加え られ て いな い 。 

そこ で , 酸素 吹込 時 に 煙 道 より 採取 し た 試料 に つい て , X 線 粉 末 回 析 , 示 差 熱 分 析 等 
を 行 つ た 結果 , 非常 に 微細 な マグ ヘマ イト を その 主 成 分 と し て いる こと が わか つた の で , 
周 鉱 物 の 人 工 的 な 産出 の 一 例 と し て その 概要 を 報告 する 。 

2. 肉眼 的 性 質 と 化学 分 析 値 

実験 に 用 いた 試料 は , 酸素 吹込 時 に 煙突 直下 の 煙 道 に 細い 鋼管 を そう 入 し て 廃 訂 を 吸引 
し , 耐熱 ガラ ス 負 の ダス ト 皇 集 器 を 通じ て 搾取 し た も の で , その 場所 で の 廃 気温 度 は 450 
~500°C 程度 で あつ た 。 

試料 は 指 頭 で 尊 度 感 を 全く 感じ な い 程 度 の 微粉 で , 赤 鉄 鉄 の 条 痕 色 に 酷似 し た 赤 礼 色 を 
BL, 磁石 に 強く 吸引 され る 。 

化学 分 析 結 果 を 第 1 表 に 示す 。 試 料 は 少量 で ぁ つ 


第 1 表 化学 分 析 値 


た の で 完全 分 析 を 実施 し 得 な い が , Fe,0,; を 主体 Fe,O3 85.56 wt% 
と し , FeO は 極め て 微量 で ある 。 し た が つて 強 磁 FeO 0.53 
性 で あぁ ある が 磁 鉄 鍼 で は な く , また 化学 組成 は FezO』 MnO 0.88 
で ある が , 磁 隆 の 点 か ら 赤 鉄 鉄 に も 属さ な い 。 す な ZnO 1.76 


わ ゃ 化学 組成 は Fe,0O; ND 結 品 構造 が フェ 
ライ ィ イト 型 で 強 磁 隆 を 示す y-Fe,O, (maghemite) で あぁ る こと が 考え られ る 。 


3. Xm ih A IT tm 


* 19576 月 1 日 , 東京 大 学 に お ける 日 本 鉱物 学会 年 会 で 講演 
** eee KK. 島 石 製 鉄 所 研究 所 
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鉄 対 陰極 を 用 い 文 線 デ ィ フラ クト メー ター に よ つ て 測定 し た 本 試料 の 線 粉 末 回 折線 
を , 比較 の た め 同 様 に 測定 し た 釜石 鉄山 産 塊状 磁 鉄 鉄 と 和賀 休 人 鉱山 産 赤 鉄 鉄 の 結果 と と 
も に 第 2 表 と 第 1 図 に 示す 。 な お , この 磁 鉄 鉄 と 赤 鉄 鉄 の 値 は , これ まで に 知ら れ て いる 
も の の 値 ! に よく 一 致し た 。 

と これら を 比較 し て , 本 試料 の 回 折線 に は 3.68A, 2.69A, 1.69A 等 の 赤 鉄 鉄 に 特徴 的 
な 強い 回 折線 が み ら れ ず , か えつ て 2.96A, 2.52A, 2.09A 等 磁 鉄 鉄 の 回 折線 に 対応 す 
る も の が み ら れ , また これ ら の 回 折線 は すべ て 磁 鉄 鉄 の も の に 比 し て 回 折角 の 大 きい 方 に 


第 2 表 X 線 粉末 回 折線 


1 2 3 4 
I dA it dA hkl I dA hkl I dA 
a | ess Lt ho 126 [i485 | | 
37 3.68 | 102 | 36 | 42.68 
x14 3.22 35 3.22 | 
x 7 Banke 14 Seis | | 
40 2.96 42 2.96 | 220 | 34 2.97 | | 
18 2.87 | 
«14 Deaf) 16 OTT 
x48 2.72 100 2.71 
95 2:69) 104 | 100 2.69 
x10 2.56 
100 2.52 311 | 100 2.53 
84 2.51 110 | 69 2.51 
x18 2.45 27 2.44 
5 2.41 222 7 2.42 
“ll 2.24 15 2.23 
35 2.20 113 | 20 2.20 
x10 2917 
21 2.09 10 2.09 | 400 24 2.10 
x5 | 1.98 15 1.98 
x o7 1.93 | 
33 1.84 204 | 25 1.83 
i Tees 15 1.72 
11 71 9 LTA 422 8 1.71 
40 1.69 116 | 38 1.69 
Sond 1.67 
i. 2s ( si) 121 6 1.63 
333 
18 1.60 21 1.62 108 | 13 1.59 
x 9 1.54 15 1.53 
x14 | 1.52 33 1.52 
30 i) 35 1.49] 440 | 99 1.497) 214 9 19 1.48 
x13 47 15 1.47 
22 | 1.45 | 300 | 18 1.45 


1 : 酸素 吹込 時 の 平太 ダ スト 

2: 1% 600°C, 2 時 間 加 熱し た も の 
3 : 釜石 鉄山 産 塊状 磁 鉄 鉱 
4; 

x 


AUN A SRL PE AREREK 
不純 物 


1) A.S.T.M., X-Ray Powder Diffraction Indices, 1-1111 及び 6-0502. 
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ずれ で いる こと が みとめ 
1 XH ii 
vey 第 1 図 Xie 


じ た が つて で 革 本 試料 は RR conn case ee 
BECKET, し か る も 
格子 恒 数 の より 小さ い 付 
物 で ある 。 こ の 点 か ら る も | 

Rg i 
で あぁ る こと が 支持 され —_ 
Boru a) A bee 

ある な ら ば 600°C 前 後 TU DC 3 ene 
に 加熱 され る と 赤 鉄 鉄 に 
転移 する の で , 加熱 に よ i 
つて 磁 鉄 鉄 に 相当 する 回 


eee lee ge 
GREET 24ST SD BARDS 


HEEFT SECH SZ. nRB 10 30 50 70 90 
第 2 表 で x 印 を 附 し た も 20 (Fe Kx ) 
ERBENZo 2 1% 600°C, 2 時 間 加 熱し た も の 
Eee ee . ZS BSK PERU RERRGE 
a eg ea 4. FUPRilL A SLL BE aBR HE 


RL, あぁ あわせ て 後記 する 
未 差 熱 分 析 曲 線 を 理解 する た め に , 試料 を 電気 訪中 で 600°C に 約 2 ee MBAL, それ に 
と も な う 回 折線 の 変化 を し らち べた 。 

その 結果 は , 前 記し た 加熱 前 の 試料 と と も に , B2BLBI RICA CHAM, BERK 
に 対応 する 回 折線 は 消 減 す る か , 又は 強度 を 減じ , それ に か わ つ て 赤 鉄 鉱 の 強い 回 折線 が 
あら われ て いる 。 ま た , 2.72A を は じ め と し 磁 鉄 鍼 に 対応 し な い 回 折線 は ほとん ど 変 化 
を みせ て いな い o。 

この こと は , 前 記 の 推定 を あう ちら づけ る も の で あり , また 化学 分 析 値 と て らし て , この 磁 
鉄鉱 型 鉱物 は マグ ヘマ イト で ある こと が 結論 づけ られ る 。 

な お , 2.72A を は じ め 3.22A, 2.45A 等 の 回 折線 に よ つ て 代表 され る 物質 に つい て 
は , 今回 の 調査 で は 同定 出来 な か つた 。 ま た , これ ら の 回 折線 中 に は , CMEC 
れ て いる y-Fe,O, Of8) と 一 致す る も の も 見 られ る が , それ ら に つい て は 7-FezO』 一 
Fe,0, 系 久 物 の 熱 的 挙動 と と も に さら に 検討 を 要する 点 も ある の で , こ ゝ で は ふれ な い 
CO 

次 に > この マグ ヘ へ マイ ト の 格子 恒 数 を や ゝ 正確 に 求め る た め , 強度 の 大 きい 数 本 の 回 折 
線 に つい て , 磁 鉄 鍼 の それ と 比較 し つ ゝ , 石英 に よ つ て 補正 し な が ら 測定 を くり か え し 
た 。 その 結果 , 各回 折線 か ら の 値 の 平均 値 と し て 8.362A+0.008A 示 得 られ た 。 

この 値 は , 磁 鉄 然 の 格子 恒 数 8.39A ょ り は 少 さ ぐい が, これ まで に 7-Fe20。 の 格子 恒 


1) A.S.T.M., X-Ray Pwder Diffraction Indices, 4-0755. 
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数 と し て あたえ られ て いる 8.31A~8.41A) に 比 し て か な り 大 きい 。 そ の 原因 に つい 
て は 今後 の 検討 が 必要 で ある 。 
4. RERD Hm 


未 差 熱 分 析 の 結果 を , 比較 の た め 行 つた 釜石 鉄山 産 塊状 磁 鉄 鉄 の 結果 と と も に 第 2 図 に 
Rt o 温度 上 上 昇 率 は 毎 分 10C で ぁ る 。 


第 2 図 示 差 熱 分 析 曲 線 
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1. 酸素 吹込 時 の 平 炉 ダ スト 
2. 釜石 鉄山 産 塊状 磁 鉄 鉱 


Schmidt と Vermaas5), Gheith) 4 k USS) に よ ょ つて 報告 され て いる 様 に 前 磁 
BEA 300~400°C 附近 に み ら れ る 鋭い 発熱 ピー ク と 580°C 附近 より は じ ま る 高原 状 
の 発熱 ピー ク の 2 つの いち じ る し ぃ い 発熱 ビ ピーク を 示す の に 対し て , 本 試料 は 200~500°C 
に わた る 単 一 の 発熱 ビー ク を 示す の み で , は つき り し た 差異 が みとめ られ る 。 

この 発熱 ピー ク は , 前 記し た 回 折線 の 加熱 変化 か ら も わか る 様 に マグ ヘマ イト の 赤 鉄 


1) Newhouse, W.H. and Glass, J.P. : Econ. Geol., 31, 699, 1936. 
2) Rooksby, H.P. : X-ray Identification and Crystal Structures of 
Clag Minerals. Edited by G.W. Brindley, 244, 1951. 


3) Hagg, G. : Zeit. Phys. Chem., 29B, 95, 1935. 
4) 渋谷 五郎 ・ 鉄 物 , 3, 640, 1958. 
5 


Gheith, M.A. : Am. Jour. Sci., 250, 677, 1952. 


) 
) 
) Schmidt, E.R. and Vermaas, F.H.S. : Am. Min., 40, 422, 1955. 
) 
) PRBS - RARER : 日 本 鉄 物 学 会 1955 年 度 年 会 講演 
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B~OIBICLADDL#H KRENZ. 

GheithY は , AT >-Fe。0。 は その 赤 鉄 鉄 へ の 転移 し も と ずく 560°C 附近 の 鋭い 発熱 
ビー ク の み を 示し , か つ そ の 温度 は 赤 鉄 鉄 の 共存 に そ にょ つて 影 絡 さ れる と し て お り , 入内 お 
よび 南部 は 高倉 鉄山 産 の 試料 に つい て 290° 附近 に 単 一 の 発熱 ピー ク を 認め て いる 。 

SE Fn a) TE 7-Fe。0。 一 Fe。O。 問 の 種々 の 格子 欠損 度 を 示す 天然 の マグ ヘマ イィ 
ト に つい て , 磁 鉄 鉱 と 同様 に 330°C 附近 の 鋭い 発熱 ピー ク と 580°C 以後 の 高原 状 発 熱 
ビー ク の 2 段 の 発熱 ピー ク を みとめ , さら に これ ら の 様子 は その 欠損 度 に よ つ て 種々 変化 
る どの る 

本 試料 は 前 記し た よう に 290°C 附近 に 単 一 の 発熱 ピー ク の み を 示し , この 点 で Gheith, 
科 内 ・ 南 部 の 結果 と 一 致す る が 温度 は 異な る 。 し か し ビー ク 温 度 は 結果 度 , 欠損 度 , 装 
@ WE, 量 , 上 昇 温度 等 に よ つ て 異な る の で , か か る 理由 に よる と 思わ れる 。 渋谷 の 示 
し た 複雑 な 発熱 ピー ク は マグ ヘマ イト の 欠損 度 が 低く か つ 磁 鉄鉱 の 混入 等 の 理由 に よる る も 
の で あぁ ろう 。 欠損 度 が 非常 に 高く , 化学 組成 が Fe。O0。 に 近い マグ ヘ へ マイ ト は 単 一 の 発熱 
ビー ググ を 示す の が 当然 と 券 え らち られる?。 


5. 電子 顕微 鏡像 


前 記し た よう に , 本 試料 は きわ め て ck ee 
徴 細 で 光学 頭 徴 鏡 に よる 観察 が 不可 能 
で あぁ つた の で , 電子 頭 微 鏡 に たよ つて そ 


の 形態 を 観察 し た 結果 , 第 3 図 に 示す bois 
_—__4 


~_. 


b 
うに , 多く は 0.1g BEORRORF 
又は その ブドウ 状 の 集合 体 か ら な る こ ¥ 
ERDMD zo 
a IE. rec 
6. 結 論 he te 
RE Se EIR LY FRAT BA ba 
色 の 廃 煙 に つい て 鉱物 学 的 に 検討 し た 
結果 , 多量 の マグ へ ヘマ イト が 含ま れる こと が わか つた 。 
この マグ へ マイ ト は , きわ め て 徴 細 (0.1 FEE) で , 200~500°C の 間 で 赤 鉄 鉱 に 転 
BL, また その 格子 恒 炒 は 8.362A で ぁ つ た 。 
ZB, 生成 条件 や 替 的 挙動 に つい て は , 不明 の 点 が 多く 今後 の 検討 に まつ と ころ が 太 き 


Wo 
本 研究 に あたり , 種々 御 指 導 , AMBRE 7: EDO RALKA TIA ih BAS, 南部 松 夫 助 
教授 に 深く 感謝 の 意 を あぁ ら わ す 。 


1) Gheith, M.A. ht, 1952. 
2) 短 内 常 彦 ・ 南 部 松 夫 : 鉱物 , 3, 486, 1958. 
-3) 渋谷 五郎 : 前 出 , 1958. 
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北海 道 浜 中 地域 の 鉱 庁 と 火 成 活動 に つい て * 


On the igneous activities and the ore deposit at 
Hamanaka area, Hokkaido 


藤原 2 夫 (Tetsuo Fujiwara)** 


we 


Abstract : The copper deposit of the Hamanaka area is located in 
the southern part of East Hokkaido. This ore deposit was discovered in 
the outer zone of Kuril arc, and is considered to be originated by the 
igneous activies of alkaline basic rocks. It must be a remarkable thing. 
The geological complex developed in the neighbourhood of this ore de- 
posit are the Hamanaka formation with alkaline rocks of upper Creta- 
ceous and some deposits of Quaternary age. The ore deposit is generally 
observed as massive or stratified bodies in the alternation member of 
black mudstone and tuffaceous sandstone, and these ore bodies consist of 
yellowish massive ore and dark gray Kuroko-like ore. The important 
minerals are pyrite and chalcopyrite, with minor quantities of sphalerite, 
galena, marcasite, quartz, and rarely calcite and barite. 

After all, this ore deposit is considered to be a cupriferous iron sulfide 
deposit from its geological situation, occurrence of ore bodies, and its dis- 
tinctive character of ore. And it is an ore deposit that have been replaced 
by hydrothermal solutions. 


Desert 


TEMP OSAPR*** は , 北海 道東 南部 地域 に ある 唯一 の 鋼鉄 床 で あつ て , 従来 は , Bekster 
床 と 考え られ て いた リ り 3)。 し か し , その 地質 と 地質 構造 , な ちら び に 鉄 床 の 形態 , 鍼 石 の 
性 質 な どか ら み る と , 黒鉄 式 鉄 床 と いう より も , CLA, TVA) Bisea eA 
岩 の 火 成 活 動 に 関連 を も つ , 特殊 な 交代 型 の 念 銅 硫化 鉄鉱 床 と し て , 取扱 われ ね ば な ら ぬ 


も の と 推察 され る 。 こ こ に , 現在 まで に 得 た 資料 お よび 調査 の 結果 を 取 ま と め て 報告 する 。 


浜中 の 鉄 床 は , RARE PAC HOT, 根 密 本線 浜 中 駅 の 南東 約 1.3km に 位置 し て い 
Do SARAHB AN 12 年 4 月 に 現地 の 人 に よ ょ つて 発見 され , その 後 , ARG RRA MSIL 
じ め 2, 3 の 人 に よっ つて 探 鉄 が 行わ れ , 相当 の 鉱 量 を 探 堀 し た ょ よう で ある 。 昭和 20 年 7 
月 以降 は 休 山 と な り , 現在 は , 寺 道 は 水没 崩壊 し , 霞 頭 も みなみ られ な い 。 


* 日 本 地質 学会 第 65 年 年 会 (1958 年 9 月 30 日 , 北海 道 大 学 ) に て 講演 。 
** 北海 道 立地 下 資 源 調 査 所 
*** 衝 四国 
1) APRS : 九州 録 山 学会 誌 , 10, 423~439, 1939. 
2) 木下 魚 成 : 本 邦 の 黒鉄 々 床 , 日 本 学術 振興 会 , 200, 1944. 
3) 河田 英 ほ か : 国光 鉱山 電気 採録 予 究 報 告 , 北海 道 立地 下 容 源 調査 所 , 1951. 
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2. MHS LOK 


この 地域 は , FRMARICMILT SFSU CAO), アル カリ 質 塩 基 性 岩 類 の い 
SUA KATE RHEL LC, 特性 ず け は られ て いる 。 


SIM 北海 道東 南部 の アル カリ 質 塩 基 性 岩 類 分 布 図 


2 


1 : アル カリ 質 塩 基 性 岩 類 ( 層 状 痢 入 岩 体 )、2 : 浜中 鉱床 


浜中 層 ?) : この 地域 の 基 毅 を な す 上 部 白 己 紀 層 で , お も に , 黒色 泥岩 ・ 粗 炒 ~ 細 北砂 
BORED 5S), ARORKA, BUC, MARRS TREL TOS. EMEC RRA, 
SEBOATE, IE, MEME OIE DUD 6 Zo FAVPRICE F BRST CME 
する と , お も に, ARG HA, MIEFORMHDOSLAM, PROM, Bee: 
な どの 伏 物 片 も るみ ら れる 。 和 倖 長石 の 一 部 に は , その 外 殻 を アル カリ 長石 に 包ま れ て いる る も 
の も ある そ 。 ま た , 玄武 岩 , EREBRUBORBUMS FEN So. COMM, この 地 


1) Minato, M., Yagi, K., Hunahashi, M. : Bull. Eaethq. Res. Inst., 
Tokyo Univ., 34, 237~265, 1956. 
YSEPDEMWPHSAISNRIOG Ali, いわ ゆる グリ ー ン ・ タ フ 地 域 
で , 外 帯 は , ABA ORBHWIMCHS. CORRS, 重力 異常 の 分 布 か ら , 標津 
鳥居 線 (100mgal.) ELT, し め さ れ て いる 。 し か し , 三谷 勝利 , 藤原 哲夫 , 長谷 
中 潔 ら の 根 審 半島 の 調査 結果 か らち は, 単 斜 構造 を な す 根 室 層 群 の 分 布 , それ に と も な 
う ア ルカ リ 質 塩基 性 岩 類 の 導入 位置 か ら 考 えて , その 境界 は , 厚 床 一 太田 線 (150~ 
200mgal.) EL TLYOLFWo 

2) 寺田 三郎 : 総合 研究 「 日 本 の 後期 中 生 界 の 研究 」 連絡 紙 , 7, 32~36, 1958. 
浜中 層 の 上 部 は , 根 密 半島 の 長 節 層 に , 下部 は , MACH S NS. 


lm 
ea 


210 


7G GK DM GK OR AB ab 


域 の 火成岩 と 関連 を も つ 北 灰 岩 で ある こと を し めし て いる 。 こ の 浜中 層 の 走向 は , ほ ぽ E 


~W の も の が 多く , BAL, 


10°~20°S で 単 斜 構造 を な し て いる 。 RRB Cis, こ 


の 中 に 層間 福 曲 が よく 発達 し て いる 。 作 幌 戸 で は , この 地層 の ABLE ~LAD-S FD 
ら , 保存 の よい アン モナ イト の ほか , DMA (イノ セラ ム ス , その 他 ), 小型 の 巻 只 , 腕 
足 類 , 有 孔 虫 な どの 化石 を 産 す る リ 。 


1 
2 
6 


He Fal Hl 


: 浜中 
or Oe ee 
SHOEI - 14 


第 2 図 浜中 鉱床 附近 地質 図 


/ 2 3km 


fe (2 


RE - 砂岩 互層 , PBR, 凝灰岩 , ABBR & BRE) 
石英 き ン ゾ = 岩 $ : 信 鉛 硫化 鉄 鉄 床 


BREYVY HH: 浜中 鉄 床 の 北方 に は , アル カリ 質 穫 林 石 粗 面 粗 灯 玄 武 岩 か ら 分 化し 


た 石英 モン ゾ ニ = ニ 器 が , 


We 


顕微 鏡 下 で は , 


長石 ・ 


Bik, も つと も 多く み ら れ , 


浜中 層 中 に 層状 六 入 岩 体 と し て み ら れ る 。 外観 は , FREI 類似 


CLO A taORAAS k < Aire 


mA CH So 
ひじ ょ うに 完 品 質 で , 粗 粒 な 構造 を 量 し , お も に , アル カリ 長石 (カリ 


TI-YIV—-A) SA, MR, Bue, 黒雲 母 な どか ら な り , その ほか , 
少量 の 石英 , PIC, 磁 鉄 鉱 , 方 沸 石 , ソーダ 沸 石 , 葵 沸 石 な ど が み ら れ る 。 ア ルカ リ 長 


1) 


ーー 
=} 


| 


RE : 


地質 , 64, 206, 1958. 


1~3mm の 他 形 結 品 を な し て いる 。 それは, カリ 長石 と ア 
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クー ツク レー ス で 7 前 者 は , 2VK=—62°, 76° で , 後者 は , 2Vx=—50° で ある 。 MHI 
1~3mm の 半 自 形 結 品 が 多く , Any, 2Vz=82° で ある 。 普通 輝石 は ) 1~3mm の 半 
自 形 ~ 他 形 結晶 で , 淡 緑色 を 呈し て いる 。 そ の 一 部 は , 黒雲 母 化し て いる が , また , BM 
系 に よ つ て , AMHPSYV—-YHG, FV YRAILL TWZIORX DAZ MAIL, 0.5 
~Iimm の 半 自 形 ~ 他 形 結晶 で , 大 部 分 緑 泥 石化 し て いる 。 Bas, 0.5.08mm の 
半 自 形 結晶 が 多く , ※ 三 淡 黄 色 , マ ・ZZ 三 暗 褐 色 の いち じ る し い 多 色 性 を し めし て いる 。 

VEORMO HEIL, BRUCE RAs, 比較 的 , 自 形 性 を 保つ が , その 後 
の 残 液 の 反応 に よっ つ て, 緑 泥 石化 し て いる も の が 多い 。 そ れ に 遅れ て 唱 出 する 倖 長石 や 普 
Als, 半 自 形 性 を と と る も の が 多い 。 こ の 普通 輝 石 は , さら に 黒雲 母 化 し , その 附近 に 
は , Fe 分 を 分 離し て いそ 。 ま きま た, 残 液 系 に より , その 周辺 か ちら ソー ダ 交 石 * エ ジ リ ン 交 
石化 し て いる も の も ある 。 ソ ー ダ 交 石 化 や , エ ジ リ ン 交 石 化し て いる 附近 に , 方 沸 石 , ソ 
ー ダ 沸 右 , 姜 沸 石 な ど が 多く み ら れ る の は , すでに 鈴 未 醒 が 指摘 し て いる よう に , こ 
れ ら 沸 石 の アル カリ 交代 作用 に よる も の と 考え られ る 。 ア ルカ リ 長 石 は , 晩期 の 品 出 鉱物 
CHEM, より 後期 の 沸 石 類 に よ つ て 交代 され , Ek, その 間 を 沸 石 類 や , 石英 に ょ つて 
充 塩 され て いる 。 

MRK > 浜中 鉱床 の あぁ る 石切 場 に は , 浜中 層 の 黒色 泥岩 中 に , ほ ぽ E~W o8 
理 面 に そつ て , BS 5cm て い ど の 薄い 斑 状 玄武 岩 の 岩 麻 が み ら れ る 。 外観 は , IKE 
FETZER, 堅 硬 な 岩石 で , SRA, PAOMEDASLNA MST Cid, 斑 状 構造 
を な し , Mat lt. お も に , ARE SAP SESS, と き に , RRAOASLN 
る こと も ある 。 HRA, 0.8~2mm, 輝石 類 は , 0.6~0.8mm で , いづ れる も , ABr~ 
半 自 形 結晶 で あぁ る 。 石 基 は , REROARA REROMAMA, HRORZSERT, 磁 
Bert EDAEA FIA, アル カリ 長石 な ど が 埋め て いる 。 この 岩 右 の 特徴 は , 0.02~0.04 
mm て い ど の 細 粒 石英 の 集合 体 が , MRED 分 解 し た あぁ と の 凌 隙 を 埋め て MHL CWS 
こと で ある 。 こ の 石英 は , 鉱床 の 生成 と 関係 を も つも の らし く , その 附近 に は , 黄 鉄 鉱 が 
k<A5NSO 

段丘 堆積 物 : この 地域 に , 標高 60~70m て い ど の 平坦 な 面 を 形成 し て , 浜中 層 や , 
それ に と も な う 大 成 岩 類 を お お つて , 広く 分 布 し て いる も の で ある 。 お も に , WD, HB K 
山 灰 か ら な る 。 Bx, 2m 以下 で ある 。 

沖積 層 : 幌 戸川 流域 や 海 早 ぞ に に 分 布 し , 幌 戸川 流域 で は , 湿地 帯 を 形成 し て いる 。 


3. 火 成 活動 と 鉱 化 作用 
北海 道東 南部 の TVA) BEAD 火 成 活動 は , 遠く 色丹 列島 か ら 根室 半島 を 経 
で 計 浜 申 地 域 に まで お よん で いる が , これ に と る な つた 仮 床 と で いう も の は , ほとん さ ど み ら 
れ な い 2)。 根 蜜 半島 で は , ユル リ 島 の 一 部 に , BRGAORBAR わずか に み ら れ る て い ど で 
ある 。 し か し 」 その 分 布 範囲 の 西 縁 に 当る 浜中 地域 で は , その 後 火 成 作 用 と し て 生じ た 孝 


1) Suzuki, J. : Jour. Fac. Sci. Hokkaido Imp. Univ. Ser.4, 4, 183 
~191, 1938. 

2) W.Q. Kennedy は , MmRAKREMY 77 HROMROAR THOT, 上 昇 
し た アル カリ 岩 に は , ほとん ど 鉄 床 が 随伴 し な いと いう が , この 北海 道東 南部 で も , 


その 傾向 が み ら れ る 。 ; : 
Kennedy, W.Q. : Schweiz. Min. Petr. Mitt., 38, 1~8, 1948. 
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水性 深 液 か ら , BRB OAMRULRCAOA MACOS OL ERLANG 
Wo どう し て , 浜中 地域 に だ け 久 床 が 生成 され た の か 明らか で な い が , RROAML BS 

を も つ , アル カリ 質 塩 基 性 岩 類 に つい て , 久 床 を まつ た く と も る な わな い 根 蜜 半島 地域 の も 
の と 比較 し て みる と , 岩石 学 的 に 差異 が し め さ れ て いる 。 す な わ ち , 根 蜜 半島 の アル カリ 
岩 は , 沸 石 類 が ひじ よ ょ うに 多く , ほとん ど 石 英 の なみ ら れ な い SiO。 に 不 飽 和 な 岩石 で ある 
の に 対し て , 浜中 地域 の アル カリ 岩 は , 沸 石 類 が 少な く な り , 石英 が 最後 に 遊離 し て き て 
いる 。 こ う ゆ う 点 か ら 考 える と , 北海 道東 南部 の アル カリ 岩 地 域 の 鉱床 生成 に は , SiO, 
の 生成 と いう こと が 重要 な 意義 を も つも の らし い 。 こ の よう な 遊離 理 酸 の 生成 に つい て 
は , KEve RAS, 地球 化学 , 構造 地質 学 の 上 か ら , さら に , 今後 検討 を 要する 問題 で 
あぁ ある 。 

鉄 床 の 生成 と 関連 を も つ ア ルカ ヵ カリ 質 塩 基 性 岩 類 の 火 成 活 動 の 時 期 は , 根室 半島 の 調査 結 
果 か ら 推 察する と , EMABMARCHAZI LI, 明らか な 事実 で ある D3) し た が つて , 
その 後 火 成 作 用 に よる 鉱 化 作用 は , 浜中 層 の 層 理 面 に そう 破砕 帯 や , 浜中 層 中 に 薄い 岩 床 
LL THEAL Cw ZEERY REO PRA AN, 層状 へ ~ 塊 状 の 交代 型 含 銅 硫化 鉄 鉄 床 を 
生成 し て いる 。 


4. 鉱 床 
DOTHARD. 5A Lv 3 AMA Sh, BAHL VIL, BIG 2 COT 
RAE ci ales いる の で , 現在 は , BROKE e ERSAT Sx 


LW CH BWo LAL, TROAHY ick Se, 
発見 当時 の 露頭 は , RAILCAR (SS 
高 約 5S0m) に あり , 数 息 に わた り 吉 出し て いた 
と いう 。 昭和 12 年 末 に , Mim DAS CHIEL 
RARE LHC, Z£OSMRI, 厚 さ 平均 1m 前 
後 で , 延長 約 26m, fPIC ZwoHK 10m 以上 に 
わた り 層 状 に あつ た と いう 。 ま た, この 釣 体 の 上 
下 に は 粘 士 を と も る も ない, この 中 に も, 径 1~100 
cm の 球状 ある い は レン ズ 状 の 鉱 塊 が 多く 含有 さ 
れ て いた と いう 。 BRMADE - HBX, N40° 
E, 20°~40°SE で ある 。 これ を 探 掘 し , 小坂 , 
国富 の 両 鉄山 に 約 250t を 売 鉄 し て いる 。 そ の 売 
1 : 浜中 層 2 : Heyes: 鉄 品 位 は , Cu4%, Ag 40 へ 50g/t, Au 2 へ 3g/t 
3: Om ($5) 水準 の 鉱床 ChOREWI. Eh, KRBISO ARAM 
4: —5m 水準 の 鉱床 20m に ある 瑞 祥 第 1 SECs, 黒 名 泥岩 中 に 薄い 

FAR & 7 TRER KERIO FRANC BIRIS HOTEL 


1) 三谷 勝利 ・ 藤 原 哲夫 ・ 長 谷川 潔 : SHO 1 MNS, 北海 道 立 地下 次 
源 調 査 所 , 1958. 

2) 藤原 哲夫 ・ 三 谷 勝 利 : 5 万 分 の 1 MOAR, 北海 道 立地 下 盗 源 調査 所 , 1959. 

3) RAVI: SAMMI: 5 万 分 の 1 根 志 北 部 図 幅 , 北海 道 立地 下 資 源 調査 所 , 1959. 

4) 北海 道 立地 下 資 源 調査 所 河田 英 技術 課長 お よび 現地 の 波 岡 符 穏 氏 の 盗 将 。 
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第 4 図 Hm GFR 


AREY J = 74 PORVEAIEL Pot 
Hay BLEL TOS. ELT, 鉄分 
eAREL TUNG (x50, // =a) ) 
(Fi 7V7) FA Bs: Bee O 

RRUEAIGL 7c RIC = MO: 磁 鉄鉱 
C: hii N:v-7iHe Q: 石 
英 ) 
2. HREVY =B POM HA Al 
PHYA, LY Y v WA {EL T 
: ) Wo (00, 77) = au) (CATS: 
" Py : Ve) 
= es 3. BERK EVE ( 
SE Py: week Gr: BARE MAMI, BS 
ス , アル カリ 長石 ) 

4. HEB BHMIRGE RAR APB IA LOT, 不 規 則 に 交代 され , RROD 
は 尊 状 化し て いる 交代 組織 。(x56) ((Cp + HRSK) 

5. BEKO AGU OSA PIER OR Fix Gh, 黄 鉄 鉄 の 密 雑 し た 交代 組織 。 
(x56) (Zn : BQdEgagk Pb : 7iiagk G * IRA) 


re ff a anil)) (122 
全品 子 , BEGRGK, 77 
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いう 。 こ の よう な 鉄 体 は , 膨 縮 に 富み , また , 断層 に よ つ て 寸断 され , RRICARE FD 
め た よう で ある 。 断 層 は , N30°E か ら E~W の も の が 多い 。 鉄 床 附近 の 母 岩 は , いち 
じ る し い 変 質 帯 を つく ら ず , わずか に , 副 い 斑 化 作用 と 緑 泥 石 化 作用 が み ら れ る て い ど で 
あぁ る 。 鉱 体 の 接触 部 は 粘土 化 が いち じ る し い 。 


5. 鉱 互 鉱 物 お ょ び 脈 石 鉱物 


SASK, お も に , BRK, 黄 鉛 鍼 か ら な り , ZNICSRORRM, PHI, Hoa 
鉄 が と も な われ て いる 。 脈 石 鉱物 は , 石英 お よび 方 解 石 , 重 品 石 な ど で あ る 。 

鉄 石 は , HABE, BY, RRR, BMMD> 6 7% SRK (第 4 図 4) と , BRE 
弧 密 で , 黄 鉄 鉄 の ほか に , PUMPS, HAG, 黄銅 鉄 な ど を と も な い , これ ら の 鉱物 が 密 
雑 し て いる 黒鉄 類似 の 鉄 石 (第 4 図 5) と が あぁ る 。 と くに , 後者 に は , 石英 , 方 解 石 , 重 
上 品 石 な どの 脈 石 鉱物 を と も な つて いる 。 前 者 の 銚 石 は , 黄 鉄 鉄 が 黄 鉛 鉄 に より 不 規則 に 交 
代 さ れ , 黄 鉄 鉄 の 一 部 は 粒状 化し て いる 。 後者 の 鉄 石 は , RRMA, Fae gz E 
に よう つて 交代 され , Fre, PGMS, 0.01mm て い ど の 点滴 状 黄 鉛 鉄 が よく 含有 
され て いる 。 こ の ほか , COBMAAIIL, 針 状 の 百 鉄 鉄 が よく 生成 され て いる そる 。 有 要するに, 
いづ れる も , 反射 頭 微 鏡 下 で は , 交代 組織 が いち じ る し い が , その 共生 関係 か ら み る と 低温 
HED} OCHSo SILOM + BAOM AD OHERTAL, XU DAA LEI E 
用 が 行わ れ , その 後 , SHORBRRM, BSG L, 最後 に は , BIRGR, WEG, 石 
英 , Aiea, BG EDA L CWA. FECT, RRO AS, HR GK 7s & OBE 
用 が いち じ る し さく 和 人 行わ れ た 部 分 が 黒 録 類似 の 鉄 石 と な つた よう で ある 2。 


OO pie 


この 鉱床 は , 前 に 述べ た よう に , SORROBRE, 鉱石 の 性 質 に お いて , 黒 鉱 式 鉱床 に 
類似 し た 点 も ある が , 地質 学 的 に は , FBIM OLA BA PCBs, Led, 
アル カリ 岩 の 火 成 活動 に 関連 を も つも の な の で , 特殊 な 交代 型 の 含 銅 硫化 鉄 鉄 床 と し て 取 
扱わ れる べき も の と 考え られ る 。 し た が つて , その 成因 は , ひじ ょ うに 興味 が も た れる 。 
し か し , Bite, SHEAR L. 鉱床 を 直接 観察 で き な い こと は , 残念 な こと で ある 。 さ ら 
に , 重要 な こと は , GKROA MAES T V WY BOAR POPC D, TVAVEDO 
性 質 に お いて る も , MEE BHUROAER, アル カリ が 飽和 し , ERICREL CO Zoirse 
LT, この 地域 の 岩石 は , 最後 に 石英 が 遊 離 し て いる こと で ある 。 こ の よう な 石英 の 遊離 
が 讐 床 の 生 成 と どの よう な 関係 を も つも の で ある か は , 今後 , さら に , 検討 を 要する 問 
題 で ある 。 

終り に , ご 指導 を 賜 つ た 北海 道 大 学 理学 部 地質 鉄 物 学 教 鹿 の 鈴木 醒 教 授 , 舟橋 三田 助教 
授 , 北海 道 立地 下 次 源 調査 所 の 斎藤 仁 所 長 , 斎藤 昌之 地質 鉄 床 課長 , また , 貴重 な 盗 料 の 
提供 を うけ た , 同じ く , 河田 英 技 術 課長 , 三谷 勝利 技師 , 長谷 川 潔 技師 , 現地 の 波 岡 知生 
氏 の 方 々 に 心から の 感謝 の 意 を 表す る 。 
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Ars Bt i) !| bit OMS ARS FORRAD RS 
並び に これ に 伴う 細 粒 包 有 岩 (追補 ) 


一 副 成 分 鉄 物 と し て の 磁 鉄 鉄 , 磁 硫 鉄 鉄 の 性 状 一 
Study of felsic metamorphic rocks and its associated inclusions 


which lie in gabbro-diorite at the up-stream of Horoman river, 
Hidaka province, Hokkaido (Appendix) 


— Especialy on the behaviors of magnetite, pyrrhotite 
as the accessory minerals of the rocks — 


we + 42 (Hiroshi Asai)* 


Aastract: The said rocks include scaly magnetite, hematite, pyrrhotite, 
chalcopyrite, and limonite as the accessory minerals. It is observed that 
these opaque minerals are deposited from the early to later stage, replacing 
the biotites. In the basic inclusions of felsic metamorphic rocks or in micro 
or medium gabbrodiorite, the volume per cent of scaly magnetite and 
pyrrhotite is higher than in felsic metamorphic rocks. 

Chalcopyrite always occurs, but a little in volume. Hematite also 
occurs a little, in felsic metamorphic rocks. Limonite is also formed in 
some rocks as pseudomorph after pyrrhotite. 

At the stage of the scaly magnetite, the clouding and cleaning of 
plagioclase and crystallization of hornblende, occur instead of forming 
biotite, accompanying basification of plagioclase, and at the simultaneous 
or a little later, sulphides are fixed as pyrrhotite or chalcopyrite. 

The geologic conditions for forming these rocks are discussed in the 
present paper. 


ly Ge Ge ses as 
日 高 国 幌 満 川 上 流 に は ; [ov SRBC re CHM, HAL, 粗 炒 な 塊状 の 比較 的 塩基 性 の 
岩 右 が 分 布 し て いる ! り 。 これら の 塩基 性 岩 中 に し ぼ ば し ば ば 小 規 模 な 範囲 の 細 粒 , toe: ARE 
DEREAREDEBAEARILS EOC 4. これ ら の 変成 岩 天 の 属 状 及び これ に 伴う 
細 尊 包 有 岩 並 びに 変成 岩 類 の RRC HS 塩基 性 岩 類 と の 関連 性 に つい て 先 に 述べ た 。 本 


* 北海 道 学 芸大 学 地学 教 蜜 

1) 刺 橋 三男 ・ 猪 木 幸 男 : PRM, 地 調 , 1956; 再 橋 三男 ・ 橋 本 誠二 ・ 
BHE - 猪木 幸男 ・ 外 崎 与 之 ・ 木 崎 甲 子 郎 ・ 広 田 正 一 ・ 春 日 井 昭 : 地質 , 62, 401 
へ 408; 62, 464~471; 62, 541~549, 1956; #HB= HB - BARK - RED KE 
36 - 斎藤 正雄 : Abe PARA, 31, 15~40, 1957; Funahashi, M. 
Jour. Fac. Sci. Hokkaido Univ. Ser. 4, 9, 415~469, 1957. 
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PLB LNB ORBOBA Pic IMAL L CABS ARR, ASK, BEDTR 
Bk, BGAGK, 神 鉄 鉄 等 に つい て , その 性 状 を 述べ , =, 三 の 考 察 を あげ て 追補 と する 。 け 
だ し , こ ゝ に 述べ る 諸 岩 右 中 に ある 上 記 の 不透明 鉄 物 の 消長 , 特に 磁 鉄 鉄 , 磁 硫 鉄鉱 の 消 
長 は 岩石 の 形成 期 の 条件 を 或 程 度 規定 し て いる も の の 如く 観察 され る か ら で あ る 。 

記述 を する に あ た つ て いろ いろ 御 対 論じ し て いた だ いた 北海 道 大 学 再 橋 三 男 , 橋本 誠二 両 
先生 , 北海 道 地 下 容 源 調査 所 斎藤 昌之 兵 を は じ め 多 数 の 日 高 変成 帯 研究 グル ー プ の 方 々 , 
引 始 変ら ちぬ 御 指導 と 御 団 振 を いた だ いて いる 北海 道 大 学 鈴木 酵 , 石川 俊夫 両 先生 に 厚く 計 
意 を 申述 べ る 次 第 で ある 。 

研究 に 使用 し た 経費 の 一 部 は 文部 省 自 然 科学 研究 費 交 付 金 , 開発 庁 , 北海 道 地 下 次 源 調 
ah, 北海 道庁 科学 研究 費 交 付 金 に 負う 所 が 多く ここ に 明記 し て 詩 意 を 申 上 げ る 。 


2. 諸 域 石 の 産 状 


造 岩 鉱 物 成分 の 副 成 分 と し て こ ・ ゝ に 記述 す 磁 鉄鉱 , 赤 鉄 鉱 , 磁 硫 鉄鉱 , 黄銅 鉄 , 神 鉄 鉱 
を 含有 する 講 岩 類 の 産 状 及 びそ れ ら の 相互 の 関連 性 に つい て は 既に 詳 述 し た が りり それら 
の 性 状 を こ ゝ に 要約 する 。 それ は 日 高 国 幌 満 川 上 流す オ す ど ピラ ルカ オマ ッ プ 有川 に ある SES 
質 関 緑 岩 中 に 見 られ る 小 規 模 な 圭 長 質 秦 成 岩 の は さ み で ある 。 こ の 媒 長 質 変 成 岩 は , BE 
母 ホ ルン フェ ルス , 黒 圭 母 混 成 岩 , トー ナル 岩 質 混成 岩 等 より 成り , mH 400m, Fee 
の 延長 約 500m (edt: OCH BRMERS RICSOT N40°E, 鉛直 : N60°E, 40° 
NW : N60°E, 80°NW : N80°W, 60°NE : EW, 8°N : N60°E, 24 Oe§ Vr 
理 を 示し て いる 。 又 部 分 的 に N40°E, 80NW : EW, Meo MMNC BIO lm 
ASO RMB ES OTS. CORAHOMAD 粗 料 黒雲 母 ホ ルン フェ VA, 黒雲 母 混成 
岩 は , 圭 長 質 変 成 岩 の う ち で は 小 規 模 な 範囲 に 分 布 し , EERE RAD PEEL ICH 
り (第 1 図 A) 五 に 不 規 則 な 纏 状 構造 を 示し , 上 上 盤 に 向 つ て 次 第 に 繊維 状 角 隊 石 一 トー ナ 
ル 岩 質 混 成 岩 が 多く な る (第 1 図 C)。 この トー ナル 着 質 混成 岩 の 一 部 は , 片 麻 状 構造 を 
AL, 繊維 状 角 関 石 一 黒雲 母 ホル ンプ フェル ス と 不 規 則 な RORREERL IWS (SIN 
B)。 更 に 上 上 盤 に 近づく と 繊維 状 角 関 石 , 褐色 角 関 石 を 比較 的 多く 含む 粗 粒 一 補色 角 関 石 
— SHER RE RESRRS (第 1 図 D, E) に な つて お り , 又 繊 維 状 角 隊 石 一 トー ナ 
ル 岩 質 混 成 岩 の 一 部 は 角 関 石 が 少く な り , 含 角 隊 石 一 黒 圭 母 混成 岩 に 移り 変り , 遂に 石 黄 
VEAP BAKRSZILLMBDS 

PARRIIS, S SICAL ARERR, BEAR yy 7s VADAREI RRB 5 
USS Ie ASE EE A RE Ea } OV BERENS ¢ e SAIC DS (第 
1 図 『)。 また 片 理 の 延長 方 向 で は , MBL DICH RAE Ree 
RR BE AAC TOT Bo 

以上 の 議 岩 石 は いづ れる も 線 構造 が FADE CR ODE CHS. COHRRAEREOE 
42, FRRUHT MOURA L DEMERS ZAMORA, PR MO 
主 に 神 色 角 関 石 を 有する も の で (BING, H, 1), 205 > ROE ESE RR 
AOD PARACEL Tur STAID So 

ROD RRC L CERAM b 明瞭 に 導 か れ た 優 白 質 の 黒雲 母 一 石 


1) est Bs Hor, 43, 26~35, 73~84, 1959. 


v4 Vir 


SIR RRR PORRAEREOWEN 


1 細 , PRESEN 2 BRAK VY 7212, BEBE 
Re 3 }-F, BRS (Ae -Gok-RESHRE, HRS 
緑 岩 を 含む ), 4 ROC, 5 比較 的 に 顕著 で な い 片 理 , 6 ORR 
理 , 7 圧 砕 帯 の 走向 儲 斜 , 8 節理 に 沿 つ た 優 白 質 脈 状 岩 の 走向 , 傾斜 , 9 
圧 砕 帯 , A 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス , REEMA OMRE, B HER ALA 
黒雲 母 ホル ン フ ェ ル ス , RHE } FT VSB QE ORE, C 繊維 
状 角 図 石 一 トー ナル 岩 質 混成 岩 , D,E, F Mee aR ABA 
RES maDb SH, G, HI, 1 mht, 中 粒 の 黒雲 母 一 神 緑 色 角 関 石 一 斑 煽 
岩 質 隊 緑 岩 , x 印 は 所 調 変 成 石灰 質 団 球 の 位置 , 黒丸 は 細 粒 包 有 岩 ) Py 準 グ ロ 
2 obEkha ARA BZA, Po iia ha ARAR2k-, P; we 
inca hia —-@REee—_phAaAkad, Py Wages age —ARA 
—AK ae Ps tiki thi-REel-BeRtbeahappeehe RA 
=OR, Re A—-OR GHMBUOR), Rye 左 一 の 沢 , RR」 RR。 が 合流 し て オビ ピラ 
ルカ オォ マップ 川 と な る 3 RSH Hy tits, OP オビ ラル カオ マッ プ 川 | 
※ 印 は 第 | 図 本 図 の 位置 。 


英 一 斜 長石 岩 か 或 は これ か 更に 導 か れ た 石英 一 斜 長石 岩 に よ つ て 包み こま れ て いる 。 
-ERBE MAO APC & SPOR SO MBC Ot 優 和 白質 の 石英 一 斜 長石 脈 
状 岩 が これ を 玄 塩 し , LOMRBORMISE SAR AO AR CHATS CORB 
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WOCHHET HA, 先 に 述べ た 黒雲 母 一 石英 一 斜 長石 岩 の 如 く 直 接 に は 変成 岩 類 と の 
関係 は 明 隊 で な い が 密 接 な 関連 性 を も つて いる も の と 考察 せら れる 。 

XC, 先 に 述べ た 斑 長 質 変成 岩 の う ち で , 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス 中 に は 所 調 変 成 石灰 質 
囲 球 が 形成 すら れ て いる 。 ま た 細 粒 黒雲 長 ホ ルン フェ ルス を 除き , 他 の 粗 炒 な 変成 岩 , 混 
成 岩 中 に は それ より る も 細 粒 な 比較 的 有色 鉄 物 を 多く 含む 塩基 性 の 岩石 (第 1 図 Pi Po, 
P。, Py Ps の 黒点 ) と 前 述 の 黒雲 三 ホ ルン フェ ルス 中 の 所 調 変 成 石灰 質 団 球 と 比べ て 大 
いさ 及び 岩 質 の 異 つ た 変成 石灰 質 団 球 (第 1 図 x 印 ) が 変成 岩 , 混成 岩 に 包 有 され る 迄 に 
それ ぞ れ 形成 され , 数 多く 存在 し て いる の で ある リリ 。 こ 上 ゝ に 注意 さる べき は , 粗 粒 な 斑 長 
質 変 成 岩 か ら 導 か れ た 黒雲 母 一 石英 一 斜 長石 岩 を 除い て は , この 談 成 岩 , 混成 岩 の 周 囲 に 
ある 福 色 角 図 石 を 有する 斑 灯 岩 質 関 緑 岩 を 直接 包 有 し て いる こと が な いこ と で ある そる 。 

前 述 し た 変成 岩 類 , 混成 岩 類 及び 脈 状 岩 を 列挙 する と 

1 ae, PHBE RY 72 Vx (IBA) 

SiHk ie fay REE VY 72 VK (第 1 BB) 

RAYE De (第 1 図 A) 

HERR A} Te QRS IM B,C) ( 含 石英 一 繊維 状 角 尊 石 一 黒雲 
母 一 病 緑 岩 質 一 混成 岩 を 含む ) 

5 ALA: PARKER RES” (第 1 図 D, E, F) 

6 含 角 関 石 一 黒雲 母 混成 岩 (第 1 図 D, E, F の 一 部 ) 

7 a 黒雲 母 一 石英 一 斜 長石 岩 .( 第 1 図 『F の 一 部 ) 

b 石英 一 斜 長石 脈 状 岩 (第 1 図 i) 

より 成 つ て いる 。 

更に 1 の 粗 粒 な 岩石 中 に 黒雲 坪 の 準 グ ロメ ロ 斑 状 構造 を 有する 斜 長石 一 黒雲 母 岩 の クロ 
Y >} (BIN Py), 3 に は 準 畑 緑 岩 構造 一 斜 長石 一 黒雲 母 岩 (第 1 図 P。) が 包 有 され , 
4 に は 人 準 交 緑 岩 構 造 一 令 黒 雲母 一 角 隊 石 一 斜 長石 岩 や (IN Ps) BHD, 5 rice 
岩 構 造 一 黒雲 母 一 斜 長 石 一 角 図 石 岩 や (IM Py) が また 7a (lH PRLORERG 
aR GIR Ps) が それ ぞ れ 包 有 され て いる 。 7a OAKBGHEEEE 
成 岩 の 周り の 岩石 の 一 部 で あぁ る 。 2, 6, 7b に は 包 有 岩 は な い 。 

以上 述べ た 岩石 に は いづ れる も 普遍 的 に 磁 鉄 鉄 , 磁 硫 鉄 鉄 , 黄銅 鉄 が 含ま れ 赤 鉄 鉄 , 福 鉄 
鉄 が 一 部 の 岩石 に 認め ちら れる 。 し か し これ ら の 人 鉄 石 の 消長 は それ を 含む 岩石 の うけ た 運動 
状態 を 示し て いる 。 


の ND 


1) 現在 みな らち れる 黒雲 坪 ホル ンプ フェル ス 中 の 所 調 変成 石灰 質 団 球 が 更に 変成 し て 
混成 岩 類 の 中 に 石灰 質 団 球 と な つて いる 証拠 は 少な い 。 それ ぞ れ の BRARAMER 
は , 後期 に 形成 され る 変成 岩 , 混成 岩 類 の 形成 条件 に 応じ て 先 秘 的 に それ ぞ れ 岩 質 を 
暴 に し て 形成 され た ( 渡 井 宏 *: AHL, 1959), : 

2) CORAM 4 ODS PBR NN 7A ITI RFS 7H 
で ある こと は 既に 述べ た (RIF: ATH, 1959), 

3) 4) これ ら の Ps, P』 の 岩石 が 変成 の 初期 か ら 包 有 さ れる 迄 に 形成 され た 細 誇 
DNR 2 IT AAT Y ク 岩 で ある こと 及び その 形成 機構 は , PL P。 O88 FE 
密接 な 関連 を も つて いる こと を 既 に 述べ た (IRE: 前 出 , 1959) 。 し か も Py, P, 
の 如き 岩石 が 黒雲 母 化 を うけ て Py Pe の 岩 右 に な つた 証拠 は 全く な い 。 
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3. 磁 鉄鉱 , 赤 鉄 鉱 , 磁 硫 鉄鉱 , Bi, 福 鉄 鉱 の 性 状 
2 TA CHER L FBS OMARIC OW CILEIRL ROC > で は 省略 する 。 こ ほ ゞ に 各々 の 


岩石 の 講 鉱 物 成分 を 再 記 し , 更に 諸 鉱 石 を 主として 酸化 鉄鉱 と 硫化 鉄 物 に 分 け , nen 
DRADSERDKA COME ROIEML, 更に 倖 長石 の 灰 長 石 成分 及び 基 の 範囲 , HR 
を 考慮 に いれ て 記述 する こと と する 。 殊 に 和 長 石 の 性 状 は 造 岩 鉄 物 と し て の 酸化 鉄鉱 の 生 
成 と 密接 な 関連 を も つて いる も の と 考え られ る か ら で あ る 。 


1. (a) 
AAD 5.5%), 


MBER VY 72 VA (PR 47.8%, RSE: 41.996, 石英 4.896, 
BRADIRRA MANE Anss, Ags, Ange, ~CAREIGK IT REGREK 


BARBERS, 混成 岩 及 びそ れ に 伴う MRSA A PO BER RRR, 同 
鉱 等 の モー ド (BR) LeEnNRSENSBAPOR 


FAS, AIRES, Tae 
長石 の 灰 長石 成分 (AM), 上 より 
FABER Y 7 x 


ル 岩 質 混 成 岩 , 


x 


ス , 
5 粗 立 一 褐色 角 阿 石 一 繊維 状 角 図 石 一 黒雲 母 陰 緑 岩 , 
mE BNA BEE Kea» 


3 黒雲 母 混成 岩 , 


1 細 尊 一 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス , 


2 繊維 状 


4 iter ARa— b-F 


6 AK 


7 黒雲 母 一 石英 一 斜 長石 岩 , RMT aR 
Sk, AAG, SAMO RBG, 同 黄銅 鉄 , 白色 の 長方形 の 部 分 は 終 長 
夏 の 灰 長 大 成分 の 範囲 を 示す 。 各 棚 の 数 字 は 磁 鉄 鉄 と 磁 硫 鉄 鉄 の 比 を あら わす 。 


第 2 図 2 


BEAR, 混成 岩 な どの 包 有 岩 , PHOMRAR-RE 


REGS, 同 赤 鉄 鉄 , 同 磁 硫 鉄 鉄 , 同 黄銅 鉄 等 の 容量 


ZBEPOSRBOKRA RA ( 左 図 ), 


Wt b> RAKE 


REE RES—_ANA-ARAA> 


Se, 


に 
2 Wen is Ha at 


% (A 


BEPA 
図 ) 
DME 


a 


Thr 


長石 


$e. 


UE Of IR 
Lenya tn 
a Xk aE 


4 


CE CA 
5 kB AREA ice» 


FREED £5 


黒雲 母 


構造 一 黒雲 


tLe, 3 ene 
SAME 
TR RERGR, Tel 


HG, SRG RB, AKA, 白石 の 長方形 の 部 分 は 斜 長 石 の 灰 
長石 成分 の 範囲 を 示す 。 各 机 の 数 字 は 磁 鉄 鉱 と 磁 硫 鉄 鉄 の 比 を あら は す 。 
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赤 鉄 鉄 2.696, BEG, BAK? 2.996 を 示す (第 2 図 1)。 磁 鉄 鉄 と 磁 硫 鉄 然 の 比 
1x 0.9 CHS. 

(b) REGO u 2 uP RMS > ON RA-REGS (BEE 62.39, ARG 
28.996, 7ANBARGKD 8.696, 石英 , RORIKYORE AIA 0.29%), ARAOKRARY 
は Ang; Angg, ANgg ~CAGAAGK SRE, 赤 鉄 鉄 4.79%, BEEK, BRAK 3.996 
を 示す (第 2 図 2)。 磁 鉄 鉄 と 磁 硫 鉄 鉄 の 比 は 1.2 CHS. 

(Cc) YMRS ORE RES (REA 60.6%, ARE 28.5%, 石英 7.4%, 
ASKIN, Say, PRG 3.5%), SRADKRRARANIM AZO DIE ANgy, 
Ans;, Angs, ANgg, で 細 粒 な も の は Angs, Ang, Angs, Ange, ANgo~5¢, ANgo, ADgs, 
An』。 で 不透明 鉄 物 は 磁 鉄 鉄 , ARGRGK 2.196, 磁 硫 鉄 鉄 , HGGK 1.496 を 示す (第 2 図 
2)。 磁 鉄 鉄 と 磁 硫 鉄 鉄 の 比 は 1.5 で ぁ る 。 

諸 鉄 石 は いづ れる も 鱗片 状 で ある 。 磁 鉄 鉄 は 第 3 図 1, 2, 3 cRU Re BES OBB 


第 3 図 


細 粒 , 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス (1, 2, 3, 4), 繊維 状 角 関 石 一 時 雲 坪 ホ ルン フェ 
ルス (5, 6), 黒雲 母 混成 岩 (7, 8,9), 繊維 状 角 隊 石 一 トー ナル 岩 質 温 成 岩 
(10, 11), RRE—BR-ARAS (12) の 鱗片 状 磁 鉄 鉄 (MT), 同 灰 鉄鉱 
er FIRERGRGK (PO), TAlSeeAGK (CP) 及び 福 鉄 鉄 (LO) の スケ ツチ , 
1… 黒 雲母 


) 赤 鉄 鉄 の 容量 6 は 小さ い の で ほとん ど 磁 鉄 然 の みよ り 成 る と みて よい 。 以下 


1 
ar A Re iD 
2) 黄銅 鉱 の 容量 % INE WO CELA EL BHRGMOARLORZLATIW< 以 
Apex aiclelibxs 

3) ジル コン , PRI, KEG, BHR, 緑 泥 石 等 は いづ れ の 岩石 に お いて も その 容 
量 96 の 総和 は 小さ い 。 し た が つて ほ tAERGARWOADAE % L#RTXL 
DOA Vo DOP SAIC os 
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VOW D DBE CICA TS SERBS OMMMNCM EAS CHM NV Bo 
この よう な 事 は 既 述 し た 如く 黒雲 母 が 不安 定 に な つて 消 散 する 過程 に ある か , 或 は 消 散 し 
た も の で 磁 鉄 鉄 が 後に 残 つ た も の で ある 事 を 示し て いる 。 こ の 鱗片 状 磁 鉄 鉄人 先 に 存在 し 
て いて 黒雲 生 に よ つ て 包囲 され た と か 黒雲 母 の 卓 出 後に 新た に 別に BAL LV 5 ew 
は な い 。 

赤 鉄 鉄 は 六角 板 状 又 は 鱗片 状 で 黒雲 母 と 離れ て 存在 し 倖 長石 に 包囲 され る (第 3 図 4)。 

磁 硫 鉄鉱 , 黄 鉛 鉄 は 密接 に 伴わ れ 矢 張り いづ れる も 鱗片 状 で ある 。 前 者 は 明らか に BE 
母 の 形 を 埋め て 形成 され て いる 比較 的 大 形 の も の (第 3 図 1. 2) と 稽 々 灰色 を 帯び , KOR 
で 黒雲 母 の 刷 開 に そつ て 形成 され る 小形 の も の (第 3 図 3) が ある 。 こ の 小形 の も の は , 
その 延長 方 向 が 磁 鉄 鉄 に な つて いる こと が ある 。 後 者 の 黄銅 久 は 鱗片 状 で 磁 硫 鉄 鉄 の 周辺 
部 に ある 場合 が 多い 。 

黒雲 母 が 消 散 し て 磁 鉄 鉄 を 残し た 部 分 は 斜 長 石 が 汚濁 し 更に 新鮮 化し , その 新鮮 化し た 
EBD DERAAEIC 7 STEMI RH So MRADMPMEL MAHAR MA BRILL MUL HE 
B, 7274 } SORBMDIBGA NARAIOSUESZLWYY —FV S-—Ys VERE 
So HLERT~ XBT ZREAKCLN CLOREBIBY (第 2 図 1, 2), 

2. SHERARG-BEE Ry 72 VK ( 和 斜 長 石 ) ミル メカ イト 42.306, Be 
35.496, 7ANBARSKY 12.796, 繊維 状 角 図 石 7.69%%, 石英 2.0%) 。 終 長 石 の 灰 長石 成分 
は Ans, ANgy Ang, Ang, Ang, で 不 透 呈 鉱 物 は 磁 鉄 鉄 3.896, 磁 硫 鉄 鉄 , 黄銅 鉱 
8.996 と な つて いる (第 2 図 1)。 磁 鉄 鉄 と 磁 硫 鉄 鉄 の 比 は 0,4 で あえ 。 

講 鉄 石 は いづ れる も 魚 片 状 で 黒雲 母 の 消 散 し た 部 分 に 形成 され る 。 第 3 図 5, 6 は その 性 
状 を 示し た 。 BHR I OBALAROUREART o BMPS Liem L ee < REED 
形 を その ま * BRABOBD Z KIBO 4 Ot REGO—ME BH ZAR VHRAA D VB 
の も の は 灰色 が 強く 反射 色 が 弱い 。 PRADIERIEIOBALAROMRE RT AAR 
の 灰 長 右 成 分 の 示す 範囲 は や ゝ 大 きく な る 。 

3. 黒雲 母 混成 岩 (AEG 60.4%, 石英 19.796, BRE 16.5%, ARNE, Bitte 
A, 8 3.4%) 和 斜 長石 の 灰 長 石 成分 は Angg An2。, Agy を 示し , 不透明 鉱物 は 磁 鉄 
Sk, 赤 鉄 鉄 0.896, 磁 硫 鉄鉱 , HAGE 2.696 を 未 し て いる (第 2 図 1)。 磁 鉄鉱 と 磁 硫 鉄 
GOH 0.8 GHZ. 

磁 鉄 鉄 は 黒雲 母 の 残 品 を 残し て 鱗片 状 で 黒雲 母 の 消 散 し た MOVARAA ON tw 
て いて 磁 鉄 鉄 は 斜 長石 に 包囲 され る (第 3 図 7, 8)。 赤 鉄 鉄 は 六角 板 状 又は 鱗片 状 で 矢 
張り 和 斜 長 石 に 包囲 され て いる 。 

磁 硫 鉄 鍼 は 磁 鉄 鉄 よ り 大 形 の 鱗片 状 の も の と 粒状 の 灰白色 の 強い 微 晶 が あり (第 3 図 8, 
9), いづ れる も 黒雲 母 の 形 を その ま > 保つ て 生成 し て いる か 又は その 一 部 を 埋め て いる 。 
BRAG LATCOREAREGR IC PED NZ. BEER TC, その 後に 磁 鉄 鉄 を 残し , SURE 
GREE TE RL BEALL RMS, 斜 長石 が 少 染 する か また は 新 解 化し て 汚染 鉱物 が 
粒状 化す る 傾向 が ある 。 こ の 新鮮 な 斜 長石 は 塩基 性 に な る が , OBB ARAOR 
長石 成分 の 範囲 は せま い (第 2 図 1)。 

4. Mite fERiG b TVR (ARG 44.296, RER 34.196, 繊維 状 角 
BY 11.396, ARRRSKD, 4B 6.8%) 舎 長 石 の 灰 長 石 成分 は AMg,, APgg, Ans。, 
ANgy, Ang, Ange Ang, ANgg を 示し , 不透明 鉄 物 は 磁 鉄 鉄 1.9%, 磁 硫 鉄鉱 , 黄銅 鉱 
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4.9986 に な つて いる (第 2 図 1)。 磁 鉄 鉄 と 磁 硫 鉄 鉄 の 比 は 0.4 で あぁ る 。 

REFRORIZNO SND EIR CREROWRL BOI RA NS (第 3 図 10)。 磁 硫 鉄 鉄 
は 大 形 の 鱗片 状 の も の (第 3 図 11) と 反射 色 の 弱い 灰白色 の 小粒 の も の と が ぁ り , いづ 
れる 黒 圭 母 の 外形 を 明らか に その ま ・ ゝ 埋め て いて その 内 部 に 黒 圭 母 片 の 徴 曲 を 残し て 形成 
する (第 3 図 11) 。 黄 鋼鉄 は 大 形 の 磁 硫 鉄 鉄 に 伴わ れる 。 稚 長石 は 黒雲 母 の 消 散 し た 部 分 
で は 洗 漁 し 一 部 に 磁 鉄 鉄 が 残り 更に 新 解 化 する 傾向 に あり, この 部 分 は 他 よ り る も 塩基 性 の 
斜 長石 が 形成 され て いる 。 和 倖 長石 の 灰 長石 成分 の 範囲 は 広 が つ て いる (第 2 図 1)。 又 不 
PEAGKMO 5 も 磁 硫 鉄 鉄 が いち じ る し く 増 加 す る 。 

5. iei— ee RSE ERA RESHRS (ARG 53.69, 黒雲 母 21.8 
6, 繊維 状 角 関 石 8.796, 福 色 角 阿 石 , 淡 緑色 角 図 石 6.39%, BH 4.396, ABRAM, 
ジル コン , BRR, BIKA. HR 5.396) 斜 長石 の 灰 長 石 成分 は ANg,, Ang; Angg, 
Ango, ANgs FART o APPAR BERGK 4.196, 磁 硫 鉄鉱, FRAG 1.296 CHS (第 2 
図 1)。 BL, 磁 鉄 鉄 と 磁 硫 鉄 鉄 と の 比 は 3.4 を 示し て いる 。 

磁 鉄 鉄 は いづ れる も 鱗片 状 で 前 述 と 同様 に 黒雲 母 の 消 散 の 際 に 残し た も の で あぁ る 。 磁 硫 鉄 
鉄 は 黒雲 母 の 位置 を 占め て 存在 し 鱗片 状 で ある 。 し た が つて 黒雲 母 が 消 散 し て HERS 
敵 石 が 形成 され る リ 場合 に 多く の 場合 は 繊維 状 角 関 石 中 に 磁 鉄 鉄 , 磁 硫 鉄鉱 ほ 包 有 き され 
る か 又は 並行 し て 形成 され る 。 双 この 際 に 磁 鉄 鉄 の 一 部 は 繊維 状 角 関 石 の 形成 に 使わ れる 
こと が 観察 され る 。 繊維 状 角 了 石 と 伴わ れる そ 磁 鉄 鉄 は 一 般 に 小形 か 又は ほとん ど 存 在 し な 
い 場 合 が 多い か ら で あ る える 。 委 長 石 は 黒雲 母 の 消 散 する 場合 に その 黒雲 母 の 位置 を 占め 汚染 
し 部 分 的 に 黒雲 母 の 残し た 磁 鉄 鉱 を 包 有 する 。 更に 和 倖 長石 は 新鮮 化 し 塩基 性 ze SHE 
讐 物 は 粒状 化し 斜 長石 に いち じ る し い シ ー ラ リゼ ーション を 人 与え て いる 。 そ の 程度 は これ 
まで 述べ た 岩石 に 比べ て 最大 で ある 。 又 灰 長石 成分 の 範囲 も 広がる (第 2 図 1)。 

6. 含 淡 緑 色 角 隊 石 一 黒雲 母 混成 岩 (MRA 66.0%, ARG 15.0%, 石英 14.496, 
淡 緑 色 角 阿 石 3.59%, RISK, RYE, 181.29) 和 倖 長 石 の 灰 長石 成分 は Ange, 
Anss, Anss, An4o, AN 4, を 示し て いる 。 APSR PONT REPRE 0.69, 磁 硫 鉄鉱 , Boe gk 
0.6% で あぁ る 。 磁 鉄 鉄 と 磁 硫 鉄 鉄 の 比 は 1.0 FART. 磁 鉄 鉄 , 磁 硫 鉄 鉄 は 共に その 量 少 
く , BET ROS OCH So ERT FIBROSIS Fe EOS UC YO RE LO REE OV 
NE RS 灰 長 石 成分 の 範囲 は や > 広い (第 2 図 1 Jo 

7. 黒雲 母 一 石英 一 斜 長石 岩 (ARG 53.19, 石英 24.396, BSS 22.395, ABRAR 
鉱物 , PRK 9.39%) 倖 長 石 の 灰 長 石 成分 は Ang, Ang, FAT. AUIS RERR 
GK 0.296, 磁 硫 鉄鉱 , ABBE? 0.196 と な つて いる (第 2 図 1)。 又 磁 鉄 鉄 と 磁 硫 鉄鉱 の 
比 は 2.0 を 示す 。 

いづ れる も 鱗片 状 で その 量 は 上 述 の 岩石 に 比べ て 少 い 。 磁 硫 鉄 鉄 が 神 鉄 鉄 化 する (第 3 図 


1) この よう な 現象 叉 は これ と 類似 の 現象 は 既に 二 , 三 の 例 に つい て 述べ た (BEE 
宏 Gk, 40, 1, 21.27, 1956; 地質 , 62, 727, 177~188, 1956; gk, 
40, 3, 93~103, 1956; 49k, 41, 6, 246~253, 1957; s3g%, 42, 2, 53~64, 
1958; GK, iH, 1959) 。 VMPC RORBOREBE RY 7 = VAIL 
BLINN EW RREADY Cw S (ARE: Jc PARA, 40, 1~11, 1958), 

2) HBROAE % は 小さ い の で ほとん ど 磁 硫 鉄 鉄 の みよ りな つて いる も の と 療 
RR DS 
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12) MRA Co CHIL, 塩基 性 化 の 程度 は 少 い (第 2 図 1)。 

8. ‘Hive thia—-2RAE—AME-ARAE (AEG 53.796, SHORES, 2B 
fi f8NG 37.296, ARERAGKI, Vay, BIR 4.39, EASE: 2.796, 石英 2.196) 
SRADIRRARINE Anss, Ags, Any, Ang Attys, ae An Anges Anyg, Any, 
ANse, ANsy ANsg FAS o AUG ML RG 3.396, REBEREOK, 黄銅 伏 1.0% ca 
る (第 2 図 2)。 MW, BRK L VHRGMOL 3.3 を 示す 。 

磁 鉄 鉄 は 鱗片 状 の も の で 単独 に 存在 し て , SHR AICS れ て いる か 或 は 黒雲 母 が 消 散 
し た 後に 黒雲 母 の 笛 開 に 沿 つ て で き て いる 。 こ れ ら の 性 状 に よっ つて 判断 する と 単独 に 存在 
する 磁 鉄 鉄 も 黒雲 母 の 残し た も の で ある 。 MRAILS HC PHBL 6 新鮮 化し て 塩基 
"性 に な る 信 向 が 大 きい 。 THARMINREROBA, 基 の 他 の 微 品 の フェ ライ ト に な り 終 
長 右 に 革 く シー ラリ ゼーション を 与え て いる 。 

磁 硫 鉄 鉄 , 黄 鋼鉄 も 鱗片 状 か 或 は 鱗片 状 の 形 を し た も の が 集 つ て いる 。 ま た 磁 鉄 鉄 の 内 
部 に 磁 硫 鉄 鉄 が 存在 する こと が あ 
Bo BERS + PERRIS 一般に な め 
ら か な 線 に よ つ て 区 画 さ れ て いる 。 角 
PIG ERE, 磁 硫 鉄 鉄 と が 伴う 場合 
は 角 際 石 中 に 不 規則 に 散 点 し て いて 角 
石 と の 関連 性 は 少く 黒雲 母 が 消 散 し 
CHRALIERL 2 ORE RARER, BK 
鉄 鉄 が 包 有 さき され た も の と 考え られ る 

第 4 図 1, 2, 3)。 黄 銅鉱 は 磁 硫 鉄鉱 
に 伴わ れ て いる 。 倖 長石 は その 成分 の 
範囲 が 増加 する と 共に 新鮮 化 , 塩基 性 
化 の 現 祭 が いち じ る し い 。 

9. 伏 交 緑 岩 構造 一 黒雲 母 一 斜 長石 
BRAS (SRA 35.1%, HER 
AAA 27.396, FAB 20.5%, 福 色 
FBP 14.596, RBG 2.596) 
ARAD KRABANL, 粗 炒 な る の は 
Anss, ANgo, AN42, An4s, ANys, An 
as, AMgo, Ang。 “CABEL ZH DIE An iia Hai — Ss REA At 

i 長石 岩 (し , 2, 3), ena HEFL 

38, An4ap を 示し て いる 。 不透明 鉄 物 雲 坪 一 斜 長石 一 角 図 石 岩 (4, 5, 6, 7), 
は 磁 鉄 鉱 2.3%, RERBRSK, TaPAGK, sete EPA eee (8,9, 10) の 鱗片 状 
HBS 0.29 CHS (第 2 図 2)。 磁 REEL (MT), 同 磁 硫 鉄鉱 (PO) の 
鉄 鉄 と 磁 硫 鉄 鉄 の 比 は 11.5 を 示す 。 AFF, BM SSA, Ble AREER 
BENS BURL WSN Yd BRA REAL 
て いる (第 4 図 4)。 内 部 に 磁 硫 鉄鉱 を 包 有 し た 如き 産 状 を 示す こと が ある 。 いづ れる も 黒 


1) 含 銅 硫化 鉄 鉄 床 に も この よう な 現象 が 認め られ て いる GR 俊明 : 鉄山 地質 
6, 22, 207~222, 1956). 
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圭 母 の 周辺 部 か 又は 内 部 に 鱗片 状 の 結晶 を 排出 する (第 4 図 5, 7)。 磁 硫 鉄 鉄 は 明らか 
に 黒雲 母 の 外形 を その ま ・ ゝ 交代 し た 如く な つて 存在 する 比較 的 大 唱 の も の と 景 雲 母 と 共 供 
L TKRHEORURAGORVERODDERSDS (第 4 図 6)。 HRA MICA 
化 が 強く その 性 状 は 9 に 述べ た 如く な つて いる 。 注意 すべ き は 磁 硫 鉄 鉄 が 福 鉄 鉱 に 周辺 
部 か ら 談 化し て いる こと が 観 鶴 せら れる 。 和 倖 長石 の 灰 長 石 成分 の 占め る 箇 囲 は や ゝ 大 きい 
(#282). 

10. SEH E BESS (ARIZ dD ORBRERINA 45.0%, ARE 35.696, 
HER: 17.196, 不透明 鉄 物 , HB 2-296, BR 0.19 CHR LOA 48.696, 
FES PERI, SRMEIRPSEIG 35.196, SER: 9.496, 石英 4.296, ABABSKID 2.796) 
NEBOREARAIX, Ang, Ang, Ange Ang, Anss, ADs, CH So 不透明 鉱物 は 前 
者 が 磁 鉄 鉄 2.196, REBRGRGK, 黄銅 鉄 , *BRRGK 0.196 で 後者 は それ ぞ れ 2.5%, 0.29 
に な つて いる (第 2 図 2)。 叉 , 磁 鉄 鉄 と 磁 硫 鉄 鉄 の 比 は 21.0 で ぁ る 。 BBS, 磁 硫 鉄 
Sk, BGG, 神 鉄 鉄 は いづ れる も 鱗片 状 か 又は それ の 集合 体 で あぁ る 。 一 般 に 黒雲 母 と 密接 な 
関係 を ゃ つて いて 黒 圭 母 の 不変 定 に よ つ て そこ に 品 出 し た も の で あぁ る (第 4 図 9, 10)。 
硫化 鉱物 も その 形状 は 黒 圭 坪 の 位置 に その 位置 を 占め た 如く な つて いる 。 一 般 に 磁 硫 鉄 
SI KRAG CHORE BLT ZIVORBW (第 9 図 8)。 福 鉄 鉄 は 磁 硫 鉄 鉄 の 周辺 部 か ら 
泰 化 し て 形成 され る 。 倖 長石 の 灰 長石 成分 は 9, 10 に 述べ た 岩石 より も その 範囲 が 増加 
する 。 ま た いち じ る し く 塩 基 性 化し て いる も の が 多い 。 


4. #8 括 


以上 3 に 述べ た 事項 か ら 次 の 如く 総括 され る 。 

1. 鱗片 状 磁 鉄 鉄 は , 主 に 黒雲 母 が 消 散 し て , その 位置 に 残 望 し た も の で ある 。 RR 
状 磁 硫 鉄 鉱 , SASK, 略 々 これ と 同時 期 か 又は それ より も や ゝ お くれ て 矢 張 り 黒 雲母 
が 消 散 し て その 位置 に 形成 せら れ た も の で ある 。 

2. 黒雲 母 , 斜 長石 を 主 成分 と する 変成 岩 組 織 を 有する 岩石 で は , BEA IRR RE 
硫 鉄 鉄 の 容量 % の 比 は , 塩基 性 の 包 有 岩 で ある 細 粒 関 緑 岩 質 メタ ブラ ステ ッ 7B JEM 
岩 中 に 形成 され る 粗 尊 隊 緑 岩 質 メ タブ ラス テッ 7B, ERASE, 混成 岩 の 周 囲 に あ 
Z DEN, 3 BN aa SC LENS TAN A Wo 

3. RN EN 
が 形成 され る と 鯉 片 状 磁 鉄 鉱 , 同 磁 硫 鉄鉱 等 の 不 透 明 鉱 物 の 容量 96 の 総和 は , 角 図 石 が 
形成 され な い 岩 石 に 比べ て 増加 する 傾向 に ある 。 

4. 鱗片 状 黄 鋼鉄 は , 磁 硫 鉄 鉄 と 共生 する 場合 が 多く , BACHE % も 極め て 低い 。 
TM L CARS CIN 7 BAIET RACER ANZ 

5. 鱗片 状 赤 鉄鉱 は , 黒雲 母 , BR, 石英 等 を 主 成 分 と する 変成 岩 組 織 を 量 す る 岩石 
に 多く 存在 する 。 

6. AGRSKISEER BE nis POR BT SOAs 混成 岩 よ り 導 か れ た 優 白 質 
IRR BO ts, 細 粒 , 中 粒 の 斑 米 岩 質 関 緑 岩 に 観察 され , 磁 硫 鉄 鉄 か ら 変 化し た も の で あ 
Bo ORGS, 比較 的 に 後期 に 生成 せら れ た も の と 考え られ る が 本 稿 で 述べ た 他 の 議 此 右 
中 に は , この よう な 産 状 を 示す る の は 少 い 。 


1), 2) feet 4 y ait, 1959. 
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7. REF IRREGRGK & RETRO AED Lean T Z LARAILYEST S 2 LIS re 
JEL CHEHOM BANC 7 BL FEI KON RAO TS, SROSRAI OW TS 
その と る べき 灰 長 右 成分 の と そえ 範 囲 が 広く な つて くる 。 叉 これ に 伴わ れ て 角 了 図 石 が 黒雲 母 
の 消 散 に 伴い その 位置 に 形成 され る 。 こ の よう な 岩石 は , ERMA POWDERY CH 
ZEEE YT 7 AT ク 岩 ( 準 炊 緑 岩 構 造 一 含 黒 雲母 一 角 隊 石 一 斜 長石 岩 , 
veyE Gus eeys BE Aas), 混成 岩 中 に 形成 され る Me Ae eR 
RITIRAF? TBRUERE, ERSOMMCS Si, PROS a BAe A 
され る 。 し か し て この 岩石 は , BERBRVY7 = VAROBAY か ら 変 成 し , LOH 
片 状 磁 鉄人 鍼 が 形成 され 易く , 鱗片 状 磁 硫 鉄 鉄 が 形成 され 難い よう な 条件 に あぁ つた 。 そ の 程 
を 鱗片 状 磁 鉄 鉄 と 鱗 片 状 磁 硫 鉄 鉱 の 容量 % の 比 が これ を 示し て いる 。 

8. 黒雲 母 の 消 散 に 伴う 鱗片 状 磁 鉄 鉄 の 形成 と 並行 する か 又は それ より も お くれ て 黒雲 
ERECRREORELR, 黒雲 母 の 位置 に 鱗片 状 磁 硫 鉄 鉄 が 形成 せら れ た 。 こ の 程度 
WEEBERME, EMEHOAAZODAE CH SRNR RIT IAT Te, 
IRE HVCIUARS NSE IRE RZ IT IAF TBR, PROSE AA 
緑 岩 よ まり も 大 きい 。 

9. DP LEOBEDLERHERE, HEMEL TORBHAAE CH Since Aine R 
PIS IAF 7B, BRE PIERS NARBERTH ER 977 AT? 7 BRU 
ah, HL OPOF EE GEEO LENO E A tC OMOCKE NEARER SL 
ILMB DANIEL BE RE, 混成 岩 は その 形成 され る 条件 が 抑制 され た も の で あ 
り , ERASERS, 混成 岩 よ りみ れ ば 塩基 性 岩 等 は その 抑制 が 除 か れ て いて , BERR 
bk, 塩基 性 斜 長 夏 , 角 関 石 等 が 岩石 中 に 固定 され 易 か つ た も の と 考え らち られる”。 この よう 
去 事 実 か ら 既 述 し た 如く 本 稿 で の べた 地区 の 講 岩 石 は , それ ぞ れ 広義 の 分 化 現 象 の 結果 形 
成 さ れ た 。 し か し て 洋 長 質 変 成 岩 , EMBL) ManrBARoinrad Mh hoOmina A 
関 緑 岩 に 対し て これ を 包 有 する こと か ら 前 者 が 後者 より も 長く 運動 を 続け て いた も の で あ 
る fe fe を 示し て いる 

10. 以上 に 述べ た こと は , 角 図 岩 相 を 形成 する 諸 贅 酸 塩 鉄 物 の 生成 され る 条件 の 範囲 
で 過 石 の 形成 の 初期 より 末期 た 及ぶ ぷ 黒 雲母 の 形成 と こ れ が 不安 定 に な る 現象 に 伴わ れ て お 
Nd 

以上 の こと を 規定 する 地質 学 的 な 岩石 の あら われ 方 は , 本 地区 で は 比較 的 初期 の 変成 作 
FCEBAERE Ic MRE MRA 2 977 AT? 7a 成 さ れ て 混成 岩 に aA 


1) 1 項 で 述べ た 如き 混成 岩 の 包 有 岩 の うち で 舎 長石 一 黒雲 母 岩 の クロ ッ ト (Py), 
准 畠 緑 岩 構造 一 斜 長石 一 黒雲 母 岩 (P。) の 如く 黒 圭 母 が 比較 的 安定 な 包 有 岩 は , 同じ 
CAG HCHO TC DME DE SREB PEA RAE (Ps) ERR eA 
一 時 雲母 一 斜 長石 一 角 図 石 岩 (P』) OMe REE R 2 777 277 7 eis 
較 し て 鱗片 状 磁 鉄 鉄 と 同 磁 硫 鉄 鉄 の 容量 6 の 比 は 小さ い o 

2) 注意 すべ き は 完全 な 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス に な つて か ら 変 成 し た 証拠 に 逐 し い 
(BIE : AHH, 1959)。 

3) この よう な 現象 は , BA SAR O LRN ABT SSE Dea & Ir 
SD dy BEANE & OMG DMRS NS (WIZ: BH, 42, 2, 53~64, 1958). 

4) st 4: ATH, 1959. 
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され る 機構 で ある と か , それ より る 後期 に 粗 尊 夷 弧 隊 緑 岩 質 メタ ブラ ステ ッ ク 岩 が 形成 さ 
れる 機構 で ある と か , この よう な 運動 を うけ な いで , 偏 圧 を うけ る の に 片 理 と いう 具体 的 
RIECIVY CO CHEBERE, 混成 岩 と し て 目 つ て いる と か , REE IGOR BME 
FEF SLD” の 細部 の 岩 右 の あぁ あら は れ 方 , 運動 の うけ 方 に 規定 され , 大 きく は 本 地区 が 
お か れ た 南部 日 高 変成 整 の 地質 学 的 な 位置 と 運動 の うけ 方 及び その 順序 (時期) に よ つ て 
規定 すら れる 9)。 

更に 以上 の 事 か ら 岩 石 中 を 循 若 し た 水 及 び 硫 黄 を 含め て の 各種 の 元素 を 含ん だ 流体 の 運 
動 状態 人 が 規定 され , これ に より 磁 硫 鉄鉱 , 磁 鉄 鉄 を 含め て の 各種 の 造 岩 鉱物 の 性 状 が 規定 
せら れ だ た も の と 考え る に と は 事実 に も と つづ いた だ 妥当 な ご と と 思わ れる 6 


5. 考 pa 


TER RMOE RICE T RRR OV CATER BRE) BPRwAOeERE 
POR RIRE OMA NC BEATER BOE CREAR ARA 形成 され る こと を 記載 
し た 。 そ れ に よる と 黒雲 母 , SAALKAT CRRA SY, KROMMIC AAV ER 
の 岩石 が 形成 され る こと を 認め 磁 鉄 鉄 は 岩 此 男 結 期 に 気 成 作用 の 補助 を うけ て 形成 され た 
も の と し , 更に 赤 鉄 鉄 床 , 硫化 鉄 鉄 床 の 形 成 さ れる 可能 性 を 述べ た 。 ラム ドー アー は 花 
賠 岩 中 の 磁 鉄 鉄 が 黒雲 母 と 密接 に 関連 し , 鞍 酸 塩 鉄 物 よ り 後 期 に た 屋 す る も の が ある こと を 
認め て いる 。 モ ー ハ ツ ス 89) は 磁 鉄 鉄 が 黒 圭 坪 , RG LI 伴わ れ て いる こと を 示し 
磁 鉄 鉄 が 比較 的 に 後期 に 形成 され る こと を 各種 の 岩石 に つい て 述べ た 。 渋谷 五郎 (2 RR 
片 状 磁 鉄鉱 形成 の 条件 に つい て 老 察 し 気 成 作 用 及び 斑 酸 塩 鉄 物 の 不安 定性 に つい て 示唆 
SS 
SERRE OK & RETR SLO BEES つい て マル モ 89) UBER LOC RES, EG 
BRKREICAVRKEBL, 更に 硫黄 が 岩石 中 に 固定 し 磁 硫 鉄鉱 が 形成 され る 現象 を 記載 し 
た 。 舟橋 三男 は 磁 硫 鉄 鉄 と 江 酸 老 鉱 物 と の 関連 性 に つき 閉 察 し た 。 

黒雲 母 が 不安 定 に な つて 磁 鉄 鉄 を 残す こと は ツウ イン チェ ルル) BRR, オス トロ ビス ギ 
—1) は , 黒雲 母 が 水 と の 共存 に お いて 不安 定 に な り , 磁 鉄 鉄 が 形成 され る 事 を 述べ 花 賠 
岩 の 安定 性 を 検討 し た 。 シ ュ バ ルツ 1 や) は , 比較 的 低温 に て 黒雲 母 が 不 究 定 と な り , 金屋 


1) 浅井 宏 ・ 前 出 ) 1959. 

2) 長 質 変 成 岩 , 混成 岩 が その 周囲 の 細 , PR, BES ARISE IES CHEER 
上 比較 的 よく 示し て いる 。 

3) 別 の 機会 に 詳 述 する 。 

4) APR: PME : HA, 60, 363~377, 1954. 

5) Ramdohr P. : Bull. Comm. Géol. Fin., 173, 1~19, 1956. 

6) Moorhouse W.W. : Econ. Geol. 51, 3, 248~262, 1956. 

7) 渋谷 五郎 : 北 地 要 , 25, 29~35, 1954. 
8) Marmo V. : Bull. Comm. Géol. Fin. 176, 1~38, 1957. 
9) FBS + 北 地 要 14, 25~27, 1950 : sherpes, 5, 7~14, 1951. 
10) Winchel A.N., : Elements of Optical mineralogy, 1951. 
11) Ostroviskii I.A., : Doklady Akad. Nauk., S.S.S.R., 108, 1164~ 
1166 (Chem. Abst. 51, 1783, 1956 に よる ) 
12) Schwartz M.G. : Econ. Geol. 53, 164<177, 1958. 


we RR Rx 227 


DPULMEEORBEOMD EAM TOZLLEMNTWSo ラン ペル グリ は BEBO 
HEF o> CGEM S 1 SHATCHROWAIC k SRM OW CHR ho KBB FILKUBO 
石 基 中 の 磁 鉄 鉄 の 形成 を 述べ た が , 特に 黒雲 母 の オ す パ シ チ ゼ ーション の 現象 は , ARMOR 
べた 磁 鉄 鉄 形成 と 黒雲 母 の 不安 定性 と の 関連 を 示唆 し た も る の と 考え られ る 0。 

Rs 日 高 変 成 帯 の 磁 硫 鉄 鉱 床 を 形成 する 磁 鉄 鉄 , 磁 硫 鉄 鉄 の 安定 な 条件 は 或 程度 , ARS 
で 述べ た 如き 人 造 岩 鉄 物 と し て の 磁 硫 鉄 鉄 , 磁 鉄 鉄 の 安定 , 不安 定性 の 条件 を 示唆 する も の 
と 思わ れる が 本 稿 で は 和 省略 する 。 

いづ れ に し て も 前 稿 や 及び 本 稿 で 述べ た 事実 及び 上 記 の 諸 観 宗 , 諸 実 験 等 より 考察 す 
る と 本 地域 の 具体 的 な 地質 環境 の 下 で は 水 名 及び 硫黄 を 含め て の 各種 の 元素 を も つ な た 流 . 
体 (液体 , 気体) の 循環 に よっ つて 黒雲 母 が 不安 定 に な り 岩 石 の 副 成 分 鉄 物 と し て の 磁 鉄 
Gk, 磁 硫 鉄 鉄 が 形成 され た も ゃ の で あぁ る 。 こ の 流体 の 循環 の 程度 に よっ つて, 一 方 で は 比較 的 
BBEOSRA, ANA, 磁 鉄鉱 が 固定 し 易 く 比 較 的 塩基 性 の 岩石 と な り , 他方 で は 石英 , 
REE, 比較 的 酸性 の 和 斜 長石 , MABRNME A BRBAARMREOL OD, し か る も 塩基 
性 岩 よ りみ れ ば 穫 長 質 変 成 岩 は その 固定 の 程度 が 抑制 され て いる こと を 紹 長 石 , 角 関 石 , 
黒雲 母 の 性 状 に よ つ て よみ と る こと が 出来 る 。 MUL CHIRAL LCD BERL BRK 
AIS CMT SEER MOA MALE EP ( 和 斜 長石 が 塩基 性 に な る と か 比較 的 酸性 
OKRA CIEAL DS, 或 は 角 際 石 は 黒雲 母 が 消 散 し て 形成 され る と か , 又は 黒雲 母 が その 
ます ゝ 安定 な 状態 で 止 る と か と いう 条件 下 ) で 或 は 磁 鉄 銘 が 形成 され 或 は 磁 硫 鉄 鉄 が 形成 
れ や で いる こざ は 注目 され る 。 

証し て 水 及 び 硫 黄 を 含め て の 流体 の 循環 の 程度 を きめ る 地質 学 的 条件 を 述べ る と , BW 
Omi i> C2MBARBL L CHERAB Pic 比較 的 初期 に 分 化 形成 され て AE 
Ame a2 タブ ラス テッ ク 岩 が 生ずる メカ ニズム で ある と か , 或 は 比較 的 それ より る 後 
CHL EE RBA Z YT 7 ATY TRADERS RK BM ANS? AARLCHSL 
か , BULHHLEW IR CAGES DU < POP MEK DD & PORE ABER EIB 
LAW eNRECH 0, MERIAL DTK CHER ITO SEWIA IL WM 
PREG ETEK ZV MASH RE CH ED CHS*o 

MON bOWRs ASA MCLE LL CHROMMm 6 BECO CTKHLOP 
MBC kLOTCUSZBLANTBMACAS ILE » ICMAT Zo 


1) Ramberg M. : The origin of metamorphic and metasomatic rock 
Univ. Chicago Press, 1952. 

2) KPBS : eK, 41, 2164227, 1957. 

3) st 4 : 前 出 , 1959. 

4) 和牛 来 正 夫 : 火成岩 成因 論 ( 下 ) 地学 双書 ) 13, 36, 1958. 

5) この よう な 上 体 的 な 地質 学 的 な 条件 に 応ずる 現象 の ー つ は , 明らか に 岩石 が 比 
eA wet に な つて いた か , dry に な つて いた か を 決定 する も の と 考え られ る 。 こ 
の こと は 比較 的 塩基 性 の 岩石 が 形成 され る か 比較 的 酸性 の BRAB MS t LILO 
て いる か を 決定 する 一 つの 要素 と な る も の と 考え られ る (和牛 来 正 夫 : BM, 1958). 
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Optical Mineralogy (# 3 版 ) By Paul F. Kerr. カー ル 教 授 は ニ = ュー ヨー ク 。, 
aay eT Kee 1924 年 以来 SB 35 yc BO CHS HES NOOO HY, その 
明解 さ は 米国 は 勿論 広く 欧州 各国 に 著名 で 学生 も , 現在 フランス, イタ リー, ツ ソ連, イ 
Sy, エジプト 等 の 国々 か ら 集 つて , 熱心 に 聴講 し て いる 。 この 講義 の 長い 経験 に 基 ず き , 
Sh2 He Rogers 教授 と 共 閉 で 出版 され た Optical Mineralogy を 書き 改め られ た 。 約 50 
頁 増加 し て いる 。 先 ず 第 1 部 鉱物 光学 に は 第 1 剤 薄 片 製作 法 に 新 技術 が 取り 入れ られ , 及 
7 CER AO ERE CMSA NK 第 2 部 鉱物 各論 で は , RALCOUMOLREAD 
災 新 し く 書 き 改 め れ ら た 。 各 鉄 物 に は , 最近 の デー ター まで 詳細 に つけ 加え られ て お り }, 
特に 全面 的 に 6x8cm 大 の 串 徴 鏡 写 真 の 光学 方 位 を 示す 図 が 挿入 され て いる の で 大 変 分 
り 易い 。 鉱物 各論 の 特に 良い と ころ は , 造 岩 鉱物 の 中 で , 特に 重要 な も の に 限り , MER 
を 詳し く 記 載 さ れ て いる こと で あつ て , 米国 の 学生 は 本 書 に 基 ず いて BOC 勉強 し て い 
Zo 次 の 16 瘍 か ら 成 Zz。 Part I. Mineral Optics 1. Mineral preparations 


(ih 


for microscopic study, 2. The polarizing microscope, 3. A summary of the 
properties of light, 4. Refraction, 5. Plane polarized light in minerals, 6. 
Convergent polarized light, 7. The universal stage, 8. General features : 
Color, mode of aggregation, cleavage and orientation, 9. Mineral fragments, 
10. Systematic identification. Part II. Mineral Description 11. Elements 
to hydroxides, 12. Carbonates, sulfates and phosphates, 13. Silicates : 
Framework structure (Tectosilicates), 14. Silicates: Chain structure (Isosi- 
licates), 15. Silicates: Single, multiple and ring SiO, structure (Neso-, Soro- 
and Cycrosilicates), 16. Silicates: Sheet structures and mineraloids. )4A == 
の 終り に 引用 文献 が 付記 され て いる 。 (AW 442 BA, Mc Graw-Hill Book Co., 1959 
年 出版 , 定価 $ 8.50) [Km 


新地 質 学 汎 論 藤本 治 義 著 自 序 に も あぁ る よう に 著者 は 東北 大 学 地質 学 教室 卒業 後 40 
年 の 長き に 豆 り , 東京 教育 大 学 並び に 文理 科大 学 に あつ て 教 功 を と り , その 講義 の 原稿 を 
整理 し , この 度 上 梓 し た も の で , さき の 著者 の 地質 学 汎 論 の 程度 を 高め 改編 し た も の で あ 
So 内容 は 鮮新 で 広範 囲 に 在り , 表題 の 通り に 地質 学 汎 論 に ふさ わし い 良 書 で ある 。 革 者 
の 専 問 で あり 得意 と する , HSS, 構造 地質 学 , 動力 地質 学 は 勿論 , 岩石 地質 学 , 地 文 地 
哲学 の 分 野 に 吾 つ て も 深い 記載 が な され て あり , 地学 関係 の 大 学 教養 課程 , 専 問 課 程 の 人 
々 に 推奨 出来 る 。 大学 の 教科 書 と し て 又 公 凶 員 試験 の 準備 書 と し て は 特に 好適 で あろ う 。 
全般 と し て 説明 が 解り や すく , 外国 や 日 本 の 実例 が 多数 取り 入れ られ て いる 点 や , 券 尾 に 
世界 並び に 日 本 の 地質 の 年 代表 が 挿入 され て ある の は 読者 に と り 便 利 で ある 。 (AS5PR, 
320 A, 地 人 書館 発行 , 580 円 ) [河野 ] 
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8205, 天然 産 試料 に 依る PbS-PbSe 
固溶体 の 研 容 Coleman, R.G. 

コロ ラド 高原 ウラ ンー バチ ナ デ ヂ ウ ム OR 
EARRRU VY vy BRBANO (6S mad 
は 0.04~93.7m0l1% PbSein PbS で , 
REAERU ※ 線 回 折 図 で は 端 成 分 の 相 分 
離 は 認め られ ず 完 全 固 沙 体 を 疾 す も の と 
考え られ る そ 。 FTE H=5.930~ 
6.127A 迄 変化 し , a) (PbS) =5.936A~ 
ao (PbSe) =6.140A を 結ぶ 直線 的 関係 に 
一 致す る 。 分光 分 析 に 依る 微量 成分 検出 
結果 で は 各 成 分 と も 多く ぐ は 地 化学 的 環境 
に 支配 され て 増減 し て いる 。 中 で Fe, Cu, 
Zn, Mg に 夫々 黄 鉄 鉱 -, 黄銅 鉄 -, PAS 
S-, ABAAME LCIBAL, Ni, Co tx 
GROVES SZ %OCHAIo Bi 
Sb, Ag, Mo, Sr i BHtRCHZH, 
前 二 者 は 殆ど 検出 され ず , 特に Bite 
む 一 試料 で は 明か な 格子 恒 数 の 減少 を 来 
で いる 2 (Am. Min. 44, 166~ 
175, 1959) (Ba 


8206, ay, ニ エ ユウ ・ サ ウス ・ ウ エイ 
NKEL FY FS AROBADHR 
Brown, G., Stephen, I. 

Am b4 Fv 7 ABAD BAILA 
水 的 に 行わ れ も て いる が , SX 線 実 験 に よれ 
VE, 構造 的 に は 酸素 の 身 密 充填 構造 に は 
殆ど 変化 な く , 僅か に 狭い 箇 囲 で 行わ れ 
る 正 イ オン の 移動 が ぁ つ て , CGHAL IB 
状 格 子 構造 の 圭 酸 塩 と か ら 成 る 多 相 結 品 
体 に な る も の で ある 。 毛 鉄 鉄 相 (G) と 
REE (F) の 方 位 関係 は , 大 部 分 AG 
//ap, bg//bg, cg//cr で , Fao 


ax 


福 (L) 2 RHEE az//[010], [013] 
BU [013]g, cr//[100]g で , 毛 鉄 鉄 と 
東 酸 塩 想 は 原 酸素 構造 を 基 に し た 一 定 方 
AUC ECSIS SA, 光学 的 に も 一 定 の ES 
を 示す 様 に な る 。 IM, 層状 理 酸 塩 相 は 
vermiculite-smectite group に 属す る 
も の と 考え られ る 。 (Am. Min., 44, 
251~260, 1959) E30) 


8207, Colorado #37779 49% 
物 delrioite Thompson, M.E., 
Sherwood, A.M. 

Delrioite, CaO-SrO-V,0;-3H,O は 
Colorado }}{ Montrose #§ Jo Dandy 
鉄山 に て 発見 され た 。 この 鉄山 は , 上 部 
ジュ ラ 紀 の Morrison 層 群 Salte Wash 
ShO vanadium-uranium pK + Hee 
し て いる 。 この 鉄 物 は , TREE TBR 
の 繊維 状 の 結晶 で , 主 な ※ 線 回 析 線 は , 
6.5A(S), 4.95(MS), 4.40(M), 3.55 
(M), 3.45(MS), 光学 的 性 質 は , —pye, 
44, a=1.783, B=1.834, y=1.866 (+ 
0.003), 2V は 大 さい 。 K=—fefs, Y= 
VHC, 一 黄色 で ある 。 硬度 は 約 2. 
比重 は 3.140.1 GHA. (Am. Min., 
44, 261~264, 1959) [芦田 


8208, クリ スト バラ イト の a-B 転移 
Hill, WG Roy TR 

クリ スト バラ イト の @-B 転移 温度 が 或 
範囲 を も つて いる こと は 今 迄 よく 知ら れ 
て いる こと で ある が , BERS CORA 
を 考察 する た め に 種々 の 原料 を 用 いて 7 
リス トバ ライ ト を 合成 し , その 転移 点 を 
測定 し た 。 そ の 結果 に よる と 純粋 な 確 酸 
PbS wie クリ} ベラ イト お あい で 
も ee-A 転移 点 は 変化 する 。 そ し て この 変 
化 は 合成 の 時 の 熱処理 の 時 間 に 左 右 さ れ 


fo18 AK DOR AS ss 


る こと が わか つた 。 RAMO 時 に 用 いら 
れ た 鉄 化 剤 等 の 影響 も 全く 受け な い 。 合 
成 さ れ た クリ スト バラ イト の 構造 を 交 線 
に ょ つて 試験 し , &-8 の 転移 点 の 変化 は , 
いわ ゆる 3 層 構 造 の 秩序 一 無秩序 の 程度 
に よる も の で ある と 結論 し た 。 完全 に 秩 
FOSS 3 層 構 造 の クリ スト バラ イト が 
最も 安定 で その af eld 267° エ 2°C 
で ある 。 

等 者 等 は 更に クリ スト バラ イ と トリ プ 
マ ィ ト 間 の 変 移 の 実験 的 研究 を 行 つ た 。 
それ に ょ る と KH 300 気圧 の 熟 水 条件 の 
下 で の みこ の 変 移 が 得 ら れる 。 これ を 構 
造 的 に 見 る と 3 層 構 造 か ら 2 層 構 造 へ の 
ZFE(G CHSo BS 2 スズ ドド ペ バフ イド の 
a@-B 転移 点 の 変化 は 3 層 構 造 内 で の 無 秩 
序 の 程度 に よる も の で 3 層 構 造 と 2 層 構 
造 の 混合 の 程度 に よる も の で は な い 。 2 
層 構 造 は トリ デマ イト へ の BBC EOT 
得 ら れる 。 (Jour. Am. Ceram. Soc., 
41, 532~537. 1958) (Ki) 


8209, 鉱物 の 熱 ル ミネ セン ス 研 究 の 一 
# ia Ashby G.E., Kellagher R.C. 

SM BIET BBV = Rey AD 測定 に 
つい て , FIED HR X LEAS} UEC 
する 図表 (glow curve), 及び 発光 と 
付 活 時 間 に 関 する 図表 (saturation 
curve) RU POEL L 時 間 に 関す 
る 図表 (decay curve) の 三 者 の 何れ を 
も 作製 し 得る 装置 を 考察 し た 。 全長 約 
11in, 径 31/4in OFAC, AMA 
wie, MoH. He, X 線 コ リ メ ヌー 
ター を 備え て いる 。 此 の 装置 で は 資料 は 
粉末 で も 単 結晶 で も 良い 。 温度 は — 100° 
C か ら +400°C "まで の 間 で ; HELA 
率 は 2.7°C/sec まで 得 ら れる 。 誤差 は 
光 増 皿 管 に 接する ミク ロア ン メ ー タ ー で 
+5%, LVI-¥—C +1% CHS. 
作 の 際 の 調整 は , 上 掲 三 図表 の 何れ を 求 


め る に し て る も 共通 の 方 法 で 行う 事 が 出来 
Zo (Am. Min., 48, 695~706. 1958) 
[古賀 〕 
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8210, イン ド , ボン ベイ 地域 の デカ ン 
SHES Sukheswala, R.N., 
Poldervaart, A. 

Bombay, Salsette, Trombay O08 
々 に は 上 部 Deccan group に 属す る 云 
武 岩 類 (第 三 紀 ) が 分 布 し , 少量 の 酸性 
岩 類 を 伴 つ て いる 。 BRE ART 
LC, 10°~20°W OMSeuazLl, 2nb5 
VERRIER A, 叉 比較 的 小 
規模 の monchiquite, arkaramite, 
oceanite 等 の 霞 塩基 性 岩 類 や 流 紋 岩 等 
DERBZEMEROTW SZ. この 地域 の 
代表 的 岩 型 の 記載 と 9 個 の 化学 分 析 を 行 
つて いる 。 文献 か ら Deccan trap の 64 
個 の 岩石 の 分 析 を 集め , Deccan basalt 
の 平均 を も と め て いえ 。 化学 分 析 値 を 
Mg—Fe—Na+K, Ca—Na-—K, diffe- 
rentiation index—oxide, mafic index 
—felsic index 等 の 図表 に 点 示 し , Dec- 
can 地域 の 玄武 岩 類 は 鉄 の 濃 集 の 初期 を 
AL: OSOVET VAUD BRL Cw 
る と 述べ て いえ z。Deccan basalt の 平均 
値 は 他 地 域 の tholeiitic basalt より る も 
や ・ ゝ 鉄 が 多く , AlOs と MgO が 少 い se 
Deccan basalts (lk UY Fy RGD 
に し か 含ま れ て いな い , ONlk マグ マ の 
化学 的 性 質 と 玄武 岩 の 急 冷 に よる 不 完全 
卓 出 作用 の 導 で ある と し て いさ 。 MER 
質 岩 類 は 玄武 岩 質 マグ マ の 品 出 分 別 作用 
と 揮発 成分 の 拡散 に よ つ て 生成 され た る も 
の で ある 。 

な お differentiation index と は norm 
Q, Ab, Or, Ne, Lc, Kaliophilite © 
総計 で あぁ あり, そし て これ の 和 が 0~15.… 
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ultramafic differentiates, 15~20... 
early stage basalts, 20~30.--middle 
stage basalts, 30~50...late stage 
basalts, 50~70..-intermediate differ- 
entiates, 70~100..felsic differenti- 
ates と 呼ん で いる 。 (Bull. Geol. Soc. 
Am., 69, 1475~1494, 1958) 
[青木 〕 


8211, Munchberg ERRROHMA 
BER SE RBOMBCS HRA Hahn- 
Weinheimer, P. 

北東 Bayern, Fichtel 山脈 中 の Miin- 
chberg 7 RB fkls Etc TEN RRS, WE 
ie BAB OMS. 本 岩 体 中 に は 主 
走向 (NE 一 SW) (23247 Chen, = 
クロ ジャ ィ } ト の レン ズ 状 岩 体 が 多数 存在 
する 。 此 等 レン ズ 群 は 平行 する 3 帯 に 配 
AEH, その 中 2 帯 AG, PFI) eA 
麻 岩 体 中 に , 第 3 帯 ( 東 列 ) な 蛇 紋 岩 か 
ら 成 り , FRAO Pa BI te 
(prasinit-phyllite border zone) 中 に 
Heo KSiGile LT7UVYy41 ト の 皇 
成分 及び 微量 成分 の 定量 を 行 つ た 。 KEK 
BORE WK Cr, Ni, Co, Mn, Sc, V, 
Ti, Ba, Sr, Zr の 量 は 中 央 部 の も の よ 
り 辺 縁 帯 の も の が 変化 範囲 が 広い 。 AER 
及び 東 烈 の 蛇 統 岩 中 の Pt 及び Pd は 
0.01~0.08ppm. で , 蛇 紋 岩 中 の B は 
0~60, 4% 1l4ppm. GHZ, エグ ロジ 
+ 4 beyctt Pt, Pd, ByH#L< er 
いか 殆 ん どど 検出 されない 。 ARRITRR 
出 に は 有機 試 葉 quinoline-selenol-2 に 
よる 濃 集 法 を 用 いた 。 北部 の 古 生 層 中 の 
ピク ライ ト の 微量 成分 分 布 は KEE t KR 
る 。 エ クロ ジャ ィ bE それ ら の 源 岩 と の 
ERE TAA ERA Sh. 中 烈 南 
西部 の 最大 の エク ロジ ャ ィ b BAL 近接 
$A % TREMP LARD MIRA A 
SDNZMOLNRY. エグ ロジ イド 中 


の C じ は 0.1~0.59% の 値 を 示し た 。 Gra- 
phite carbon 及び carbonate-carbon. 
は 非常 に よく 類似 し た C/C13 の 値 を 示 
し て いる (90 へ 91) 。 これ ら の C 値 は H 
カン ブリ ア 紀 の 結晶 片岩 , 片 麻 岩 中 の そ 
れ ら に よく 類 似 し て いる 。 そ れ 改 に AES 
岩 質 泥岩 は 初生 堆積 岩 と し て 論 ぜ られ る 
DBM LMA REE 0.003~0.0306 
C 含有 量 を 示す 。 滑石 及び 緑 泥 片岩 は 
0.00196C 以下 の 値 で あぁ そる 。 (Neues Jb. 
Min. Abh., 92, 203~278, 1959) 
CTH 


8212, カル フ オ ルニア , Valley Ford 
BIRO RABHBRUEMNCE 9B 
Bloxam, T. W. 

Valley Ford 附近 は , BwBeEL 
BVa PROT IVY AAV RERUVE 
Rais, PERE (HET Zo この 
HRIND REPL alk 構造 的 , 鉱物 学 的 に 
AC, BWARU tHe teat yer 
種 が 認め られ る 。 すなわち , ROBIED 
藍 図 石 片岩 は , BE, BMA, w—-vy 
A, BEET FEAWD % Oil EP 
B—-T7uytr¢h, a-YvA, RvR 
YA, BETAL, 硬 砂 岩 源 の も の と 
異な り ザ クロ 石 を 谷 む 。 ど ちら る も BRAY 
な 鉄 物 成 分 及び 化学 成分 は , は ほ ば 同様 な 
LDCHZ0 BWAD BNA AAO 
成 過 程 に 於 て は Fe, Mg, Ca の 添加 と , 
Si, Na の 除去 お が み られ る 。 MBO 場 
合 は これ と 逆 の 変化 が 行わ れる 。 化学 成 
分 の 変化 は , 種々 の 証拠 か ら み て , 源 成 
分 の 差異 た に よる より も , CLA 交代 作用 
に よる も の と し て 説明 され る そ 。 鉱物 学 的 
CARER BHO 性 質 は , 緑色 片岩 
ABUSER AS 似 て いる が , 曹 
長石 の 不安 定 な こと と , 密度 の 高い 含水 
Bing +b, ロー ソン 石 , パン 
ペリ ー 石 の 存在 は , HS RI ERA 
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難 相 の 環境 を 示す る の で あり , BEES 
それ は 水蒸気 の 高い 状態 で あろ う 。 (Am. 
Jour. Sci., 257, 95~112, 1959) 


CEI 


8213, SBMARIC AL Bo OPO 
TiO, OBIZ9VT Marmo, V. 
中 央 Sierra Leone 地方 の Sulh Mo- 
untains 及び Kangari Hil の 岩石 中 
MD TiOg COW CHE TW So R42 の 
#7])x old Pre-Cambrian の 片岩 帯 に 
屋 す る 岩石 と , Bic synkinematic O75 
eI RULED latekinematic OF 
UR, aR, ZICH ATTH AEE 
で ある 。 こ れ ら 同一 の 片岩 帯 に 属す る 種 
々 の 岩石 型 か ら 控 取 し , HOA LT: 22 
個 の 磁 鉄 鉄 の TiO。 OF を 検討 し た 結果 , 
次 の 事 が 明らか に な つた と し て いる 。 1) 
同一 の 造山 性 庁 岩 帯 に 属す る 同一 の 岩石 
it MRL HOB, TiO, の © 量 に 於 
CTH-CHS. 2) OL MANIC BG 
学 的 に も 類似 し た 岩石 中 の 磁 鉄 鉱 の TiO。 
の う 量 が 異 れ ば , これ ら の 岩石 は 異 つ た 初 
成 物 か ら 導 か れ た で あろ う 。 3) syn- 
kinematic ee {tha BEBE 
BEA GRA aD 各々 の 磁 鉄 鉱 中 の 
Bor: TiO, の 量 は , ‘hn ら の 岩石 が 堆 
積 岩 か ら 導 か れ た か , Tose KAR ds BRA 
か れ た か る も 区 別 す る こと が 可能 で あぁ る 。 
4) 成分 は 温度 と 同様 た に 磁 鉄 鉄 の 成分 を 決 
HF SBCHAIo LALAMSE ONbO 
結論 は 此 の 片岩 帯 に の み 正当 で ある こと 
を 考慮 せ ね ば な ら な い 。 «== (Am. Jour. 
Sci., 257, 144~149, 1959) [KA 
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8214, Puerto Rico B® Utuado 
Pluton Weaver, J.b. 


Puerto Rico B (iv FHB) の 北 
方 中 央 部 を 構成 する Utuado Pluton は 
LRAT SKIER 堆積 岩 


中 に 位置 を 占め , 主として granodiorite 
と quartz diorite より 成り , ZO iam 
部 に 少量 の quartz porphyrite と gab- 
bro を 伴 つ て いる 。 深成岩 体 と 母 岩 と の 
接触 部 に 於 ける 関係 , 深成岩 体 中 の relict 
pseudodike や xenolith, 一 般 的 塞 造 , 
深成岩 の texture を 鉱物 学 的 関係 , 化学 
Wnt Z®D pluton が 液体 の 

ee 7 UC, 既存 岩石 の 花 箇 岩 
eR に より EMANKRIDCHSALS 
ee 都合 が よい 。 pluton の 時 代 は 
明確 決め 難い が SOAS CAK 
され た も の で あろ う 。 こ の pluton (23 
唱 よ り 深 い 個所 で 形成 され た も の で は な 
く , 多分 之 よ り は る か に Bi Caan 
た も の で ある ろ 3 う 3。 (Bull. Geol. Soc. 
Am., 69, 1125~1141, 1958) [植田 〕 


8215, Westmorland, Shap Gra- 
nite (CUTHES SK WSO WBS KER 
Firman, R. J. 

QE KE RSet 72 安山岩 , DAME R 
び 北 魚 岩 中 に は 花 伺 岩 送 入 前 に 生成 し た 
APPERUR ROBE L, ZO 周壁 部 岩石 
RR (CVE RUA ELIE & 局部 
的 に 受け て 変質 し て いる 。 Bec 
x CaFe garnet IRE (KHER IC 
て 発達 し , 稀 こ 周壁 岩石 中 に る ZAHA 
れる 。 石英 , FRG, BERK, WLS 
等 の 後期 生成 鉄 物 は garnet IRD 中 心音 
OBA eis L THRE TW So Granite 
か ら Ca,OH SAAN TC BESS 
(COVER S20 REBAR A 7c. Al, 
Fe, Mg 及び 一 部 の Ca 13Beow mc 
移動 し , そこ で ! 鉄 の 富 化 じ た 条 件 下 で , 
より 高温 の 元 に Ca-Fe garnet を 生成 し 
た 。 その後 花 賠 岩 体 の 移動 が 行わ れ 母 岩 
に 変形 が 起り , M—-HO 熱 水 作用 に 依る 
BRD & VOR S 7 IAD ABC & 
た 。 絹 圭 母 化 作 用 は cordierite の 生成 と 
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関係 を 持ち , pyrite vein 近く の 岩石 に 
BS Se AL Koes: OF yay 
は この 変質 作用 に 伴 つ て 周壁 岩石 中 に 拡 
散 し た と 思わ れる そ 。 (Quart. Jour. 
Geol. Soc. London, 93, 205~222, 
1957) [植田 
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8216, 水溶 液 中 の 硫化 物 の 溶解 度 
Czamanske, G. K. 
FIA(L LR PRRORM, 硫化 物 を 生成 
する え 複 雑 な jon の 型式 或いは それ 等 の 限 
界 等 が 未知 で ある 現在 の 知識 か ら は , 実 
EOS COULD WIRE ras 
事 は 不可 能 で ある が , 単純 な WARP 
で の それ の 理論 的 計算 は 可能 で あぁ あり, 慎 
重 に 用 いれ ば , ore transport DROW 
解 度 の 役割 に つき ーー つの 考え を 与え 得る 。 

そこ で Verhoogen が 用 いな た 方 法 を 訂 
正 し て 計算 を 行 つ た 。 訂正 の 最も 主要 な 
も の は S-~_jion 濃度 に 関す る 重要 な 

SH ES 

OC, この 反応 の 4H を Verhoogen が 
+3,869cal/mole と し た の を , +11,900 
cal/mole と し た 事 で , その 他 の AAS 
上 の data も 修正 し た 。 計算 は 

AF=4H—-TAS 

AF=—RT ln K 
DRE ERD SZ. K は 硫化 物 の 
solubility product で ある 。 二 価 の 金属 
Die Vem 


ky 


(M++) =/KX 
X=1+ ve ae 
K= sas) 
fan YS 


ーー 価 の 金属 で は 


(M+) =3,/2KX 

EAI ky pH=3, TRUITT, 
度 が 25, 100, 200, 400 及び 600°C 
の 各 条 件 下 の , AgzS, CdS, Cu,S, CuS, 
FeS, HgS, MnS, PbS, ZnS の 溶解 度 
を 求め た 。 そ の 結果 100~10?8 の order 
の 間 で 落 解 度 が 求め らち られ, 次 の 如き 傾向 
を 示す 。1) より 酸性 深 液 の 方 が , より ア 
ルカ ヵ カリ 性 深 液 より る も 金属 ion を 多く 落 解 
する そ 。 2) 深 液 中 の 金属 ion の 量 的 変化 
は 温度 上 昇 の 方 が , pH 特に アル カリ 側 
で の 変化 より も 小さ い 。 3) FeS & MnS 
を 除け ば 金属 ion の 濃度 は 温度 の 上 昇 と 
共に 増加 する 。 4) PbS と ZnS は 300° 
C 附近 で その 相対 的 溶解 度 を 変化 し , そ 
OWE Cis ZnS, LEC PbS 2 
より 深 解 し 易い 。 5) ZnS と CdS COM 
解 席 ば は で お お 0400 で ば 全 贅 3 
So 6) Cu の 硫化 物 は 両者 共 略 等 し い 。 
(Econ. Geol., 54, 57~63, 1959) 

〔 鈴 木 ] 


8217, MnO-SiO,% Glasser, I. P. 

Oxide phase system (zi Tit, 
の 半 世 紀 の 間 に 種々 の 研究 が な され て き 
た が , Mn- 酸 化物 に 関し て は , Mn の 原子 
価 を 安定 に 保つ て 実験 を する こと が 困難 
CHR, 研究 が 遅く れ 又 実 験 の 結果 
に 様々 の 喰 違 で を 生じ て 来 た 。 valiable 
valence cation を 含む oxide phase 
systems の 研究 と し て は Fe- 酸 化物 を 成 
分 と し て 合 ん で いる 系 の 研究 が BELT 
な され , その 方 法 は 1935 年 , Bowen- 
Schairer の FeO-SiO。 系 の 研究 で 行わ 
れ た 方 法 が 適用 され て 来 た 。 然し Mn- 
酸化 物 系 に 於 いて は Mn 金属 の 融点 が 低 
く (1245°C+10°C) Mn ONY DS 
FAH Raz ec Bowen 等 の 方 法 を 適用 
する こと は 不可 能 で ある 。 従 つ て , KE 
験 に 於 いて 筆者 は , Mn が 2 価 の 状態 を 
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保つ こと に 最大 の 注意 を 払い , CORI 
漠 創 的 な 方 法 を 用 いた 。 即ち , 熟 力 学 的 
計算 に より , MnO が 安定 で あり 得る Oz 
の 分 圧 範囲 を 求め , CO, と Hy, を 5:1 
の 割合 に 混合 し た 気体 を 炉 の 中 に 送る こ 
と に より , 炉 の 中 の O。 の 分 圧 が 常に そ 
の 範囲 内 の 価 を 保つ 様 に 環境 を 調整 し 
‘quenching method で 研究 を 行 つ た 。 It 
の 結果 , oS 7¥RGix 1291°C で incon- 
gruent melt を する こと が 確か め ら れ , 

RF7uAix 1845°C ~@ congruent 
melt Zr と が 明か が に され な た ee CHE 
テ フ ロ 石 が MnO liquid に incon- 
gluent melt する と 示し て いな た 従来 の 研 
塞 結果 と ど 異 つろ で いる 07 BK 770 BW 
13150C7R MnO! と 1251°C eso 
ALEMT SIE, 及び SIO, が 55~ 
99wt96 DUNREHAIC BOC 液 相 の 不 混和 
現象 が 認め ちら れる こと を 明らか に し て い 
る Am Jour. Sci., 256, 398~ 
412, 1958) C8) 


8218, Cuba, Minas Carlota OB 
WRB SAGLA RE Hill, P.A. 

当 鉄 床 は 石灰 岩 中 に AT ALY 
状 黄 鉄鉱 々 床 で WEBCO Be sah SB BASEL BL 
tentional fold 中 に 肥 胎 する 。 鉱 化 作用 
は ( 岩 虐 期 或 は 接触 変成 期 ) 栃 石 , クロ 
LAA (MALKM) Bea, BRA 
を 経て 石英 , 方 解 石 , 緑 泥 石 っ > 人 金 紅 石 , 
AAFe A AMES ROK —> LES BR GR > BE BA 
SKF HE ACK FF PAEKO MECH So HK: 
TARGA BORIC WO 石灰 岩 の , 
BAEC kOTHRL, GHD Au, 
Co, Ni を 含ん で いる 。 MA BRGKITZE 
BRICHEIRVCTEZEL, その 熟 起 電力 測定 に 
よる 生成 温度 は 前 者 が 600°C, 後者 が 
を 500°C 示す 。 鉄 床 は 熟 水性 起源 と 思わ 
れ , その 人 鉄 化 作 用 , 蛇 紋 岩 化 作用 は REE 
的 に 大 差 な く , post Jurassic, pre Ma- 


estrichtian と 思わ れる 。 Bert heme 
と は 見 掛け 上 近接 し て いる が , その 成因 
ARIAS MERIC CLOSE むし 
ろ 単 に 構造 に 支配 され て いる に すぎ な い s。 
(Econ. Geol., 53, 966~1003, 1958) 
CMI 


8219, Quebec, Eastern Metals 鉱 
床 の 硫 化 鉱物 共生 Pollock, D. W. 
GK BUSS & 粘 板 岩 (オル ド ツ ヴィ 
ス 紀 ) の 接触 部 に 沿 つ た ERIGR, pe BeHE 
化 帯 に 用 胎 す る も の で 特徴 的 な 2 FED BK 
化 作 用 を 示し て いる 。 North #: 70 
LDR, SSK, POMBO, ov 
+ Vk, Betb=—v 7% Vek, violarite + 
含む 。South  : gizday 7 VRMerS 
CSET REIS, MLSS, BERSK, POET 
SASK, BRKT. か か る 二 様 の 鉱 化 
作用 を も た らし じ し た 原因 は 1)7 同 三成 分 の 
BRGY ATARI EFL, 母 岩 の 化学 成分 
に 左右 され て 鉱 液 自身 が 局部 的 な 化学 成 
分 の 変化 を 状 起 し た も の か , 2) Site 


シィ 


30, GRUB MS ( HS Od 明確 で は な 


い が , AS < BURCEO 結 品 化 作 用 中 に 
Cu-sulfide と Ni-sulfide が 根源 を 異 に 
し て 上 昇 鉄 化 し た も の で , TBC 普遍 的 
に 存在 する 際 亜 疹 鉄 は 堆積 岩 中 に 含ま れ 
て いた Zn が, Cu, Ni 鉄 化 液 に よ 
OCHS, FRO LR DOL RSNSZO 
(Econ. Geol., 54, 234~247, 1959) 


ees 
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8220, が ルフ コー スト の 構造 的 研究 
Bornhauser, M. 

西部 サガ ルフ コ ー ス ト の 広域 的 並び に 地 
域 的 な 構造 運動 は , 古生代 後期 乃至 は 中 
生 代 初期 に 始ま つた 一 般 的 な 沈降 運動 に 
文 配 され , 第 三 紀 に 明確 な 地 向 斜 的 性 格 
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EAR Lio 

SHIMATZ ROE at ec, 大 成 活動 と 重 
力 運 動 (gravity activity) が 起り , そ 
れ に 伴い 地 向 斜 地 域内 に 夫々 広域 的 , 地 
域 的 な 種々 の 構造 を 造 つ た 。 即 も Je ARIE 
BNL AIROVREMEA, 或いは 大 山 噴出 に 
、 よ り 広 域 的 , 地域 的 構造 を 造り , その 分 
布 は , 当地 域 で は 一 般 に 北東 部 の 古い 構 
造 帯 地域 に 限ら れ た 。 IK 重力 の 作用 も 同 
様 に 広域 的 , 及び 地域 的 な 沈 隆 構造 を 形 
成 し た が , 前 者 は 差別 的 な 広域 的 沈降 に 
よる も の で , 基盤 の 構造 方 向 に MBAn 
た embayments, arches 等 示 含 まれ る 。 
後者 は gravity flow ( 玲 積 岩 の 裕 曲 は , 
ある 傾斜 を も つた 処 で は , 堆積 岩 の 荷重 
に より incompetent beds が ある 種 の 
流動 を 起す こと に より 生ずる 。) に より 生 
URGE, FA 74 TeV ES Bas 
Bette So (Bull. Am. Assoc, Petrol. 
Geol., 42, 339~370, 1958) (CHa) 
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(II) Degens; E.T., Williams, E. 


G., Keith, M.L. 

ペン シル ヴァ = ニア 紀 の Pottsrile HL 
U Allegheny 統 の 主 に Clearfield OR 
頭 試料 に つい て 微量 化学 成分 と 粘土 鉱物 
組成 に よる 堆積 環境 の 研究 が 行わ れ た 。 
Allegheny 統 は 海 成 お よ ょ び 淡 水 成 の 堆積 
物 で 計 千 謀 に ろう いて の BGa Rb の 3 
EH KG +GKM illite, kaolinite を 定量 
分 析 し た 。 化 右 に ょ つて 堆積 環境 が 明白 
な 頁岩 及び 石灰 岩 の 粘 圭 部 分 の 3 元素 に 
よる 分 帯 で は , 淡水 と 海水 に 堆積 し た も 
の と で は 明 有 瞳 な 差 が 認め られ た 。 3 元素 
に よる 区 分 は 層 位 学 や 記載 岩石 学 の 堆積 
環境 の 判断 と 一 致す る 。 又 酸 処 理 を し て 
も 殆 ん ど 変 化し な い の で 環境 の HCH 
断 に 役立つ と し て いる 。 illite と kao- 
linite の 比 は 環境 指示 の 役割 と し て 非 石 


灰 質 の 頁岩 で は 有効 で ある が , 石灰 岩 で 
は 大 き な 差 は 認め ちら れ な い 。 M 下 盤 粘 士 
は 殆 ん ど 淡 水 成 で ある と いう 結果 を 出し 
て いる 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 42, 981~987, 1958) [阿部 


8222, BHRUROHRARYORS 
アイ ソト ー プ Selverman, S.R., 
Epstein, S. 


BUBB EO それ に 関係 あぁ るる 有機 物 の 中 
の 炭素 同位 元素 の 比 を 調べ て , 石油 の 生 
成 と 質 的 変化 を 明らか に し よ ょ うと し て 行 
つた も の で , 右 油 や ゃ 堆積 有機 物 を 燃焼 さ 
wT CO, ELT CH/C¥ Ot Roe 
ED C¥/C™ と 比較 し た 。 石油 お よび 海 
成 堆積 物 か ら 抽出 し た 有機 物 と Green 
River 頁岩 ( 非 海 成 堆積 物 ) の 中 の 油 お 
ょ よび 源 青 物 に つい て 比較 し た 結果 , Ald 
は 海 成 の 有機 物 か ら 生ずる ば か り で な く 
非 海 成 の 有機 物 か ら も 生ずる で あろ うと 
し て いる 。 然し 根源 物質 が 海 成 か 非 海 成 
か ら CH/C や 2 の 上 比 は 異な る 。 と くに 正海 
成層 の 根源 物質 に 由来 する ガス に は C13 
が 少な い 。 原油 を クロ マト ブラ ブフ 潜 で 分 
WrRDDIKOWWT LRUCASZL, Alth 
の 化学 組成 が 違 つ て も C13/C12 は 殆 ん ど 
変化 し な い 。 現世 の 海 成 暴 積 物 中 の 有機 
物 , California 油井 コア ー (鮮新 ・ 中 新 
統 ) の 有機 物 , Green River Be ( 始 新 
統 ) の 有機 物 の C13/C12 に つい て 比較 検 
詩 を 加え て いる 。 石油 が 出来 る 際 CB に 
SU Meet ¢ ROTM < ds, BW lipid 
分 が どの 様 に 保存 され て 石油 に な る か は 
不明 で ある が 石油 が diagenesis の 初期 
HSS EWA BAT MHL TW So 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
42, 988~1012, 1958) [阿部 〕 
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8223, #%/<4))| Pyramid Lake の 
JE Swain, F.M., Meader, R. W. 


Pyramid Lake は ネバ タ 州 西部 の 
Washoe County, Reno の 北東 約 30 
マイ ル い に 位置 し , この 地方 の 整 燥 地域 の 
湖水 と し て 最深 , 最大 の も の で あぁ る 。 EK 
質 は 湖 の 南部 に 於 ける Truckee River 
の 河口 附近 で ABAD 火山 灰 砂 か ら な り , 
河口 か ら 遠 ざか る と AMA ABE - 
大 泥 質 ・ 誰 泥 質 等 の シル ト か ら な つて い 
る 。 著 者 等 は 湖 の 南部 に 分 布 す る 族 質 に 
つい て , EK 有機 成分 を 調べ た 。 コ ア 試 
料 は Phleger a7 RYE C, その 他 の 
試料 は Ekman feyeta CRRA ho WE 
RECO RHO pH ti7 rH VUE (8.5 
~9.0) で , 酸化 選 元 電位 で は 下層 水 よ り 
る も 強い 居 元 値 を 有 し て いる 。 HBR 
つい て , ベン ゼン 80%, メタ ノー ルル 20 
% OIE A, ソック スレ ー で 8 時 
間 湊 青物 質 を 抽出 し , その 抽出 物 を n へ 
YP ENA SR 
PCM PES AMEE NA IVI AO fe 
結果 , Pyramid Lake の 湊 青 物質 は 無 
FYE PED BEAGIKSE (パラ フィ YR 72%, 
芳香 族 系 28 96) の 他 に , 赤褐色 を し た 
多量 の pigmenting substances (テト 
ラテ ル ペ ン , カロ チノ イド ) で 特徴 づけ 
られ る 。 2 ケ の コア 試料 に つい て BN, 
HCl で 22 時 間 加 水分 解 し , アミ ノ 酸 合 
Be ra? ER, TARSGXYRB, 7 
VIA Ite Ses ea 
ie ay US eae, Sen Teel een 
ジン 等 が 得 ら れ た (2.42 へ 3.19 ppm), 
また , HSO。』 加水 分 解 で の ペー パー ク 
ロマ ト グ ラ ム で は Rf 値 の 高い 物質 が 示 
され , フミ ン 酸 成分 の も の と 思わ れる 。 
これ 等 の 有機 成分 の 特性 は , THE 研究 
し た 合衆国 の 北 ~ 中 部 (eS RY FM) 
の 各 湖 水 の 中 で 貧 営 養 湖 ~ 初 期 の 富 営 療 


湖 か ら の も の に 極め て よく 類似 し て い 
So BEBE © ORT VA) ECE 
周 形 物質 の 量 の 比較 的 多い , し か る も BR 
地域 の 湖 に 対し て “apatotrophic” の 
名 称 を 提唱 し た 。 この 特性 は また , 相対 
的 に に と NN の 量 が 低く , FRESE 
は 多量 の pigmenting substances に よ 
つて 特徴 づけ ちら れる も の で ある 。 (Jour. 
Sed. Pet.; 28, 286~297, 1958) 
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8224, 高温 加水 分 解法 に よる 夏子 お よ 
UEBETOREODA Adams, P. 
Be Willaims. a 


試料 粉末 と U。O。 を 混合 し , 水蒸気 を 
通じ な が ら 1000°C に 熟す る と KOR 
mvc KOC HEF BAU KARE HEI 
出さ れる 。 €NaF+2U;0,+3H,0+0— 
6HF+3Na,U,0,. BH 0.2g (F309% 
以上 の 場合 は 少量 に する ) と UjO。03g 
Rk OQUESLINeY ) HEAD Ptr 
ー ト に 赴き , この 目的 の た めい に 特別 に 作 
られ た 蒸溜 装置 で H,0 を 通じ な が ら 
1000°C で 30 分 加熱 する 。 〇 出 液 50cc 
を と り , これ を Bee Th(NO,), WRe 
滴定 する 。 指 示 薬 と し て は アリ ザ リ ン 酸 
ソー タダ 0.25gr/1000ml H,O を 用 い , 
標準 色 深 液 に は Co(NOs). WRBIU 
Na,CrO, 深 液 の 混合 液 を 使 つ た 。 相対 
誤差 は 約 296 CHO, 分 析 に 要する 時 
間 は 約 1 時間 で ある 。 (Jour. Am. Cer. 
Soc., 41, 377~380, 1958) (BAI) 
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